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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　１　蒼あおい眼の魔ま術じゆつ師し







　嵯さ峨が野の詠えい美みのトレードマークは、滲にじんだように色素が抜ぬけたマロン色のロングヘアと、淡たん水すいのように透すき通とおったコバルトブルーの瞳ひとみだ。

　それ以外にも、指で押したらモチモチした弾だん力りよくで弾はじかれてしまいそうな柔やわ肌はだに、健康的に色づいた頬ほお。いつも横一直線に結ばれている薄うすい桜色の唇くちびる……などなど、美しさを凝ぎよう縮しゆくしたパーツに恵めぐまれている。

　そんな、異性ならずとも、つい目を奪うばわれてしまう日本人らしい美び貌ぼうをベースにしながら、わずかに西洋人風の特とく徴ちようを兼かね備そなえた詠美の面おも差ざしは、同じクラスの女子たちがいうには、〝完かん璧ぺき過ぎて嫉しつ妬とする気も起こらない〟らしい。




「君は確か、同じクラスの城しろ山やま一かず紀き君？　まさか君も魔術師administratorだったとはね。まさに雨垂れは三さん途ずの川かわね。一歩外に出れば、どんな試練が待ち受けているかわからないわ。ねぇ、そう思わない？」

　その嵯峨野詠美が、一紀に向かって優やさしく微笑ほほえみかけながら、早口でまくし立てた。笑えみの裏には、これ以上ないほど、どす黒く濁にごった怒いかりの炎ほのおが宿っている。

「君は、いつから私の正体に気付いていたの？　入学してから？　それとも、もっと前から？　私と同じクラスになったのも、誰だれかの差し金かしら？　正直に答えて」

　かちっと、一紀の歯と固い物がぶつかる音が周囲に響ひびく。

　答えろといわれても、答えられる状態ではなかった。

「ふ……ふごぉ……」

　なにしろ一紀の口には、透とう明めいなアクリルのような素材でできた三みつ叉またの槍やりの穂ほ先さきのような、みたことのない物体が突つっ込こまれているからだ。

　それは、なんらかの武器だということはわかるが、なぜ詠美がそんな物を持っているのかまではわからない。

「クラスメイトだからって、こっちが遠えん慮りよするとでも思ったら大おお間ま違ちがいよ。君は、入学以来ずっと魔術師であることを隠かくして、クラスで目立たない地味な生徒を演じながら、私のことを監かん視ししていたのよね？　正体がバレた以上、観念することね」

　詠美がなにをいっているのか、まったく理解できなかった。

「ねぇ。今君は、どういう状じよう況きように置かれているのか、わかっているのかしら？　私が、ちょっとだけ強く右手を突き出せば、三つに分かれた切っ先が、城山君の舌と頬を同時に貫つらぬくの。昔テレビで、両頬に太いパイプのようなピアスを通したアフリカ部族の映像を観たことがあるけど、あんな風になっちゃうかもしれないのよ。楽しそうね」

　そんな残ざん酷こくなことができる人ではない、と一紀は勝手に思っている。だが口内の安全は、詠美の意思一つでどうにでもなってしまう状態だ。

「さあ、私の質問に答えて。君がここにいるのは、誰の差し金？　君が所属する魔術結社associationの名前でもいいわ。なんでもいいから吐はきなさい！」

　誰にでも慕したわれる学園の優等生と向き合っているはずなのに、一紀の背中には、冷たい汗あせが流れて止まらない。

（いったい、どうしてこんなことに？　最初はただの好こう奇き心しんだったはず。なのに……）

　ぼんやりと意識が遠くなっていく。なぜこうなったのか、一紀は必死に記き憶おくを掘ほり返していた。




　小学生のころから転校ばかりだった。

　世話になっている義父の都合で、一紀はこれまで色んな町を転々としてきた。今通っている「[image: しん]しん宗そう学園」のある「平へい和わ原はら町」へ引ひっ越こしてきたのも、入学式直前のこと。

　現在、一紀を養ってくれている義父は、どういう仕事をしているのかよく知らないのだが、とにかく頻ひん繁ぱんに住処を替かえる人だった。

　引っ越しのたびに、一紀も転校を繰くり返かえした。仲の良い友達ができても、すぐに転校。また転校……と、一つの学園に長くいたためしがない。

　転校ばかり繰り返してきたせいで、いつしか一紀の中に友達なんて作るだけ無む駄だじゃないか、という意識が芽ばえていた。

　クラスメイトたちは、ガラスを一枚隔へだてた向こうの世界の住人。自分とは、交わることがない存在……そんな風に考えるようになっていた。

　新調したばかりの[image: しん]宗学園の制服に身を包んだ一紀は、これまで何度も繰り返した、〝転校初日〟のような気分で入学式に挑いどんでいた。

「なあ……同じ学年にめちゃくちゃ可愛かわいい子いるの知ってるか？」

「ああ、あの目が蒼あおい女の子だろ？　ハーフか、クオーターじゃないかって噂うわさになってるぜ？」

　退たい屈くつな式に飽あきてきた男子生徒たちが、誰かの噂をしているのが一紀の耳に入った。

「続きまして新入生代表の挨あい拶さつ」

　進行役の教師の言葉と同時に、一紀と同じクラスの栗くり色いろの髪かみの女子生徒が立ち上がる。彼女は、そつのない身のこなしでステージにあがり、流りゆう麗れいな声で在校生の先せん輩ぱい方に挨あい拶さつした。

「──私たち新入生も、素す晴ばしい先輩方を見習って、一刻も早くこの[image: しん]宗学園の一員となれるよう精進していきます」

　噂の「目の蒼い女の子」とは、彼女のことだとすぐにわかった。

　名前は、嵯峨野詠美。

　噂に違たがわぬ美しさだった。一紀だけじゃなく、新入生も在校生も男子生徒はほぼ全員、詠美の容姿に目を奪われていた。

　詠美が優れているのは、そのルックスだけじゃない。頭も良く、入学試験では新入生一二〇名の中でトップの成績だったらしい。

　そんな詠美と一紀は、奇き跡せき的に同じクラスになった。

「嵯峨野さーん、クラス委員お願いできるかしら？」

「嵯峨野さーん、お昼一いつ緒しよに食べましょう」

「嵯峨野さーん、さっきの授業だけど……」

　入学してしばらく……教室で「さ・が・の」の三文字が飛び交わない日はなかった。頭や容姿だけでなく、人当たりも良い詠美の周りには、クラスの女子が必ず集まっていた。

　そんな彼女のことを離はなれた席からみていた一紀は、あることに気がつく。詠美は、学校内では非の打ち所がない人気者だが、放課後だけは例外だということに──。

　放課後、一緒に遊びに行こうと誘さそってくるクラスメイトに対し、詠美はいつもなにかしらの理由をつけて、ひとりで早々と帰宅してしまう。部活などにも入っていないようだ。

「嵯峨野さんって、誰か特定の人と長い時間、一緒にいることがないような気がする。本当に親しい友達もいないようだし……」

　慕ってくれる人は沢たく山さんいるはずなのに、誰に対してもほどほどの付き合いに留めておいて、特別親しい友人を作らないでいるようにみえた。

　そんな詠美の態度は、クラスメイトたちをガラス一枚隔てた別世界の住人としてみている一紀の姿勢と重なる。

　そんなこともあり、一紀は詠美に対して強く興味を抱いだくようになっていた。




「はっ、ふっ……。はっ、ふっ……」

　入学してから一月近く経過したある夜。一紀は、川沿いのランニングコースを一人黙もく々もくと走っていた。

　学園では大人しい一紀だが、隠れた習慣があった。

　それは、義父から教わった護身術の練習である。

　転校の連続で、部活というものに所属したことのない一紀にとって、自分一人で続けられる護身術の鍛たん錬れんは、心の内に溜たまった青春の衝しよう動どうを発散するのにちょうどいい刺し激げきになった。

　一紀は今日も、散り遅おくれた桜の花びらが桃もも色いろの風となって流れていく川沿いの通りを黙々と走っている。

「ん？　あれは……」

　意外な人物をみかけて足を止める。

「嵯峨野さん……？」

　それは、クラスメイトの嵯峨野詠美だった。

　時間は深夜零れい時じを回ったところだ。女の子が一人で、こんな時間にどこへ向かっているのだろう？

　詠美が向かっている先は、人家も少ない町外れ。詠美が歩を進めている方角に向かっても、通つう称しよう「嵯さ峨が山やま」と呼ばれる小さな山しかない。

　この先は、道も舗ほ装そうされておらず、日が昇っている時間帯でもあまり人が近づかない場所だ。

　まさか、こんなところに詠美の家があるのだろうか？

　入学してから、一ヶ月近く経たつが、詠美とはほとんど口を利きいたことがないため、詠美の私生活はまったく知らなかった。

　こんな遅おそい時間に詠美がどこに行くのか気にならないといえば嘘うそになる。

（ちょっと、ランニングのコースを変えるだけ……）

　心の中で自分に言い訳しながら、一紀は詠美のあとをそっと追いかけてみることにした。




　詠美は、山道を封ふう鎖さする金かな網あみを乗のり越えて、躊躇ためらうことなく真っ暗な山の中へ入っていく。学園の制服にローファー、そして学園指定のスポーツバッグを担いだだけの軽装で、夜の山に足を踏ふみ入れるのは、あまりにも無む謀ぼうな気がする。

（ひ～、嵯峨野さん登るの速すぎるよ……）

　あとを追いながら、何度も詠美に声をかけようかと迷ったが、黙々と山道を進んでいく詠美の気配に圧あつ倒とうされて、結局声をかけることができずに山を登り切ってしまった。

「……ふう、ようやく追いついた」

　山頂に辿たどり着ついた一紀は、詠美の姿を捜さがした。

「あ、いたいた。さがの──」

「お父様、お母様……そして、曾ひいおじい様。ようやくこの日が来ました。儀ぎ式しきが成功するように、詠美を見守っててください……」

　詠美は、山やま肌はだを切きり崩くずして作られた大きな石の扉とびらの前で、片かた膝ひざをついて祈いのりを捧ささげるようなポーズをとっている。

　学園とはまったく違う詠美の雰ふん囲い気きに、思わず声をかけるのを止やめてしまった。

「この誓ちかいを我は行なう。この身を祈りによって燃え上がらせて恩おん恵けいもなく、罪もない。今こん日にちをもって無益なる時を終わらせんことを約束する。これぞ法なり。これぞ裁きなり──」

　祈りの姿勢のまま、呪じゆ文もんのような文言を呟つぶやいた詠美の足元に淡あわい光が生じた。

（な、なんだあれ？　地面に円……いや、光の記号みたいなものが描えがかれていく）

　誰も手を触ふれていないのに、詠美の足元に青白い光の魔ま法ほう陣じんが自動で描かれていった。

「永えい劫ごうの主よ、我が意に応じて、この災さい厄やくを再び封ふうじる力を与あたえ給たまえ」

　詠美が向き合っている石の扉の奥には、いったいなにがあるのだろう？

　どういう仕し掛かけかわからないが、詠美の眼前には、歯車のような形をした物体が浮ういていた。詠美は、それを手に取って、強く念じるように気合いを込めた。

「【アンティキティラの歯車】よ……我が曾そう祖そ父ふの誓いに応じて、万ばん象しようのあらゆるものを固定化fixationさせるヴィトリアルvitriallを作り出す力を──」

　途と中ちゆうまで念じたところで、詠美の手の中にあった歯車が、強きよう烈れつな光を放った。

　と、同時に離れた場所でみていた一紀の心臓が、不意に発光を始めた歯車と共鳴するように大きく脈動し始める。

（あ、熱い！　なんだよこれ……ッ!?）

　一紀は、ジャージの上から心臓の辺りを押さえた。まばゆい光を放つ歯車と呼応するように、心臓は激しく高鳴り続けている。

「な……なんなのこれ？　魔ま力りよくが……∴Aumが、制せい御ぎよできない。こんなことってありえない。くっ……」

　詠美も異変を感じたようだ。

「この私が、自分の手で魔ま導どう具ぐに充じゆう填てんした魔力を制御できないって……そんな素人しろうとみたいな失敗、するわけがないわ。これは、なにかの間ま違ちがいよ。そ、そうだわ……他ほかの魔ま術じゆつ師しの妨ぼう害がい──？　まさか今日ここで、儀式を行なうことが外部にばれていたの？　誰だれ？　邪じや魔まをしているのは、いったい誰なの!?　出てきなさい！」

　蒼い眼を見開いて周囲をみまわした。

　みつかったらまずい──一紀は、慌あわてて身を伏ふせた。しかし、詠美は茂しげみに隠かくれている一紀をめざとく発見する。

「貴方あなたね？　私の儀式の邪魔をしているのは──」

　歯車を手放し、代わりに目の前に浮いていた三みつ叉またの槍やりの穂ほ先さきのような武器と刃は先さきが湾わん曲きよくしたナイフをつかんだ。

「ごめん！　邪魔するつもりじゃなかったんだ。僕はただ、嵯峨野さんの姿をみかけて……こんな時間にどこに向かうのか気になって──ぐぶぅっ!?」

　問答無用で、三つ叉の槍の穂先のような武器が、一紀の口の中に突つっ込こまれた。

「人の舌って、錬れん金きん術じゆつの素材として有名なの。知ってる？　特に哲てつ学がく者や魔術師の舌は、エリクシルelixirを作るための材料として、錬金術士アルケミストたちに大変重宝されているわ。君は、どっち？　少なくとも哲学者って顔じゃないわね？」

　以上が、クラスメイトに為なす術すべなく口こう腔こうを犯おかされる羽目になった顛てん末まつだった。




「さあ答えて！」

　詠美の声で、一紀は意識を取とり戻もどす。

　答えてといわれても、いまは「あがあが」と無様に喉のどを鳴らすことしかできない。

「あら、気付かなかったわ。ごめんなさい。その状態では答えられないわね？　私としたことがうっかりしていたわ。君に喋しやべってもらうには、最低限その舌は必要になるわね」

　詠美は、ようやく口の中から凶きよう器きを引ひき抜ぬいてくれた。

　例の歯車は、詠美の手を離れた瞬しゆん間かん、スイッチが切れたように光を放つのをやめていた。同時に一紀の心臓の鼓こ動どうも治っていた。

「嵯峨野さん！」

　ずっと口を開かされていたため、まだ顎あごの関節が思ったように動かない。それでも、なんとか頑がん張ばって言葉を絞しぼり出だす。

「僕と嵯峨野さんの間に、なにか重大な誤解があるようだ。まずは話し合いで誤解を解こう！」

　暴力は最後の手段だと義父に教えられて育ってきた。

「君が無害な人物だとわかったら、この刃は物ものを引っ込めてあげるわ」

　左手に持った曲刀のような形のナイフを、ぐっと喉のど元もとに近づけてきた。

「うぐっ……」

　一紀の返答次し第だいでは、喉を切り裂さく、という脅おどしだった。

　でも、ただの高校生にそんなことをする度胸があるとは思えない。ましてや、詠美はか弱い女の子。普ふ通つうは、血をみるのも嫌いやなはず……。

「ま、まず……最初に謝りたいんだ。黙だまってあとをつけたことは悪かった。こんな夜中に嵯峨野さんがどこに向かっているのか気になっただけで……他意はないよ」
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「嘘。誰かに命令されたのでしょ？」

「い……意味がわからない。僕は嵯峨野さんと同じ、[image: しん]宗学園に通うただの学生だよ。それ以上でも、それ以下でもないよ」

「結社associationに所属しているのではないと？　ましてや、魔術師administratorでもない……そういいたいのかしら？」

「そのアド……なんとかっていうのが、いったいなんのことなのかわからない。初めて聞く言葉なんだ」

　嘘うそ偽いつわりなく、正直に答えた。わからないものは、わからないと答えるしかない。

「僕は普通の高校生だ。嵯峨野さんもそうでしょ？　それとも違ちがうっていうの？　嵯峨野さんは、僕らとは違う、たとえば……魔術師だとでもいうの？」

　詠美は、ずっと険しかった顔をほんの少し和やわらげた。

　そして唇くちびるを曲げて微笑する。

「ええ、そうよ。私は魔術師協会ウロボロスの蛇に所属する、達人──Ａアデプト位階クラスの魔術師よ」

「へ……へぇ～」

　学園一の美少女に面と向かって、自分は本物の魔術師だと打ち明けられたらどう反応するべきなのだろう？　笑ってあげればいいのか、それともつっこんであげた方がいいのか。

「冗じよう談だんだと思っているのね？　私もそうあって欲しかったわ。この世の全すべてが、悪い冗談かなにかなら、どれほど気が楽だったか……。でも、全て現実なのよ──」

　一紀の鼻先を、鋭するどいなにかが風を切って通り抜けていった。

「へ……？」

　ぱらっと、一紀の前まえ髪がみが数本切断されて地面に落ちる。

　詠美が、一紀の眼前で右手の武器を下から上へ振ふり上げたのだ──。目の前で起こった出来事を理解するのに、しばしの時間を必要とした。

「さ……嵯峨野さん、なにを──!?」

「君は、私の儀式を邪魔した。とぼけているようだけど、間違いなくどこかの魔術結社から派は遣けんされてきた魔術師だわ。私に封ふう印いんの儀式を失敗させて、魔術師協会との関係を悪化させようとしているのは明白。だから、君を殺すのよ」

　詠美は、両手にそれぞれ違う武器を握にぎって、襲おそい掛かってきた。

　一紀は、あとずさって詠美の攻こう撃げきをかわした。

「ま、待ってよ！　どうして、そうなるんだよ!?」

　争いは望んでない。第一、一紀は一度も好戦的な態度を取ったことはないのに、どうして殺されなきゃいけないのか。

「話し合おう！　嵯峨野さんは、なにか重大な誤解をしてるんだよ、きっと！」

「君がいたら、儀式が成功しないわ。なんとしても今日、成功させなきゃいけないのよ！」

　その儀式とやらは、クラスメイトの命を奪うばってでも成功させなきゃいけないほど大切な儀式なのだろうか？

　一紀は、詠美の攻撃をかわしながら後退し続けていたが、背後に冷たい気配を感じて足を止めざるを得なかった。

　山頂にこしらえてある石室の扉が、一紀のすぐ背後にある。これ以上は後退できない。

　どうやら早くも追おい詰つめられてしまったようだ。

　あとは横に跳んでかわすか、それとも──。

　詠美が、右手に握った武器を一紀の眉み間けんに突き立てるように繰くり出してきた。

「ぐっ──！」

　一紀は、ぎりぎりのところで三つ叉の武器を受け止めた。

　両手を眼前で拝むように合わせて、やけっぱちで繰り出した真しん剣けん白刃取りだったが、偶ぐう然ぜんにも武器を受け止めることができた。

「中々の動体視力ね。それとも、魔術的効果の表れかしら？」

　詠美が、ぎらっと光る目を向けてくる。

「嵯峨野さんこそ、悪い冗談はそろそろやめよう」

　詠美は、一紀に受け止められた武器を力ちから一いつ杯ぱい押し込んできた。さすがに女性だから、一紀の腕わん力りよくには勝てないが、詠美は両足を踏ふん張ばって力を込めてくる。

「……あ、あちっ、あちちっ！」

　受け止めた武器から突とつ然ぜん、煙けむりのような粒りゆう子しが立ち昇のぼる。一紀が手で触れている部分が、電源を入れたホットプレートのように、じわじわと発熱していた。この変な武器の仕掛けだろうか。

「ほら……やっぱり術式反応紋strange reactionが現れているじゃない。この【パラケルススの三つ叉の矛ほこ】は、魔術師の体内に伝導している∴Aum粒子に反応して、相手の魔力を吸い込む力を持っているのよ。普通の人には、反応しないわ」

　口の中に突っ込まれている時は、なにも起こらなかったが、一紀の危機に呼応したように三つ叉の槍の穂先のような凶器は、著しい〝反応〟をみせていた。

「さっきから、なんのことだかさっぱりだ……」

　詠美の腕力と迫はく力りよくに押される形で、一紀はじりじりと後退していく。足元は、柔やわらかい土で踏ん張りが利きかない。このままでは、押し切られてしまう。

　一紀が怯ひるんだ隙すきを突いて、詠美はもう片方の手に握っていた、刃先が反り返ったナイフを繰り出す。

「しまっ──！」

　不意を突かれた一紀は、体勢を崩くずした。

　そして、背後にある石室の扉とびらに、背中から倒たおれ込む。





　──誰か、そこにいるのね？

　　　誰でもいいわ。わたしの声が聞こえる人……。

　　　お願い……わたしをここから出して。






　背中が冷たい石の扉に当たった瞬間、詠美ではない別の少女の声が聞えた。

　その声は、大気の震ふるえによって伝達される通常の肉声とは違い、一紀の頭の中に直接訴うつたえてきた。

　突然、割れたような音が周囲に響ひびいた。激しい振しん動どうと共に一紀の背後にあった石の扉にヒビが入る。

「しまった!?　一〇〇年間保ち続けていた封印が……」

　詠美は、血相を変えて魔ま法ほう陣じんに戻ろうとする。

　しかし、遅おそかった。詠美が手を打つ前に、石室の扉が内側からの圧力で吹ふき飛とんだ。

　激しい衝しよう撃げき波はと熱風が、石室の内側から放出される。

「うわぁ──ッ!?」

　爆ばく発はつの衝撃で、一紀は詠美と共に吹き飛ばされてしまった。

（な、なにが起きたんだ……？）

　地面に叩たたきつけられた一紀は、痛みを噛かみ殺ころしながら恐おそる恐る顔を上げる。

「お……女の子だ……!?」

　石室には、一人の少女が閉じ込められていた。

（遥はる佳か──？）

　一いつ瞬しゆん、違う少女の姿が頭の中を過よぎったが、石室の中にいた少女は、まったくの別人だった。先ほどの爆発で頭の中が混乱しているようだ。

　冷たい石室の中で、全身に包帯のような布を巻いただけの奇き妙みような格好をした金きん髪ぱつの少女は、うっすらと目を開けた。

　そして裸足はだしで地面を踏みしめながら、よたよたと外に出てくる。

「あ……う……ヴィ……ヴィン……」

　二、三歩前に歩いてから、がくっと力が抜けたように膝ひざをつく。

　か細い声だったが、少女の声はどこかで聞いたことがある。先ほど一紀に助けを求めてきた声とまったく同じだ。あの謎なぞの声の主は、この少女だったのか。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　一紀は、すぐさま少女に駆かけ寄よって身体からだを抱だきかかえる。

　少女は意識を失っていた。肉体は驚おどろくほど冷たい。一瞬、死んでるのかと思い、ひやっとしたが、かすかな呼吸を繰り返しているのをみて安心した。

「こんな小さい子が、どうしてこんなところに閉じ込められていたんだ？」

　小学生くらいの年ねん齢れいのあどけない少女だ。外見から、日本人じゃないことはわかるが、それ以外のことは、なにもわからない。

「城山君……君はいったいなんなの？」

　少女を抱だいた一紀の背後に、詠美は亡ぼう霊れいのように気配を消して立っていた。

「大変だよこの子、身体が凄すごく冷たい。すぐに手当てしないと。病院に連れて行った方がいいかもしれない」

　振ふり返った一紀の目前に、白しろ銀がねの刃やいばが突つき出だされる。

「病院？　必要ないわ。だって、今すぐ私がその子の息の根を止めるから──」

「こんな小さい子を殺すって……嵯峨野さん、正気なの？　いったいこの子がなにをしたっていうんだよ？」

「なにをした？　はっ、なにかをしてからじゃ遅いのよ。〝大いなる災さい厄やく〟が目覚めし時、世界が混こん沌とんに近づく時──。人の手じゃ、その災厄を防ぎきれるかどうかわからないわ。だから、ここで殺すのよ」

「この子が、危険な存在だっていうの？　──あ、嵯峨野さん、怪け我がしてるじゃないか」

　ナイフを握る詠美の手ての甲こうに血が流れていた。スカートから伸のびた太ふと腿ももにも小さな傷が付いている。先ほどの爆発で飛び散った破片によってつけられた傷のようだ。

「邪じや魔まよ城山君。それとも、その子と一いつ緒しよに死ぬつもり？　命に替かえてでも、その子を連れてこいと誰だれかに命じられたわけ？」

「違うよ。僕はただ、この子を助けたいんだ。さっき扉に触ふれた瞬しゆん間かん、この子の声が聞こえた。必死に助けを求めていた……。外に出たくて、ずっと泣いているように僕には聞こえたんだ……」

「だからなに？　城山君には関係ないわ」

　詠美は、白銀色に光る刃を振り上げる。一紀を睥へい睨げいする目は、ぞっとするほど冷たい。

（本気だ……本気で嵯峨野さんは、この子を……）

　一紀は、少女の身体を抱き上げた。両手でしっかりと抱かかえて、その場から逃にげ出す。

　見ず知らずの少女といえど、目の前で人が殺されるのはみたくない。いや、それよりもなによりも、クラスメイトを人殺しにしたくなかった。

（いまの嵯峨野さんは、いつもと違ちがう……。きっとなにかに取とり憑つかれてるんだ！）

「待ちなさい──！」

　詠美は、慌あわてて一紀を追おうとしたが、地面に突き出していた木の根に躓つまずいて転んだ。

　その隙に一紀は山を駆け下りていく。真っ暗で、ほとんど前がみえない地面の上を転がるように走る。

　両手に抱えた少女は、一人別世界にいるように意識を失い続けていた。

　しばらく進んだところで、詠美の気配がしないことに気づく。もしかして、追うのを諦あきらめてくれたのか？

「術式、発動──偉い大だいなる術者の力よ、秘ひ匿とくされた禁術の秘書──【賢けん者じやの術概がい要よう書】に基づき、その一節をこの世に書き記せ！」

　落ち着いた詠美の声が、山全体を包み込むように響く。次の瞬間、山頂に青白い人工的な光が輝かがやいた。詠美は、まだ諦めていないようだ。

　一紀は、逃げる足にさらに力を込めて必死に山を下りていく。すると……なぜか、強い風は吹いていないのに山の木々が、ざばっ、ざばっと激しく揺ゆれはじめた。

　不ふ穏おんな気配を感じて、うしろを振り返る。

　暗い森の上をバッタのように跳はね回っている人ひと影かげがある。一瞬、目を疑ったが、黒い影は間ま違ちがいなく、人の形をしていた。

（あ……あれは、まさか……嵯峨野さん!?）

　詠美は、木の枝を足場にして夜空に跳とび上がり、制服のスカートを翻ひるがえしながら、通常の人間ではあり得ないような跳ちよう躍やく力で、背の高い杉すぎの木の枝から枝へと飛び移っている。

　常人離ばなれした跳躍力もさることながら、細い木の枝を正確に足場にして、一いつ切さいバランスを崩さないのも、常識からかけ離れていた。

（まさか、これが魔ま術じゆつなの？　じゃあやっぱり、嵯峨野さんは本物の魔ま術じゆつ師し……？）

　闇やみ夜よを駆けるように跳ぶ詠美の右手には、月明かりを反射して凶きよう暴ぼうにきらめく刃がある。

　このままでは追いつかれてしまう。腕うでの中で眠ねむっている少女もろとも──殺される。

　危機を感じた一紀は、死にものぐるいで暗い斜しや面めんを駆け下りた。

　ざばっ……。ざばっ……。

　枝を蹴ける詠美の気配が段々と濃こくなっていく。

　もう、体力の限界だった。このままでは、追いつかれてしまう。

（怖こわい……。いまの嵯峨野さんは、学園とは大おお違ちがいだ……）

　教室での詠美の姿を思い返していた。




「え？　私がクラスの委員長にですか？」

　入学して最初のホームルーム。

　最初に決めたのは、クラスの代表となる委員長の選出だった。

　他ほかの候補者なし。満まん場じよう一いつ致ちでクラスメイト全員どころか、担任の先生まで、嵯峨野詠美を委員長に推すい薦せんしていた。

「私なんかが、クラスの代表だなんて……。そんな大事な役、務まるかしら？」

　その時の詠美は、気が弱そうな雰ふん囲い気きを出していた。目立つ容姿とは裏腹に奥ゆかしい性格をしているんだなと、益ます々ます男子生徒のファンが増えた。

「そこまでいってくれるんでしたら……わかりました。至らないところもありますが、私でよければ、精せい一いつ杯ぱい務めさせて頂きます。どうかみなさん、よろしくお願いしますね」

　優等生で、真ま面じ目めで、美人で、そして奥ゆかしくて清せい楚そ……。

　そういう詠美のイメージが、今夜全すべて打うち砕くだかれてしまった。




　そんな時、一紀の目の前に薄うすい明かりがみえた。山やま肌はだを切り開いて作られた平へい坦たんな土地にある、鉄門と鉄てつ柵さくで囲まれた二階建ての古びた洋館──。

（人家？　助かった……）

　目の前にあるその洋館に逃げ込むことにした。さすがの詠美も、他人の家の中まで追いかけてこないだろう。




　一紀は、鉄門を開けて無断で足を踏ふみ入れる。

　敷しき地ちは広大だった。大きな鉄の門を開けて花々が咲さき乱みだれる前庭をしばらく歩いて、ようやく館の玄げん関かんへと辿たどり着つく。

「すみませ～ん。どなたか、いらっしゃいませんか？」

　気を失ったままの少女を背中に担ぎながら、一紀は玄関のドアをノックした。が、応答はない。

　その時、一紀の背後から何者かが近付いてくる足音が聞えた。

「城山君……。君、意外と足が速いのね。まさか、ここまで逃がしてしまうとはね……」

　詠美は冷静だった。しかし、その言葉には、冷たい感情が込められている。

「だ……誰か助けて下さい！　追われてるんです！」

　一紀は、一か八ばちか祈いのるような思いでドアノブに手をかけた。

　しかし、ドアには鍵かぎがかかっていた。万ばん事じ休す──。

　その時、ふいにドアの隙すき間まから、霧きり状じようの物質が一紀の顔に向かって噴ふん霧むされた。

「ふあ……っ。え……」

　甘い香かおりが、一紀を包み込む。と同時に意識が遠のいていくのを感じた。

「防犯用の催さい眠みんガスよ。最近物ぶつ騒そうだから、念のために用意してあったんだけど……こんなに綺き麗れいに嵌はまってくれた人、君が初めてよ」

　一紀は、少女を背中に担いだまま崩くずれ落ちる。ぼんやりと霞かすんだ視界に詠美の姿が映った。

「玄げん関かん先さきを汚よごしたくないから、貴方あなたたちを中に運び込むわね」

　詠美は、制服の上着のポケットから鍵を取り出す。そして、鍵かぎ穴あなに差し込んでからドアノブをひねった。

　蝶ちよう番つがいが軋きしむ音が響く。冷たい空気が館の中から流れてきた。

「これから君たちを石いし壁かべに囲まれた特別な部屋に連れて行くわ。そこでは泣こうが、喚わめこうが、誰にも声は届かないわ。私に手を焼かせたお礼よ。そういえば同級生を家に招き入れるのは初めてね。どうなるのか、凄く楽しみだわ。くっ、くっ、くっ……。さあいらっしゃい。城山君……。嵯峨野家の館やかたにようこそ──」




　嵯峨山とは、嵯峨野家が所有する山という意味で付けられた名前なんだ、と一紀は今日初めて知った。

　つまり、先ほどまで一紀たちがいた山は、嵯峨野家の所有物。嵯峨野家の裏庭のような場所だった。

　嵯峨野家の娘むすめである詠美も、あの広大な山の権利の一部を受うけ継ついでいる。

　その嵯峨山の麓ふもと近くに、嵯峨野家がある。

　山の麓の森に埋うもれるようにひっそりと息づく嵯峨野家の屋や敷しきは、二階建ての古びた洋館。

　同じクラスにいながら、詠美がとんでもなく大きな洋館に住んでいるということを、なぜ知らなかったのだろうか……。




「うん……うっ……」

　催眠状態から目覚めた一紀の目にまず飛び込んできたのは、四方を取り囲む冷たい石壁だった。

　どうやら、ここは地下室のようだ。一紀は、あの少女と共にこの地下室に運び込まれたらしい。

（はあ……。どうしてこんなことになってしまったんだ……）

「ねぇ、そこの人間。お腹なかが空すいたわ。なにか食べる物を持ってきてくれないかしら？」

「ああ、うん。いいけど、って……ええっ!?」

　意識を失っていたはずの少女が、机の上で上体だけを起こして一紀の方をみていた。

「お、起きた!?　え、あっ、ど……どうしよう!?」

　全ての元げん凶きようとなった少女は、包帯のような白く長い布で全身をグルグル巻きにされている。白い布の隙間から垣かい間まみえる肌はだは、人形のように透すき通とおっていた。

　金色の髪かみは伸び放題で一切手入れされていないが、目鼻立ちは、その辺にいる日本の女の子よりも整っていた。

「えーっと、嵯峨野さんは……どこにいったんだろう？」

「なんだか隣となりの部屋から物音がするわね。わたしたちを、拷ごう問もんする道具でも探しているのかしら？」

「ええ!?　嵯峨野さんは、そんなことをする人じゃない──といいたいところだけど、そういい切れないところが辛つらいな……」

　今夜は詠美に散々怖い目にあわされた。いまも、こうして地下室に閉じ込められている。

　これからのことは、不安じゃないといえば嘘うそになる。

「そういえば……貴方が、わたしの願いを聞き届けて封ふう印いんを解いてくれたのね？　ここは、お礼をするべきね。はい、存分に接せつ吻ぷんなさい」

　金きん髪ぱつの少女は、足首まで細い布でグルグル巻きにされた右足を一紀に向かって突つき出だす。それがどういう仕草なのかわからず、一紀は目をパチパチさせていた。

「あら？　貴人に対する礼れい儀ぎを知らないのかしら？　褒ほう美びにわたしの足の甲こうに接吻させてあげるっていってるのに、その機会をむざむざ逃のがすなんて野暮な人ね。貴方どこの野や蛮ばん人なの？」

「そういう合図だったんだ……ごめんね。気付かなくて」

「ご褒美はお預けね」

　少女は、意地悪そうな笑えみを浮うかべて足を引っ込めた。

「……君は、いったい何者なの？　なぜ、あんなところに閉じ込められていたの？」

　一紀は、思っている疑問を率直に少女にぶつけてみた。

「わたしがなぜ、あんなところに閉じ込められていたか……。うーん、わたしにもよくわからないわ。逆にわたしの方から、その疑問を貴方たち〝人間〟にぶつけたいぐらいよ」

「ははっ、まるで君は人間じゃないようないい方だね。でも、助かってよかったよ。ずっとあんなところにいたんじゃ窮きゆう屈くつだろうし……なにより、テレビもなにもないんじゃ退たい屈くつでしょうがないよね」

　我ながら間ま抜ぬけなことをいっていると一紀は思った。退屈とかそういう問題じゃない。

　少女をあんなところに閉じ込めておくなんて、とんでもない犯罪だ。

「テレビ？　それってなんのことかしら？　新しい食べ物とか、そういうもの？」

「え？　テレビ知らないの？　いったい、いつからあの場所に閉じ込められていたんだ？」

「さあ知らないわ。ふあーあ……長い間、眠っていたのは確かね」

　少女は、木の机の上で足をブラブラさせながら、興味深そうに周りを見回している。こんな状じよう況きようなのに一紀よりも落ち着いていた。

「……くらっかーちょこれーと？　これは、なにかしら？」

　落ちていたお菓か子しの袋ふくろに気がついた。地下室には、くしゃくしゃに丸められたチョコやスナック菓子の空袋が、乱雑に放置されていた。

　お菓子のゴミだけじゃなく、若い女性が着ていそうな衣服や、一紀が通っている学園指定の女子用の制服も、脱ぬいだままの状態で放置されていた。

　おそらくここは、詠美のプライベートルームなのだろう。しかし、この散らかり様は、目に余るものがあった。

　掃そう除じして綺麗にしたい──城山家の家事を一手に預かる主夫の本能が思わず目を覚ましそうになるが、ぐっと抑おさえ込んでクラッカーチョコレートについて説明した。

「ああ、西洋菓子のことね。名前からしてあまり美お味いしそうに思えないけど、どんな味がするのかしら？　一度食べてみたいわ」

「クラッカーチョコレートなら、全国どこのコンビニでも売ってるよ。けど、ここから出られない限り、買いにいくことはできないなぁ」

　地下室に唯ゆい一いつある扉とびらには、しっかりと鍵が掛かけられている。

「こんびに……？　それも初めて聞く言葉だわ。貴方、日本人のようにみえるけど、もしかして異国の方なのかしら？」

　コンビニも知らないとは、世間知らずにもほどがある。この少女は、いったいこれまで、どんな人生を送ってきたのだろう。

「僕は、正しよう真しん正しよう銘めいの日本人だよ。君こそ、この国の人にはみえないけど、家はどこなの？」

「わたしの家？　そんなものはないわ」

　あっけらかんと少女は言い切る。

「じゃあ、両親は？　家族とかはどこにいるの？」

「家がないのに家族がいるわけないじゃない。わたしは、生まれつき一人よ。可哀かわい想そうな孤こ独どくな少女なの」

　悲しげに呟つぶやく少女。もしかして触ふれてはいけない部分に触れてしまったのかもしれない。

「でも、知り合いはいるわ。多分、この館の中にいるはずよ。ヴィンセント……彼はどこにいるのかしら？　あの人には、色々訊ききたいことがあるのよ。彼を連れて来て頂ちよう戴だい」

　ヴィンセントなんて名前の人物は知らないが、ひょっとして、この嵯峨野家にまつわる人物なのかもしれない。

「嵯峨野ヴィンセント……私の曾ひいおじい様は、とっくに亡くなられているわ。貴方が封印されてから一〇〇年の月日が経たっているのよ。人も社会も、なにもかも変わってるわ」

　いつの間にか隣の部屋から出てきた詠美が、腕うでを組んで一紀と少女の両方を睨にらみ付けていた。

「わたしは一〇〇年も眠ねむっていたの？　そう……。ならば、しょうがないわね。人間は寿じゆ命みようが短いもの。ヴィンセントが死んでいても不思議じゃないわね」

　少女は小さく首を傾かしげて、金色の長いまつげを伏ふせる。

「でも残念だわ。ヴィンセントに会ったら色々いいたいことがあったのに……」

「もし曾おじい様が生きていたとしても、きっと私と同じことをいったでしょうね。【始し祖そ竜りゆうイソラ】を、もう一度封印すると……」

「わたしを再び、あの冷たい結けつ晶しようの中に閉じ込めるというの？」

「【始祖竜】を二度と世に放たない……。永久に封印し続ける……。それが、曾おじい様の願いであり、ひ孫の私に託たくされた義務よ」

　詠美は、机の上で身体からだを起こしている、イソラと呼んだ少女から目を逸そらさない。

　魔ま術じゆつとか、封印とか、色々訊きたいことがあったけど、いつ詠美がナイフを取り出してイソラに襲おそい掛かるか……いまは、それが一番の気がかりだった。

「できれば、今すぐ貴方を封印したいところだけど、残念ながら道具が今手元にないわ」

　封印の儀ぎ式しきで使っていたあの歯車などは、山頂に置いて来たままだ。いくら詠美といえど道具がなければ、どうすることもできないらしい。

「封印はいやよ！　もう眠らされるのはいや！」

「始祖竜の貴方が、人間と共存できるとでも思ってるの？　大人しく自分の運命を受け入れなさい！　そもそも──」

　その時、場の空気をぶち壊こわすように、イソラのお腹が低く鳴った。タイミングが外された詠美は、続ける言葉を失った。

「まあまあ。嵯峨野さん、落ち着いて。僕には事情がよくわからないけど、小さい子が嫌いやがるようなことは、やめた方がいいんじゃないかな？」

「そうよ！　もっといってやって頂戴！」

　イソラは、一紀を楯たてにするように背後に隠かくれる。詠美の貫つらぬくような視線が、一紀に向けられた。

「え……え、っと……」

　あたふたする一紀。すると、イソラのお腹の音が、再び地下室内に響ひびき渡わたった。

「どうでもいいけど、お客を招いたのなら食事ぐらい振ふる舞まったらどうかしら？　いつまでもこんな環かん境きようの悪い場所にわたしたちを置いておくなんて、感心しないわね」

「貴方あなたを招待した覚えはないわ。玄げん関かん先さきに放置しておくわけにはいかなかったから、やむなく運び込んだだけよ」

　イソラは、薄うすいお腹をさすりながら一紀の方を向いた。

「ねぇ、そこの青年。なにか食べる物をこしらえてくれない？　一〇〇年間なにも食べていなかったの。お腹が空いて当然よね？　再び眠るにしろ、このまま起き続けるにしろ、こんなにお腹が空いた状態じゃ落ち着かないわ」

　夕食には遅おそすぎる時間だが、イソラは先ほど目覚めたばかりだから、お腹が空くのも仕方ないことだ。それに一紀も、空腹を感じ始めていた。

「そうだね。嵯峨野さん、ここは一いつ旦たんご飯にしよう。台所を貸して貰もらえれば、僕が作るよ。嵯峨野さんも、お腹減ってるんじゃないかな？　だから、さっきからずっとカリカリしているのかも？」

「私がカリカリしてるのは、城山君が！　私の邪じや魔まを！　するからよ！　……げほっ、ごほっ！　んんん……もうっ」

　大きな声を出し過ぎて喉のどを痛めたらしい。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「あんたたちのいい分にまともに付き合うのは馬ば鹿か馬ば鹿かしいわ。二人とも、しばらくこの冷たい地下室で頭冷やしてなさい。明日あしたの朝まで、たっぷり反省することね」

　詠美は地下室から出て行く。

「え？　ちょっと、嵯峨野さん！」

　バタン！　と大きな音を立てて扉が閉まった。外から施せ錠じようする音が聞える。本当にこの地下室に閉じ込めるつもりのようだ。

「ん、もう……お腹空いて目が回るわ。わたしは、ご飯が食べたいっていっただけなのに、なにをあんなに怒おこっているのかしら？」

「僕にもよくわからないよ。……残念だけど、鍵かぎ締しめられちゃった。当分、ここから出られないね」

　一紀は、諦あきらめたように冷たい石の床ゆかに座り込む。

「鍵？　そんなもの壊せばいいじゃない？」

「そんなこと、できないよ。第一……」

　イソラは、すでに扉の前に立っていた。そして、両手で扉を押す……だが、びくともしない。

「ほらね」

「うーん。うーん……むむっ！　魔ま力りよくのかかった鍵をかけていったみたいね。でも、もう少しでなんとかできそうだわ。貴方も力を貸して頂戴」

「無理だよ。普ふ通つうの鍵ですら、どうにもできないのに……」

　一紀は、軽く扉に手を触れる。

　すると──ドクン！　またしても、一紀の心臓が高鳴った。

　山頂で感じた、身体の底からなにかが湧わき出るような感覚とまったく同じだった。

　そして次の瞬しゆん間かん、扉の向こうにある錠じよう前まえが、勝手に音を立てて壊れた。

「開いた。凄すごいわ!?　いったい、どういう魔術を使ったのかしら？　解呪dispel？　それとも、破は壊かい魔ま法ほうかしら？」

「い……いや、僕はなにもしてないよ。鍵が勝手に壊れたんだ。もしかして、錆さびてたのかもしれない」

「ふーん。そうなの？　ま、どうでもいいわ。それよりも、食べられるものを探しにいきましょう？」

「いいのかな？　勝手に歩き回って……」

　詠美にみつかれば、ただじゃ済まないだろう。だが、イソラが先にいってしまったので、放っておくわけにもいかず、一紀も恐おそる恐る付いていった。




　館やかたの中は、不気味なくらい静かだった。

　詠美以外の家人は、誰だれもいないのだろうかと疑問に思うほど、人の気配がしない。

　地下室を出てしばらく廊ろう下かを歩くと、赤あか紫むらさき色いろの絨じゆう毯たんが敷しかれた玄げん関かんホールに辿たどり着ついた。

「ん？」

　玄関ホールを歩いている途と中ちゆう、なにかを踏ふんだ感かん触しよくに気付く。一紀は足元を見下ろした。

　靴くつの下にあったのは、チョコレート菓が子しの空箱だった。

　暗い中よく目を凝こらしてみると、床の上には地下室と同じように、お菓子の袋や飲みかけのペットボトルなどのゴミと、脱ぬぎっぱなしの洗せん濯たく物ものが散乱していた。

「広くて、豪ごう華かなお屋や敷しきなのに……ゴミだらけだなぁ。ひょっとして、掃除する人いないのかな？」

　洋風の由ゆい緒しよ正ただしいホテルのような趣おもむきのこの館に、詠美は一人で住んでいるのだろうか？

「ゴミ箱はどこにも見当たらない。……あーもう、綺き麗れいにしたくてうずうずしてきた」

　一紀は、潔けつ癖ぺき症しようというわけではない（と、自分では思っている）。

　綺麗好きだったのは、むしろ妹の方だ。一いつ緒しよに暮らしていたころ、部屋を片付ける役は、いつも妹の「遥はる佳か」の方だった。

　遥佳の癖くせが伝染したのか、一紀もいつの間にか、ゴミが放置されているのをみると放っておけない性分になっていた。

　長い廊下や広い玄関ホールのゴミを全部拾い上げて、できることなら思いっきり掃そう除じ機きをかけてみたい。ゴミを片付け、ほこりを吸い取って、新品のように綺麗になった絨毯をみるのは、さぞかし爽そう快かいだろう。

「ううぅ……。でも、そんなことすれば、地下室を抜ぬけ出たことが嵯峨野さんにバレちゃうし……。くそっ、どうしたらいいんだ？」

「ねぇ、こっちから食べ物の匂においがするわ。行ってみましょう」

　イソラが一紀の袖そでを引く。掃そう除じは、諦めるしかなかった。




　一紀たちは、あっさり台所をみつけることができた。

　嵯峨野家の台所は、台所というより小さなレストランの厨ちゆう房ぼうのようだった。だが、ここも他ほかの場所と同じように、泥どろ棒ぼうにでも入られたように食べ散らかしたゴミが散乱していた。

「お腹が一いつ杯ぱいになるなら、なんでもいいわ。すぐに用意してくださる？」

　片付けるのはあとにして、まずはなにか作ることにした。

「卵と……鶏とり肉にくがあるな。お米はあるし、野菜は一通り揃そろっているみたいだし。うん……これならなんとかなるかも」

　勝手に冷蔵庫の中の食材を使うのは気が引けたが、使った分はあとでお金を払はらえばいいだろう。

　早速、一紀は薄はく力りき粉こを牛乳で溶とかして下ごしらえを始める。

「いい匂いね。なにを作ってくれるのか楽しみだわ」

　イソラは、フライパンでご飯を炒いためる一紀の手元を覗のぞき込んできた。ふんふんと鼻を鳴らしながら顔を近づけてくる様は、昔飼っていた猫ねこを思い出す。

「ふむふむ。随ずい分ぶん、慣れた手つきね。フライパンを握にぎる姿が様になっているもの。貴方は料理人なの？」

「違ちがうよ。僕はただの学生だよ」

「でも、上手だわ。ただの学生にしておくのは、もったいないわね」

　じっと下からみあげるような視線を投げかけられると、つい妹のことを思い出してしまう。記き憶おくの中の遥佳は、ちょうどイソラと同じような背せ丈たけだった。

「仕事で留守にしがちな両親から、妹の世話を任されていた時期があって、妹の好みの料理を作っているうちにレパートリーが増えていって……今じゃ、なんでも作れるようになったんだ」

　イソラの方を向くと、作っておいたクリームソースの入ったボウルの中を興味深そうに覗き込んでいた。そして、指を伸のばして中のソースを少しだけすくい取って味見する。

「おいしい？」

「んっ？　う、うん！　えへへ……」

　つまみ食いがバレたイソラは、恥はずかしそうに頬ほおを染めて、肩かたをすくめた。

「あ、そうだ。服が手に入るまで、僕のジャージ着てなよ」

　包帯のような布でグルグル巻きにされた格好のままじゃ、あまりにも可哀想だ。

「着ていいの？　あ、ありがとう！」

　イソラは、嬉うれしそうにジャージの上着に袖を通す。

　小学生ぐらいの体形のイソラにとって、一紀の服はかなり大きなサイズだった。

「ちょっとぶかぶかだけど温かいわ。貴方、人間なのにわたしに優やさしくしてくれるのね？　どうしてかしら？」

「どうしてって……。僕には、君が酷ひどいことをするような子にはみえないからさ」

　詠美はきっと誤解しているだけだ。イソラは普通の女の子──一紀の願望に過ぎないが、実際にそうあって欲しかった。

「そうよ、わたしは普通の女の子なの……うん、やっとわたしのこと理解してくれる人間に出会ったわ。貴方にだったら、わたしの決意、打ち明けていいかも」

「決意？」

「封ふう印いんされている間、ずっと考えていたことなの。今度もし目覚めることがあったら──」

　そこへ、血相を変えた詠美が、厨房に駆かけ込んできた。

「明かりが点ついてたから、もしかしてと思ったけど……。いったい、どうやって地下室の扉とびらの鍵をこじ開けたのかしら？」

　両りよう腕うでを組んで厳しい表情で一紀たちを睨にらんでいる。

「こじ開けるもなにも、鍵は勝手に壊こわれたんだ。僕は、ちょっと力を加えただけだよ。あ……ごめん、台所勝手に借りちゃって」

　詠美は、大げさな動作で頭を抱かかえていた。

「あーもう！　城山君の魔ま術じゆつ師しとしての力を見誤っていたわ。あのぐらいの魔導具は、簡単に解呪dispelできるのね？　私としたことが、とんだ失態だわ」

「だから僕は、魔術師じゃないって」

　一紀の言葉など、耳に入っていない様子で、詠美はイソラに鬼おにのような形相を向ける。

「イソラ、貴方あなたも加担したのね？　始し祖そ竜りゆうの力を以もつてすれば、鍵を壊すことなんてわけないわよね？　……あれ？　でも、貴方が持っている始祖竜の力は、【アクロムの聖布】で抑よく制せいされているはずよ。どうしてかしら？」

「アクロムの聖布？　……ああ、わたしの身体からだに巻き付いている、この変な布のことね？」

「ええ、そうよ。アクロムの聖布を知らないなら教えてあげるわ。それは、かつて存在したアクロムという悪霊使いネクロマンサーが、刑に処せられた時に体内に充じゆう満まんしていた負の魔力が、外に漏もれ出さないように死体に巻き付けていた布よ。魔力を産み出す∴Aum粒りゆう子しを包ほう含がんした【魔導具armd remain】の一種なの。だから、下へ手たに触さわらない方が──」

「こんな物がなくても、わたしは自分の意思で力を制せい御ぎよしてみせるわ」

　少女は、自分の腕うでに巻き付いた聖布を強引に解こうとする。

「貴方、いまの話聞いてたの？　魔術師の許可なく解いたら、どうなるか知らないわよ？」

　まるで解けるものなら解いてみなさい、といわんばかりの自信たっぷりな態度だった。

「まったくみくびられたものね。こんな陳ちん腐ぷな魔導具で、わたしの力を制御したつもりになっているんだから」

　イソラは、一紀から貸してもらった上着を脱ぐ。

「みてなさい……」

　そして、指先で自分の胸の辺りをつんつんと突つついた。

　たったそれだけで、聖布は糸が解けたように、ぱらっと音を立ててイソラの身体から離はなれて床に落ちた。

　肉付きの薄うすい胸と、ゆで卵のようなツルツルのお尻しりが剥むき出だしになる。

「なっ──！」

　詠美は、イソラの裸はだかを目にしたことよりも、彼女の始祖竜としての力を封ふうじているはずの聖布が、いとも簡単に解けたことに驚おどろいていた。

「ふふふ……っ。どうかしら？　わたしがちょっと本気を出せば、このくらい朝飯前よ」

「もう……駄だ目めだよ。女の子が、人前で裸になっちゃ」

　一紀はジャージの上着をイソラに着せた。風ふ呂ろ上あがりの妹の身体に、バスタオルをかけてやった時のことを思い出す。濡ぬれた背中や髪かみを拭ふいてやるのは、一紀の役目だった。

「この女に思い知らせてやりたかったのよ。人間程度の力では、始祖竜であるわたしを制御することなどできないとね」

「……やっぱり始祖竜と呼ばれる君は、普ふ通つうの人とは違うの？」

　一紀の表情が、不安で曇くもった。

「あ……。ち、違わないわ。わたしは、普通の人間となにも変わらないわ。ただ、ちょっとばかり、不思議な力が使えるだけなのよ」

「不思議な力って、たとえば超ちよう能のう力りよくみたいなものかな？」

「え……ええ、そうよ。千里眼とか念写とか、そういう類たぐいのものよ。魔ま術じゆつのような危険なものではないわ」

「なんだ、そうなんだ。僕の義父おとうさんも、スプーン曲げとかできるし、超能力ぐらいなら、それほど危険はないよね」

「その通りよ。貴方は、誰だれかさんと違って理解が早くて助かるわ」

　詠美は、解けたばかりの聖布を拾って、信じられないというように凝ぎよう視ししている。一紀たちの会話は、まったく耳に入ってないようだ。

「さあ、ご飯できたよ。どこで食べようか？」

「うーん、いい匂いだわ。そうだ、向こうにラウンジがあったから、そこで食事にしましょう。運んでくださる？」

「任せて」

　イソラは「ご飯、ご飯」と嬉しそうにスキップしながら、一足先に厨房から出て行く。

「嵯峨野さんの分も作ったから、三人で食べよう。お腹なか空すいてるよね？」

「……ええ。腹ぺこよ。お腹が空きすぎて……こめかみの血管がブチ切れそうよ」

　ぎりっと奥歯を噛かみ鳴らす。イソラにおちょくられたことが、相当頭に来てるらしい。

「自分が、こんなに力のない魔術師だって今日初めて知ったわ。あー、ほんと人生って面おも白しろいわね。だって、上う手まくいかないことが多すぎだもの！」

　詠美は、苛いら立だちを紛まぎらわすために、その辺にあるステンレス製の棚たなを思いっきり蹴けった。しかし、狙ねらいが外はずれて小指だけを棚の角にぶつけてしまう。ぐきゃっと耳に悪い音がする。

「はうぅ～……」

　スリッパを脱いで足の小指を押さえる。踏ふんだり蹴ったりだった。

「うわ、痛そう……」

「痛そう……じゃなくて、痛いのよ！　もう、全部城山君のせいよ！」

　詠美は、学園ではみんなから頼たよられる優等生として振ふる舞まい、滅めつ多たに本音の感情を露あらわにすることはないが、今夜はそんな表の顔を投げ捨てたかのように、様々な表情を一紀にみせてくれる。

「とにかくご飯にしよう。お腹が一杯になれば、きっと嵯峨野さんの心も落ち着くはずだよ」




「ふぁ～っ!?　こ……これはなんという料理なのかしら？」

　皿に載のった料理をみて、イソラはテーブルから身を乗り出して目を丸くしていた。

「そのままだと、チキンライスを卵でくるんだだけの単なるオムライスだよ。その上に、このクリームソースと、ケチャップをかける。……これで、二種類の味が楽しめる城山家特製オムライスになる」

「す、凄すごいわ。脳幹が蕩とろけてしまいそうな匂いがするわ」

　匂いだけでこれだけ喜んでくれるのなら、頑がん張ばって作ったかいがあったというものだ。

「すんすん……ふーん、結構美お味いしそうな匂いさせてるわね」

　あれだけ、怒いかり心しん頭とうだった詠美も、城山家特製オムライスの匂いを嗅かいで、その味に興味を持ってくれたようだ。

「はい、スプーン。遠えん慮りよなく召めし上あがれ」

「こんな美味しそうものを食べて大だい丈じよう夫ぶかしら？　もしかして、わたしはまだ封印されていて、夢をみているんじゃないのかしら？　一口食べた瞬しゆん間かん、夢から覚めてしまうんじゃないの？」

　スプーンを握りしめて、不器用な手つきでオムライスとクリームソースを一いつ緒しよにすくい取る。そして、一口目を恐おそる恐る口に運ぶ。

「ふおおおおおおっ～……ん、マイッ！」

「マイ？」

「美味しすぎるという意味よ。口の中がβベータ崩ほう壊かいを起こしてしまうほどの味だわ。合格よ。一〇〇点……いえ、一二〇点をあげるわ」

　どうやら、気に入ってもらえたようだ。イソラの綻ほころんだ表情につられて、一紀も心の奥が温かい物で満たされた気になった。

　イソラは、夢中になってオムライスを口に運んでいる。

　──美味しいわ！　おにいちゃんの作ってくれたオムライス、遥佳大好き！

　夢中になって作った料理を食べてくれるイソラをみて、一紀は妹のことを思い出した。妹を喜ばせたくて、美味しいものを食べさせたくて……必死に料理の練習をした。クリームソースのかかったオムライスは、遥佳が一番好きな料理だった。

「嵯峨野さん、どうかな？　口に合えばいいんだけど……」

　イソラと反対側の席に座った詠美は、口を動かしながら感心している。

「……驚きだわ。城山君って意外な才能があるのね。うちの使用人よりも料理は上手かも」

　どうやら、気に入ってもらえたようだ。一紀はほっと胸を撫なで下おろす。

「ねぇ貴方。名前は、なんておっしゃるの？」

　イソラは、オレンジジュースの入ったコップを手にしている。皿の上のオムライスは、ほとんどなくなっていた。

「一紀……城山一紀っていう名前だよ」

「一紀ね。わたしは、イソラ。イソラ＝マシューズと呼ばれていたこともあるわ。好きなように呼んで頂ちよう戴だい。それよりも一紀、今日からわたしの専属料理人にならない？」

「専属料理人って大おおげさだな。僕は、単なる学生で料理は趣しゆ味みでやっているだけだよ」

「もったいないわ。これだけの腕があるのに」

「でもイソラが望むなら、いつでもご飯を作ってあげるよ」

「本当に？　わたしは明日あしたも明後日あさつても、ずっと一紀の作ったご飯が食べたいわ。こんなに美味しいご飯食べたのは、初めてだもの」

　喜んでくれるイソラの姿と、妹の姿をどうしても重ね合わせてみてしまう。イソラは遥佳じゃない。それはわかっているのに……。
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「イソラが望むなら……あ、でも」

　詠美がなんていうのか気になった。詠美は、イソラが目覚めている今の状態を良く思っていない。イソラをこれからどうするつもりなのか、気になるところだ。

　肝かん心じんの詠美は、一紀たちの会話を聞いていなかった。オムライスの卵を剥はがして、チキンライスから鶏とり肉にくとタマネギを熱心に抜ぬき取っている。

「あの嵯峨野さん？　もしかして、口に合わなかった？」

「ううん、そんなことないわ。ただ私、鶏肉とタマネギ食べられないの」

「そうなんだ……ごめん、知らなくて」

　誰だって、好すき嫌きらいはあるからしょうがない。遥佳は、ピーマンが食べられなかったから、一紀はピーマンを使った料理をいまでも作れない。

「いいの。うちにいたあのバカな使用人よりもマシだわ。あいつは、わたしの嫌いなものをわざと大量にぶち込んでくる、天性のサディストだから」

「ど、どんな人なんだよ？」

　タマネギも鶏肉も、かなり細かく切り刻んで混ぜたはずなのに、それでも詠美は食べられないらしい。

　そんな詠美に向かってイソラは、ご飯の一ひと粒つぶまで食べ切って空になった皿をみせた。

「ダメな子ね。好き嫌いしないで食べなさい、と親に躾しつけられなかったのかしら？」

「むかっ！　生あい憎にく私に両親はいないのよ。小さい頃ころ、事故で死んだせいで、箸はしの握にぎり方一つ教えてもらったことはないわ」

　意外な事実。また一つ、詠美の秘密を知ってしまった。

「では、貴方あなたが不作法なのは、環かん境きようのせいなのね？」

「悪かったわね不作法で！　あんたはどうなのよ？　人間の振りしてるけど、本当の人間じゃない癖くせに！　人のこといえる立場なの？」

「わかっているわ……」

「嵯峨野さん、いまの人間じゃないってどういう意味？」

「君は、知っててとぼけてるのかしら？　それとも、それは演技？　……ふん、どの道イソラは、すぐに封ふう印いんするんだから、知るだけ無む駄だね」

　詠美は、やはりイソラを、再びあの冷たい石室の中に閉じ込めるつもりのようだ。けど、そうなったらイソラはもう、他人と喋しやべったり、美味しい物を食べたりできなくなる。

　それは、とても残ざん酷こくなことに思えた。

「わたしは、わたし……。始し祖そ竜りゆうである前に、イソラという確固とした人格を持った生き物よ。もう人間の都合で封印されたり、目覚めさせられたりはうんざりなの」

　詠美の言動から、イソラは人間ではない、特とく殊しゆな存在なんだということはなんとなくわかったが、【竜】と呼ばれるような特とく徴ちようは、なにもみあたらない。

「嵯峨野さんが、どうしてイソラを警けい戒かいしているのか……僕には理解できないよ。どうみたって、普通の可愛かわいい女の子じゃないか」

「君は、魔ま術じゆつ師しの癖に始祖竜を知らないの？　それは本気でいってるのかしら？　それとも、私に対するなんらかの挑ちよう戦せん？」

　詠美は、スプーンを置いて敵意のある目を一紀に向ける。

「イソラが可愛いか、可愛くないかは、この際まったく関係ないわ。もしかして、人間を油断させるためにこんな容姿に化けているのかもしれないし……」

「竜がイソラに化けてるっていうの？　まさか……」

「いいわ。なにも知らないふりを続けている城山君に、始祖竜の恐ろしさを教えてあげるわ。……今から一〇〇年前の大正時代に起こった大火災。君も知っているわよね？　この平和原町に住んでいる人なら、一度ぐらいは耳にしたことがある大事件よ」

「ごめん。僕、入学式の直前にこの町に越こしてきたばかりだから、知らないんだ」

　詠美は、口の両りよう端はしを吊つり上げて苛立ったような微び笑しようを浮うかべる。

「本当になにも知らないのね！　……一〇〇年前に平和原町の半分を焼き尽つくした大火災があったのよ。消失した家屋は数千件。死者は、五〇〇人を超こえたわ。今では、ただの大火災だといい伝えられているけど、実際のところは違ちがうの」

　イソラは顔を上げた。詠美と視線が交差する。

「火災を起こしたのは、この子よ……【始祖竜イソラ】。破は壊かいと混こん沌とんをもたらす災さい厄やくの塊かたまり。私の曾そう祖そ父ふは、魔術師協会に派は遣けんされて、ロンドンからこの平和原にやってきたの。そしてイソラと戦い、その身体からだを嵯峨山の頂上に封印することに成功した──」

「待ってよ。まさか……イソラが、一〇〇年前この町に火をつけて大勢の人の命を奪うばったっていうの？　にわかには信じられないなぁ……」

　イソラの小さな身体の、どこにそんな力があるというのか……。

「だから【始祖竜】に手を貸すってことは、イソラに苦しめられた人たちを裏切る行こう為いだし、世界を混沌に導く手助けをするってことなの」

「貴方は、始祖竜を……いえ、わたしのことを災わざわいの元げん凶きようみたいに聞かされて育ったのね？」

　イソラは、秘密を曝あばかれた様子もなく、相変わらず落ち着いていた。

「違うっていうの？」

「否定はしないわ。この町に災厄をもたらしたのは、わたしであることは間ま違ちがいない……。そもそも始祖竜とは、この世に在らざる者……本来、この世に姿を現わしてはいけない存在のはずよ。真に責められるべきは、禁きん忌きを犯おかしてまで、わたしたちの力を利用しようと召しよう喚かんの秘ひ儀ぎを行った強ごう欲よくな人間たちのはずだわ」

「詭き弁べんね」

「いいえ、真理よ。わたしは、これまで人間の都合で目覚めさせられたり、封印されたりを繰くり返かえしてきた。もういい加減、人間たちの強欲の駒こまとして利用されるのはうんざりなの。これからは、わたしのやりたいようにやらせてもらう」

　イソラは、椅い子すを引いて立ち上がる。

「そうはさせないわ。貴方は、これから一生眠ねむって暮らすの。再度封印に成功したら、もう二度と封印が解かれることはない。だから、安心して眠るがいいわ」

　身の程をわきまえない啖たん呵か──というようにイソラは、詠美の言葉を鼻で笑い飛ばす。

「貴方に、わたしを再び封印できるほどの魔ま力りよくがあるとは、思えないけどね？　ヴィンセントは、人間にしては超ちよう一いち流りゆうの魔術師だったけど……彼のひ孫だと名乗る貴方は、彼の足元にも及およばない。まるで、月とすっぽん。ゴールデンレトリバーとポメラニアンのように格が違うわ。その証しよう拠こに弱まっていた封印の修復すら失敗したじゃないの」

「うるさい！　確かに私は、曾ひいおじい様の足元にも及ばないほど未熟な魔術師よ。でも、今回失敗したのは、そこにいる三流魔術師……いや、四流……いえ、七流魔術師である城山君のせいよ。私一人だったら、絶対に成功してたわ」

　突とつ然ぜん名指しされて、一紀は目をぱちくりさせた。

「全部、僕のせいなの？」

　一紀は、ただあの場にいただけだ。それのなにがいけなかったというのか。

「誰だれに命令されて、私の邪じや魔まをしにきたのか知らないけど……あとで、たっぷり君の正体を吐はいてもらうからね」

「ふあ……っ」

　イソラが突然、テーブルの真上から突つっ伏ぷすように倒たおれ込んだ。そして、そのまま眠りはじめる。

「イソラ？」

「ふふっ。試作品にしては効果は抜ばつ群ぐんみたいね。この魔導具は、これからも色々なところで使えそうね」

　詠美は胸元から、小さな噴ふん射しや口が付いた小こ瓶びんを取り出した。

「まさか、眠り薬ぐすり？」

「ええ、そうよ。君が玄げん関かん先さきで嗅かいだのと同じ、【甘かん睡すい草そう】の葉を乾かん燥そうさせて作った特殊な催さい眠みん薬よ。城山君も、もう一眠りしたい？」

　スプレーの噴射口を一紀に向ける。

「そ……それは勘かん弁べんして欲しいな」

「もう、お腹は十分満たせたでしょ？　だったら、いますぐ地下室に戻もどりなさい！　イソラも連れていくのよ。これ以上、貴方たちを自由にさせる気はないわ。早くしなさい！」




　一紀は、再び冷たい地下室に戻ってきた。イソラは、相変わらず深い眠りに落ちたままだ。起こさないよう、そっと机の上に寝かせる。

「薬の効果で、イソラは朝まで起きないでしょう。さてと……城山君、お待たせして申し訳ないわね。いまから隣となりの部屋で、君を訊じん問もんするわ」

　詠美は、地下室に隣りん接せつしているもう一つの部屋のドアを開けた。

　そんなに広くない部屋だったが、この館やかたのどの部屋とも雰ふん囲い気きが違う部屋だった。

「そこにある椅子に座りなさい。いえ、君に椅子はもったいないわね。床ゆかの上に正座なさい！　早く！」

　部屋の左右には、古い木の棚たなが並んでおり、片方の棚には古めかしい書物がびっしりと並べられている。もう片方の棚には、金属製の研究道具らしきものや、ホルマリン漬づけにされた爬は虫ちゆう類るいが入っている瓶びんや、中世風の剣けんやナイフなどの武器が並べられていた。

　まさしく、お話の中に出てくる魔ま女じよやマッドサイエンティストの部屋のようだ。この部屋だけ他ほかと違って、ちゃんと整理整せい頓とんされているのも余計に不気味だった。

「嵯峨野さん、この部屋って……」

「曾おじい様が、お使いになられていた部屋よ。みての通り、魔導具が沢たく山さんあるわ。君がどうしても正体を明かさないというのなら、こっちにも色々打つ手があるのよ」

　数々の魔導具を披ひ露ろうする。そんなものをみせられても、一紀にはいったいどのように使うのかもわからない。

　それよりも、曾おじい様が使っていたというこの部屋を、詠美はとても大事にしているのだとわかって、少しだけ温かい気持ちになった。

「城山君は、私の儀ぎ式しきを妨ぼう害がいしてイソラの封印を解いた。そして魔術師の端はしくれの癖に、始祖竜のことを知らないととぼけて、イソラの願いを叶かなえてあげた……これだけでも万ばん死しに値するわ」

「嵯峨野さん。だから僕は、魔術師じゃないっていってるじゃないか……。あ、でも僕の義父は、よく神父さんのような格好をして仕事に出かけるけど、それと魔術師は関係あるのかな？」

「なにそれ？　魔術師と宗教者は全然違うわ」

「けど、昔義父おとうさんから教えてもらったことがあるよ。この世には、科学では解明できない不思議な力が沢山あるって。もしかして、嵯峨野さんのいう魔ま術じゆつや始祖竜っていうのも、そのうちの一つなのかな？」

「なるほどね……。君の義父さんが魔術の師し匠しようなのね？　なんていう名前かしら？　もしかして協会に属していない魔術師ってことはないわよね？」

「違うよ！　僕の義父は、魔術の師匠じゃないよ。ただの……変な人だよ」

　他のことは色々教わったが、魔術なんてものは一度も教わったことがない。

　どうすれば、魔術師じゃないことを理解してもらえるのか……一紀は、ため息をつきながら視線を落とした。

　傍そばにある椅子の下に、フリルのついた布のようなものが落ちているのに気づいた。なにかと思って手を伸のばして拾い上げる。

「これって……女性の下着かな？　どうしてこんなところに落ちてるんだろ？」

　次の瞬しゆん間かん、目の前に立っていた詠美が怪かい獣じゆうのような悲鳴をあげた。

「わぎゃあ!?　じ、訊問の最中になんてもの拾ってるのよ!?　返しなさい！」

　その反応からして、どうやら一紀が拾い上げたのは、詠美の下着だったようだ。

「あの……嵯峨野さん。さっきから、ずっと感じていたことがあるんだけど、いっていいかな？」

「なによ？」

「この家は、外からみたら凄すごく立派な洋館にみえるのに、中はどこも散らかり放題だ。ゴミや洗せん濯たく物ものが、色んなところに落ちてるし、誰かが片付けた跡あともない。それに、一見綺き麗れいにみえるこの部屋にも、なぜか嵯峨野さんの下着が放置されていた……。もしかして、嵯峨野さんって片付けられない人なのかな？　いや、きっとそうだ」

「ギ、ギクリ……」

「いまのギクリって……つまり、図星だったってことかな？」

　詠美は、横を向いて一紀から視線を逸そらした。

「そそそ、そんなわけないじゃない。……私が、片付けられない女ですって？　ふんっ！　がさつな男子高校生にいわれたくないわね。第一、訊問しているのは、私の方なのよ？　どうして私が、責められる立場になってるのよ。おかしいじゃない！」

　怪あやしい……。一紀に追及されてから、詠美は露ろ骨こつに態度がおかしくなった。

「……次の質問に移るわね。それは、君の依い頼らい主についてよ。まさか君が単独で、私の封ふう印いんの儀式を邪魔しに来たんじゃ……はわぁっ！」

　一紀は、いつの間にかブラジャーを握にぎっていた。それをみた詠美は、またしても光の速さで一紀の手から奪い取る。

「わっ、わわっ！　人のブラジャー、勝手に触さわってんじゃないわよ！　変態なの君は!?」

「だって、そこに落ちていたんだ。ショーツと一いつ緒しよに脱ぬいだまま、放置されていたみたいだね。それにいまの反応……やっぱり下着を放置していたのは、嵯峨野さんだったんだね？　駄だ目めだよ。洗濯物はちゃんと洗せん濯たく機きに入れなきゃ」

「ううっ。それは、たまたまよ。たまたま。お風ふ呂ろ入る前、ここで脱いだのを忘れていたのよ……」

「こんなところで裸はだかになったの？」

「まさか、こんなところで裸になんてなるわけないじゃない──って、なに変な想像してるのよ！」

　詠美の蹴けりが、一紀を襲おそう。

　しかし、一紀はひょいっと頭を下げて、疾しつ風ぷうのように素早く繰り出された詠美の足を避よけた。そのせいで詠美は、脛すねを机の脚あしに思いっきり打ち付けてしまう。

「はぎゃあ──！」

「あ……避けちゃってごめん。大だい丈じよう夫ぶ？」

「いちちちっ！　……うんん、もうっ！　次避けたら、魔術で全身を麻ま痺ひさせて、指先から一センチずつ刻んであげるんだからね！」

「そんな残ざん酷こくなことしちゃダメだ！」

「だったら、私のお仕置きを避けないこと！　いいわね!?　あー、いいて……」

　詠美は、机に打ち付けた足を涙なみだ目になりながらさすっている。

　なんだか、詠美に対して申し訳ないことをしている気分になった。

「嵯峨野さん！」

　正座の状態から立ち上がる。先ほどまでとは違ちがい、一紀の目には迫はく力りよくがあった。

「なによ……」

　突然の豹ひよう変へんに、詠美は思わずたじろぐ。

「ま……まさか、私が向むこう脛ずねを痛めたこのタイミングで、隠かくしていた魔ま術じゆつ師しとしての正体を露あらわにしようっていうの？」

　詠美はとっさに身構える。

　一紀は戦う気などない。それより、先ほどから心の中で固めていた決意を打ち明ける覚かく悟ごを定めていた。

「僕に、この家の掃そう除じをさせてくれないかな？」

「は……はあ？」

「さっきから、気になってしょうがなかったんだ。ゴミは落ちてるし、衣類は脱いだまま放置されてるし……。これじゃあ、せっかくの館が台無しだ。それに嵯峨野さんみたいな可愛かわいい女の子が、ゴミと洗濯物にまみれて暮らすのは、間ま違ちがってるよ！」

「可愛い!?　ききき、君……なにおかしなこといってるのよ？　私をおちょくってるわけ？　そんな言葉で、はぐらかせるとでも思ってるの？」

「そんなつもりはないよ。いまのは、ちょっと口が滑すべっただけで……。でも、本当のことだけど……。とにかく、ちゃんと掃除して家の中を綺麗にしよう！　僕に任せて。今夜、嵯峨野さんの大事な儀式の邪魔をしちゃったお詫わびに、この館を見み違ちがえるほど綺麗にしてみせるよ。掃除は得意なんだ」

「掃除してくれるの？　城山君が？」

「うん。僕なら、数日で館の中を綺麗にしてみせる」

「いいけど……。いえ、むしろ掃除やってくれるなら助かるけど……」

　乗り気じゃないというより、一紀の申し出が予想外すぎて返事に困っている様子だ。

「大丈夫、変なことはしないから。クラスメイトを信しん頼らいしてよ。じゃあ、明日あしたから取りかかるね。あ、そうだ。掃そう除じ機きがあったら貸して欲しいな。あと新品のゴミ袋ぶくろも……うーん、この様子じゃ一〇枚ぐらい必要かな？」

「掃除用具なんかは、全すべて納な屋やに置いてあると思うわ」

「よし、決まりだね。明日の朝から、早速取りかかるよ」

　明日が待ちきれないというように袖そでをまくって腕うでを回す。

「城山君って……やっぱりおかしな人だわ。君がなにを考えているのか、まったくわからない。こんな人に会ったの初めてよ。ますます、君のこと警けい戒かいしなきゃって思うわ」

　詠美は、大事な部屋から一紀を追い出した。そして、しっかりとドアに鍵かぎをかけた。

　さらに人の掌てのひらほどもある大きさの鉄の錠じよう前まえを取り出した。その古めかしさから、一目でこの地下室全体の鍵だとわかった。

「今度こそ、簡単に壊こわせない鍵をかけておくわ。今夜一晩、地下室で静かにしてなさい」

「明日の朝には、出してもらえるんだよね？」

「さあ、どうかしら？」

　冷たく射い貫ぬくような目で一紀たちを一いち瞥べつしてから、詠美は地下室を出て行く。今度こそ簡単に壊せない鍵を扉とびらにかけて、一紀とイソラを閉じ込めた。

「そこまで警戒しなくても、今夜はここから出るつもりはないのに……」

　ふう、と息を吐はいて地下室の椅い子すに腰こし掛かける。

　イソラは相変わらず、すやすやと眠ねむっていた。

　魔術師を名乗る詠美。その詠美が、始し祖そ竜りゆうと呼んで恐おそれるイソラ──。この先、いったいどうなるのか、不安がないわけではなかった。

「遥佳……」

　一紀は、眠っているイソラの頬ほおを優やさしく撫なでた。




　夜の闇やみの中。

　地面の上を舞まう枯かれ葉はに紛まぎれて、一ひと塊かたまりの小さな影かげが風のように駆かけ抜ぬけていく。

　その存在は、子供のように小さい人の形をしていたが、人間にはない猪いのししのような反り返った牙きばを口から生やしている。

　影は、嵯峨野家の鉄てつ柵さくによじ登って、窓から館の中を観察した。

　一通り館を確認してから、目的を達したように塀へいを駆け下りる。

　そして再び地面の上を転がるように走って、嵯峨野家から離はなれた。

「早くも嗅かぎつけてきたわね……」

　詠美は、自分の部屋の窓に寄より添そって、去っていく小さな黒い影をみていた。

　いったいどこの【魔術師】が放った使い魔まだろうか。

　姿形から判断するに、この国で語かたり継つがれている形けい而じ上じよう生物のような姿をしていたが、使し役えき者しやの存在までは、察知することはできなかった。恐らく、どこか離れた場所にいて、使い魔を操っているのだろう。

　詠美は、窓から離れると再びベッドに潜もぐり込んだ。これから波乱が起きるのは避さけられない。

　生き残るために少しでも鋭えい気きを養やしなっておかなければ。

　天てん蓋がい付きのベッドで蒼あおい眼の魔術師は、再び眠りに就いた。







　２　魔術師たち







　ジリリリリリリリリリ……。

　遠くから聞こえる目覚ましの音で、一かず紀きは目が覚めた。というより、うるさくて目を覚まさざるを得なかった。

　硬かたい床ゆかの上で身体からだを起こす。地下室の冷たい空気が、昨夜の記き憶おくを思い出させてくれた。

「んっ……やっぱり、鍵がかかってるな。どうしよう……」

　もう朝になったのなら、学校にいく準備をしなければいけない。朝になれば、てっきり詠えい美みがここから出してくれるものだと思っていたが、扉は鍵がかけられたままだ。

「よーし」

　一紀は、思いきって扉にぶつかってみることにした。あわよくば、昨夜と同じように鍵を壊せないかと思っての行動だったが……。

「うわっ！」

　扉に身体ごとぶつかった瞬しゆん間かん、なにかが折れたような音がして扉が開いた。

　今度は、鍵が壊れたのではない。一紀が思いっきりぶつかった勢いで、古くなっていた蝶ちよう番つがいや錠前の留め具が壊れたのだ。

「あわわ……まずい。あとで直しておかないと、嵯さ峨が野のさんに怒おこられる」

　他人の家の扉を勝手に壊したのだから、元通りに直すか、もしくは弁べん償しようするのが当然だ。けどいまは、先ほどからずっと、うるさく鳴り続けている目覚まし時計を止めることを優先させたかった。




　目覚ましは、館やかたの二階の奥の部屋から聞こえて来る。

　一紀は、相変わらず人の気配のしない館の廊ろう下かを進みながら、目覚ましが置かれた部屋の扉を開けた。

「な、なんだこの部屋!?」

　そこは、部屋というよりゴミと脱ぎっぱなしの洗せん濯たく物もので溢あふれ返る混こん沌とんの坩堝るつぼだった。

　この館の悪いところを凝ぎよう縮しゆくしたような、負のオーラがたちこめる禍まが々まがしい障気を放つ部屋の中。いったい誰だれの部屋なのかと、一紀は恐る恐る足を踏ふみ入れた。

「ん？　嵯峨野さんの声が聞える？」

「くー……。くー……」

「うわっ!?　そこにいたんだ……」

　詠美が、床の上にうつ伏ぶせになって倒たおれていた。寝ね間ま着き姿のまま、片かた脚あしをベッドに掛けて、右みぎ腕うでを思いっきり伸のばし、洋風箪だん笥すの上にある目覚ましを止めようとしたままのポーズで、力ちから尽つきていた。

「もう、嵯峨野さん……。こんなにうるさいのに、よく寝ねていられるなあ」

　一紀が、代わりに目覚ましを止めてあげた。

「うーん……。むにゃむにゃ……。すー。すー……」

　すると詠美は、落ち着いた様子で安らかな寝ね息いきを立て始めた。

「ここって、嵯峨野さんの部屋なんだ。勝手に入っちゃって、不ま味ずかったよな……」

　いま何時ぐらいだろうかと、止めたばかりの目覚まし時計を覗のぞき込む。

「八時……一五分!?　あわわ、不味い！　嵯峨野さん、遅ち刻こくだよ！」

　始業時間は、毎朝八時三〇分と決まっている。この館から、一紀たちの通っている[image: しん]しん宗そう学園まで、どんなに急いでも一〇分以上はかかるだろう。

「嵯峨野さん！　起きて！　学校いかないと遅刻しちゃうよ。嵯峨野さん！」

　床の上で、ぐっすりと寝ている詠美の上半身を抱だき起おこした。

　そして、両りよう肩かたをつかんで思いっきり揺ゆする。すると詠美は、うっすらと目を開けた。

「うーん……。もう、うるさい。もうちょっとだけ寝かせてよ……くー」

　一いつ瞬しゆんだけ覚ましかけた目を再び閉じた。

「眠っちゃ駄だ目めだよ！　嵯峨野さん！　全然、起きない……。どうしたらいいんだ？」

　学園では誰にも注目されていない一紀はともかく、優等生として周囲から期待された目でみられている詠美が、理由もなく遅刻していいはずがない。

「とりあえず、制服に着き替がえよう。嵯峨野さん、僕の声、聞こえる？」

「……静かに……しなさいよ……。むにゃむにゃ……」

「嵯峨野さんってこんなに朝、弱い人だったのか。ええい！　もう、仕方ない！」

　一紀は、箪笥を開けて、中から詠美の制服を探し出した。だが、片付けられない詠美の性格を表わしているように、箪笥の中もまったく整せい頓とんされておらず、どこになにがあるのかまったくわからなかった。

「えーっと……あった！　嵯峨野さんの制服だ。あと、タイツもあったし……制服の下は、いつもなにを着てるんだろう？　ブラウスかな？　それとも、Ｔシャツ？」

　とにかく目に付いた物を手早く取って、詠美の傍そばに戻もどった。

「はい！　嵯峨野さん、着替え用意してあげたから。ちゃんと目を覚まして、服を着替えないと。ほんとに遅刻しちゃうよ？」

　一紀が、いくら呼よび掛けても、詠美は目を覚ます気配すらみせない。

「わかった。どうしても起きないというんだったら、僕が服を着せるよ？　寝間着も、勝手に脱ぬがせるから？　いいね？」

「う……ん。わかってる……だから、もうちょっと……」

　これでは埒らちがあかない。一紀は、覚かく悟ごを決めて詠美に制服を着せることにした。

「んしょ……。タイツなんて、穿はいたことないから、どうしたらいいのかわかんないな」

　詠美の寝間着は、ネグリジェタイプのワンピースだった。裾すそを少しだけ捲まくりあげて、爪つま先さきをタイツの中に滑すべり込ませる。そして靴くつ下したを履はく要領で、黒タイツを引っ張りあげる。詠美の生足が、肌はだ触ざわりのいいナイロン繊せん維いに包まれていく。

　ネグリジェを腰こしまで捲りあげると、白と水色の縞しま模も様ようのショーツが目に入った。

「──ッ!?」

　一紀は、とっさに下着から目を逸そらした。詠美が寝ているのをいいことに、邪よこしまなことをしているような気になってくる。

「僕だって、本当はこんなことしたくないんだ。でも、嵯峨野さんを遅刻させるわけにはいかないし……」

　汗あせだくになりながら、詠美にタイツを穿かせ終わった。ところどころに皺しわのある、とても中ちゆう途と半はん端ぱな穿かせ方だが、一紀一人ではこれが限界だ。







[image: ]







「あとは、嵯峨野さんが自分でやってくれればいいんだけど」

「うるさい……。それが使用人の仕事でしょうが……」

「嵯峨野さん起きた？」

「んもう……なによ。いい気持ちで眠っていたのに……」

　目を擦こすりながら詠美は身体を起こした。ようやく目を覚ましてくれたようだ。

「よかった」

　ほっとする一紀。詠美は、ぱちくりと目を開けて一紀の顔をみる。

「き……君だったの？　橋はし本もとさんじゃなくて？」

「ごめん……目覚ましが鳴ってるのに誰も止めなかったから、仕方なく。それにさ、もうこんな時間だよ。急がないと遅刻しちゃうよ」

　詠美は、自分の部屋に一紀がいることに驚おどろいていた。だが、もっと驚いていたのは自分の格好だった。腰まで捲りあげられたネグリジェと両足に無理矢理、穿かされたタイツ。

「あ……ああ……あああぁぁぁぁ……」

　ゆっくりと詠美は状じよう況きようを理解していった。怒いかりと恥はずかしさで、顔が真っ赤に染まっていく。目の前にいる一紀は、きょとんとした表情で詠美の顔を覗き込んでいる。

「もおおおおお──バカぁ！　変態！　エッチ！　人が寝てるのをいいことに、なにしてるのよぉ!?　馬ば鹿か、エッチ、変態！　馬鹿、エッチ、変態！　変態！」

「嵯峨野さん、落ち着いて。こんなことしてる場合じゃないんだって！」

「出てって！　いますぐ、部屋から出て行って！」




　一紀は、詠美に殴なぐられて腫はれた頬ほおを押さえながら、玄げん関かんホールにやってきた。

　遅おくれて、制服に着替え終えた詠美が、足を踏み鳴ならしながらやってくる。

「ほんとにもう！　鍵かぎじゃなくて、地下室のドアの方を破は壊かいするなんて、常に私の予想の一歩上をいくわね君は」

「ごめんね。ドアは、あとでちゃんと修理しておくよ」

「だからといって私の部屋に勝手に入って、私にエッチなことをした罪は消えないわよ？」

「それは誤解だって。僕は、嵯峨野さんが学園に遅刻しちゃまずいと思ったから、ああいう行動に出たわけで、下心があったわけじゃない。わかって欲しいな」

「一時間目に遅刻するぐらい、どうってことないわ。別に皆かい勤きん賞目指しているわけじゃないんだし」

　がくっと力が抜ぬけた。一人で必死になっていたのが、馬鹿みたいだ。

「今朝、君がしたことを警察に訴うつたえたらどうなるかしらね？　不法侵しん入にゆうと痴ち漢かんの罪は確実？　いえ、痴漢どころか婦女暴行罪で、間ま違ちがいなく塀へいの向こうね」

「じゃあ、僕は監かん禁きんされていたと警察に訴えるよ」

「へー。そういう態度に出るんだ。いいのよ、警察に訴えても。その代わり、学園に君の居場所がなくなっても知らないからね。ふふっ」

　蒼あおい瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせて、詠美は悪あく魔まのように微笑する。

「嵯峨野さんは、学園と家とじゃ全然印象が違ちがうね。別人みたいだ……」

「味方には、子供のように振ふる舞まい、敵には悪魔のように振る舞え。そして、どうでもいい人には聖母のように振る舞え──曾ひいおじい様が残してくださった言葉よ」

　つまり、詠美にとって学園の大半のクラスメイトは、どうでもいい人ということだ。

　そして一紀は、敵──。途と端たんに悲しくなった。

「それより、本題に入りましょう。昨夜は、なんだかんだではぐらかされたけど、君への訊じん問もんはまだ終わっていないのよ。これをみて──」

　テーブルの上には、詠美のスポーツバッグが置かれている。

　昨夜の儀ぎ式しきで使われていた、あの歯車の形をした魔導具が、バッグの隣となりに置いてあった。

　どうやら、夜中のうちに山頂までいって道具を回収してきたようだ。そのせいで、あんなに寝ね坊ぼうしたのだ。

「これ、昨夜みたから覚えてるわよね？　曾おじい様が残してくれた〝封ふう印いん〟の魔導具【アンティキティラの歯車】よ」

　もちろん覚えている。この歯車は、儀式の途と中ちゆうに突とつ然ぜんまばゆい光を放って、一紀の心臓の鼓こ動どうと共鳴するように脈動し始めた。

　それが切きっ掛かけとなって、詠美の儀式は失敗し、一紀はあとをつけていたことがバレたのだ。

「私の所持する魔導具は、曾おじい様から受うけ継ついだ高レベルの魔ま術じゆつを封ふうじ込こめた道具のことよ。扱あつかえるのは、私たち嵯峨野家の人間だけ」

「嵯峨野さんのいう魔術って……マンガや小説とかに出てくる不思議な力みたいなことだと思えばいいのかな？」

「とぼけた演技も迫はく真しんの域に達してきたわね。もしかして、君は本当に魔ま術じゆつ師しじゃないのかしら？」

「僕は目からビームを出したり、手をドリルに変化させたりはできないよ」

「城しろ山やま君、それは魔術じゃないわ。私をこけにして話を誤ご魔ま化かそうと考えているのなら無む駄だな努力ね。昨夜のようなやり方は、もう通用しないわよ？」

　詠美は、椅い子すを引いて腰こし掛かける。

「魔術とはなにか──。簡単にいうと、人にとって不可視の領域に触ふれることよ。私たちが暮らすこの物質世界を支配し、制せい御ぎよしているもう一つの世界である【形けい而じ上じよう界】の存在を認知し、その影えい響きようを物質世界に書き写すことよ」

　ちんぷんかんぷんだった。詠美の説明は、教科書や学習資料のどこにも載のっていない特とく殊しゆな概がい念ねんを説明しているようだが、聴きく側の一紀にそれを理解する知識も知能もなかった。

「それで……その歯車は、どういう効果をもたらすものなの？」

　質問を返そうにも、なにから訊きいていいのかもわからない。とりあえず今は、話を先に進めてもらうことにした。

「この【アンティキティラの歯車】は、空間の分子運動を長時間止めることができる高等魔術の術式spell codeを包ほう含がんしているわ。ボルツマン方程式、もしくはＨ定理って知ってる？」

　即そく座ざに首を振る。聞き覚えのない言葉の連発で、頭がパンクしそうだった。

「じゃあ、簡単に説明するわね。曾おじい様は、イソラを閉じ込めた石室の中の気体物質の運動を止めることで、彼女を山頂に封じ込めることに成功したの。普ふ通つうの人間は、そんなことできないわよね？　どんなに巨きよ大だいで強力な冷れい凍とう庫こがあったとしても、気体分子の運動を限界まで停止させることはできない。でも、この魔導具があれば、それができる」

　テーブルの上に置かれている歯車は、現在は単なる錆さびた鉄の塊かたまりにしかみえない。

　儀式を行なうことで、魔導具に封じ込められた術式を行使するためのリソースを呼び覚まし、秘められた魔導具としての力をようやく発揮するようになるらしい。

「曾おじい様は、いつか封印が解けることを予見して、子孫である私たちにこの魔導具を残してくれたわ。そして昨日、私はこの魔導具を使って、解けかかっていた封印を修復するつもりだった……そこで君が邪じや魔まをしてきたの」

　椅子の上で黒いタイツに包まれた脚あしを組む。

「失敗した原因は明白。魔導具に込められていた魔術を呼び覚ますには、魔術の源となる原素principlesと呼ばれるものを、こいつに流し込まなければいけないのだけど、儀式の途中でこの歯車の中の原素が暴走して、オーバーフローを起こしたのよ」

「それが僕のせいだっていうの？」

　一紀が儀式の場に接近しただけで、そんな複雑な現象が起きるだろうか？　なにか別の力が働いたと思う方が自然だ。

「城山君、私は六歳の時に魔術の修行を始めたの。もう一〇年近く魔術の研究と修行を続けているわ。最近やっと魔術師協会に力を認められて【Ａアデプト】の称しよう号ごうを頂ちよう戴だいするまでになった……。その私が、なんの理由もなくしくじると思う？」

　からっとしすぎて、逆に寒気を感じてしまうほど明るい笑顔を向けられた。こんなに安心できない笑顔をみたのは、生まれて初めてだ。

「この歯車は、修復しないとしばらく使い物にならないわ。つまり、イソラは、当分再封印できないということよ」

「よかった。イソラは、あの石室に戻もどらなくてすむんだね」

　詠美は、テーブルに肘ひじをついたまま顔の全すべての筋肉を使い、唇くちびると両目を無む理り矢や理り、半月形に湾わん曲きよくさせて笑っている。

「君がクラスメイトで良かったわ。だって、どこの馬の骨かもわからない赤の他人に邪魔されたとしたら、私のこの手は、とっくに鮮せん血けつにまみれていたと思うもの。クラスの委員長として、空いた君の席に花を飾かざるのは、忍しのびないものね」

　透すき通とおるようなこめかみの皮ひ膚ふの下にある血管が、膨ぼう張ちようしているのがみえた。怒りの限界を通り越こして、笑うしかないといった表情である。

「正直にいうと、今すぐにでも君を拷ごう問もんにかけたいと思っているわ。そして拷問の最中に城山君があげた悲鳴をサンプリングして、ドレミの歌を奏でたいとすら思っているの」

「そ、それは……いい趣しゆ味みしてるね」

「でも私は、今日からこの魔導具の再調整のために時間を費やさなきゃいけないの。封印が再び成功するまで、君へのお仕置きはお預けになるわ。私の手が空くまで、君のことずっと監かん視しさせてもらうから、覚かく悟ごしなさい」

「監視？　つまり、嵯峨野さんに見張られるってこと？」

「当り前じゃない。この館やかたにいる間も、学園にいる間も、終始君のこと見張らせてもらうわ。君の雇やとい主ぬしを突つき止とめる前に逃とう亡ぼうされたら困るもの」

　一紀は、手を打って喜びを表現した。

「じゃあ、監視されている間、僕はこの館を思う存分、掃そう除じできるってことだね？」

「はあ？　どうしてそうなるのよ？　普通は、怒おこるなり、悲しむなりするところでしょうが。君って、本当におかしな人ね……」

　頭痛を抑おさえるように詠美は額に手を当てて、ため息を吐ついた。

　そこへ、一紀たちの背後から、裸足はだしで床ゆかを歩く足音が近づいてきた。

「ここにいたのね？　わたし、昨夜はいつ眠ねむったのかしら？　まったく覚えてないわ」

　イソラは、気持ち良く目を覚ますことができたみたいだ。相変わらず、ジャージの上着を着ただけの寒そうな格好のまま、みえないスカートの端はしをつまみ上げ、腰こしを落として礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎする。

「いい朝ね。一紀、それと詠美。今日もよろしくお願いするわ」

「おはよう、イソラ」

　詠美は、わざとらしくそっぽを向いてイソラの挨あい拶さつを無視した。そんな詠美の子供っぽい仕草を、イソラはくすっと上品に笑って受け流す。

「こんなに清すが々すがしい朝を迎むかえることができたのは何年ぶりかしら？　ねぇ一紀。お腹なかが空すいたわ。朝食を作って下さらない？　昨夜みたいな贅ぜい沢たくな物じゃなくてもいいわ。お腹にたまる物であればなんでも……あ、でも、果くだ物ものは欲しいかも。あと、チーズや牛乳などがあれば、今日一日幸せに過ごせる気がするの」

「了りよう解かい。すぐに用意するよ」

「ありがとう一紀。……そうだ。朝食が終わったら、この館の外に出てみたいわ。表にある花か壇だんの花々を愛めでにいきましょう」

「ごめんイソラ、僕と嵯峨野さんは、朝ご飯を食べたら学園にいかなきゃいけないんだ」

　そういえば学園にいっている間、イソラをどう扱あつかったらいいのだろう？　なにも考えてなかった。

「学園？　ああ、そういえば二人はまだ学生だったわね。いいわ。人の多いところにいくのは、まだ先の予定だったけど予定を変へん更こうするわ。わたしも今日から学園に通うことにする！」

　なるほどその手があったか。イソラを学園に連れて行けば、寂さびしい思いをさせずに済む。

「はあ？　なぜ、イソラが私たちと一いつ緒しよに学園にいくのよ？」

「だって人間の子供は、みんな学園に通って勉強しているのでしょ？　だったら人間になるために、わたしもみんなの真ま似ねをしなきゃ」

　深いため息をついて、詠美は額を手で押さえていた。

　まずい。鎮しずまりかけた怒いかりが、再びふつふつと沸わき立たとうとしている。

「ダメよ。イソラは、当分この館から外に出さないわ。封印の魔導具の修復が完かん了りようするまで、犬小屋にでも閉じ込めておくことにしましょう。もちろん、逃亡できないように手て枷かせ足あし枷かせを付けてね」

「そんな……酷ひどいわ。わたしは犬や猫ねこじゃないのよ！」

「そうね貴方あなたは、始し祖そ竜りゆうイソラよ。犬や猫ではないし、当然人間でもないわ」

　イソラは首を横に振る。

「始祖竜としての能力は、わたしにとっても害でしかないわ。だからもし、次再び目覚めることがあれば、わたし……イソラ＝マシューズは、始祖竜としての過去を捨てて、今度こそ『人間』として生きる──と、貴方の曾おじいさん──ヴィンセントが生きていたら、打ち明けようと思ってたの」

　その言葉に迷いはなかった。イソラなりに、ずっと考えていたことのようだ。

「だから、人間になるために一紀たちと同じ生活をしたいの。お願い、わたしも学校に連れてって。一紀たちのいう通りにするから……」

　大きな目を潤うるませ、一紀の腕うでにしがみつく。

「イソラ……」

　腕をつかんで訴うつたえてくるイソラの姿と遥はる佳かの姿とが、再び重なってみえた。

　出張で家を空けることが多かった両親のせいで、一紀は妹の遥佳と二人で、留守番させられたことが何度もあった。

　遥佳はしっかり者で、二人の留守番生活は、終始遥佳にペースを握にぎられっぱなしだった。けど、やっぱり遥佳は小さな女の子。両親がいない悲しさと寂しさを紛まぎらわすように、毎晩一紀の腕にしがみついて眠っていた。

　イソラとは、本来無関係な間あいだ柄がらだが、あの時の遥佳と同じように、イソラは一紀の存在だけを頼たよりにしている。ここでイソラの小さな手を振ふりほどいて冷れい酷こくに突き放せるほど、一紀の感情は凍こおり付いていない。

「イソラがこんなにいってるんだ。なんとかしてあげられないかな？　後ご藤とう田だ先生にお願いすれば、イソラを教室の片かた隅すみにでも置いてもらえるんじゃないかな？」

　一紀の言葉を、詠美は手で制した。

「城山君は黙だまりなさい。君がなにを企たくらんでるのか知らないけど、これは私とイソラの問題なんだから」

「企むって、僕はなにも──」

　またしても詠美は手を出して、一紀の発言を押さえた。

「いまの決意を、イソラはどうして曾ひいおじい様に打ち明けようと思ったの？　だって曾おじい様と貴方は、敵同士のはずでしょ？」

「わたしとヴィンセントは、確かに敵同士だったけど……お互たがいに力を合わせて、大きな危機に立ち向かったこともあるわ。ヴィンセントは、わたしに人間になるように勧すすめたけど、一〇〇年前のわたしは素直じゃなかったから、彼の言葉に応えてあげることができなかった。ずっとそのことを後こう悔かいしていたの。だから今度こそ……」

　──彼の言葉に応えたい。

　イソラにとって、人間になるということは、ヴィンセントの願いを叶かなえることでもある。

「曾おじい様が、イソラに人間になるように勧めた？　……嘘うそよ。曾おじい様が、始祖竜の貴方に、そんなこというはずがないわ」

「本当よ。ヴィンセントは、他の魔ま術じゆつ師しとは違ちがって、わたしを力で調ちよう伏ぶくしようとしなかったわ。わたしを意思のある存在として認めてくれた唯ゆい一いつの人間だった。わたしが、いつも裸はだかじゃ可哀かわい想そうだからって、服を作ってくれたこともあったわ……」

　詠美は、なにかを思い出したように顔をあげた。

「まさか、あれって……」

「嵯峨野さん？」

「いえ、なんでもないわ。そう……イソラは、曾おじい様と話したことがあるのね。羨うらやましいわ……」

　曾そう祖そ父ふに憧あこがれて魔術師になった詠美にとって、ヴィンセントは特別な存在だった。だからこそ、その曾祖父が、イソラに人間になるように勧めたというのは、にわかに信じがたい話だった。

「その言葉が本当だとしても、無関係な人間を大勢巻き込んで殺した罪は消えないわ。今いま更さら、人間になりたいだなんて虫が良すぎるわよ。笑わせないで」

「この町を炎ほのおで包み込んだのは、なにも人を殺したくてやったのではないわ。事情があったのよ……」

「なによその事情って？」

　イソラは、がくっと頭こうべを垂れた。

「……いえないわ。これは、わたしとヴィンセント、二人だけの秘密だから」

「やっぱり、事情なんてないんじゃない。曾おじい様が亡なくなられているのをいいことに、好き勝手いわないでよね」

　イソラは、もうなにもいい返さなかった。口を閉じたまま、じっと自分の手ての甲こうをみつめている。

「せっかく目覚めたんだし、イソラもこの世界で生きることを望んでるし……せめて、鎖くさりで繋つないでおくんじゃなくて、普ふ通つうにこの館に住まわせてあげることはできないかな？」

　これだけ広い家だ。イソラ一人を住まわせるスペースなど、いくらでもあるはず。

「城山君は黙ってなさい。第一、貴方が邪じや魔ましなければ、封ふう印いんの儀ぎ式しきは予定通り成功して、イソラが目覚めることはなかったのよ。私の悩なやみの半分は、城山君に原因があるのよ。わかってる？」

「もちろんわかってるさ。だから、僕もイソラに対する責任を感じている……」

　しょぼんとしているイソラに近づいて、細い肩かたに手を乗せた。

「もし、この館にイソラを置いておくことができないというのなら、僕の家でイソラを引き取るよ。一部屋しかない狭せまいアパートだけど、あの石室に戻もどすよりはいいと思うから」

　高校生に過ぎない身分で他人を養おうなど、身の程を弁わきまえない無む謀ぼうな発言なのはわかっている。けど、多少の無茶は承知の上だ。

「駄だ目めよ！　イソラは、うちの敷しき地ちの外へは出さないわ。城山君こそ、なんだかんだ口実をつけて、イソラを自分の物にしようとしてるんでしょ？」

「イソラを僕の物に？　うーん、それは考えたことなかったな」

　一紀の吞のん気きな返事に、思わず詠美は脱だつ力りよくした。

「君のその態度は、演技？　それとも天然？　……どっちにしろ、君は魔術師の癖くせに、本当に始祖竜の恐おそろしさを知らないみたいね。だから、そんな吞気な態度を取っていられるのよ」

「嵯峨野さんは大げさだよ。イソラはちょっと変わったところがあるけど、どうみても普通の女の子じゃないか」

「今は普通の女の子を演じているだけよ。きっとすぐに本性を現わすわ。私は曾おじい様に託たくされた使命を果たす義務がある。もう一度、この町を火の海にしないために……イソラを封印するの！」

　詠美は、感情を抑おさえ込むようにスカートの裾すそを握り締しめていた。

「そのために私は、小さい頃ころから今日まで、ずっと魔ま術じゆつの修行を続けて来たのよ。これで失敗したら、私は今までなんのために……」

「嵯峨野さん……」

「だから、私はなんとしてもイソラを封印しなければならない、それが私の使命。生まれてきた意義でもあるわ──」

　腕時計をみた。もうとっくに一限目の授業が始まっている。

「いま、家を出れば、二限目の開始には間に合いそうね。城山君はどうするの？　私と一緒に学園にいく？　それとも、イソラと共にこの館に残る？　私はどっちでもいいわよ」

「僕は……イソラと一緒にこの館に残るよ。僕がちゃんとイソラを見張るから、鎖で繋ぐことだけは、勘かん弁べんしてあげてくれないかな？」

　一紀は一歩も譲ゆずらない態度だった。

　詠美は、しばらく考えていたが、良い案を思いついたように表情を明るくした。

「はあ……しょうがないわね。私も鬼おにじゃないわ。城山君が責任もって、イソラを見張るというのなら、犬いぬ猫ねこのように鎖で繋ぐのは許してあげるわ」

　わざとらしい態度だったが、詠美の言葉を鵜う吞のみにしたイソラの表情が明るくなった。

「でも、私が留守の間、君たちを野放しにしておく訳にはいかないから、これ着けて」

　詠美は、制服の内ポケットから首輪のようなものを二つ取り出して、一紀とイソラの首に装着させようとする。

　抵てい抗こうする暇ひまもなかった。首輪は、一紀たちの首に触ふれた瞬しゆん間かん、蛇へびが巻き付くように自動で皮ひ膚ふに密着した。

「……これは？」

　首輪は、まるであつらえたように苦しくもなく、緩ゆるくもなく自然な状態で嵌はまっている。

「曾おじい様が残してくれた魔導具armd remainの一つ、【チェッリーニの首輪】よ。その首輪に込められた魔ま力りよくによって、貴方たちがどこにいても即そく座ざに居場所を突つき止とめることができるわ」

「監かん視しって……そういう意味だったの？」

「ふふっ、そうよ。その【チェッリーニの首輪】がどういうものか教えてあげるわ。古代の魔術師チェッリーニが、対立していた魔術師の讒ざん言げんによって陥おとしいれられ、牢ろうに繋がれている間に脱だつ獄ごく防止のために嵌めさせられていた魔導具よ。対象を監視したり自由を奪うばったりするための魔導具なの。いまの君たちにはお似合いね」

「ふん、こんなもの。なんとかの聖布とやらと同じく、容易たやすく破は壊かいしてみせるわ……ふぬぅっ！」

　イソラは、自分の首に嵌められた首輪を思いっきり引っ張った。

　だけど、首輪は離はなれるどころか、逆にイソラの首をしめつけるように輪を縮めた。

「げふん！　く……苦しい！　しまる……首がしまるぅっ！」

　ただの首輪じゃないと思っていたが、まさかこんな仕し掛かけがあったとは。

「ううう……窒ちつ息そくしそうよ！　助けて……お願いっ！」

　イソラは首輪を押さえたまま、床ゆかの上をのたうち回っている。なんとかしてあげたいが、どうしたらいいのかわからない。イソラを救うには、詠美にすがりつくしかなかった。

「嵯峨野さん、イソラが死んじゃう！　このままじゃ、まずいって！」

　詠美は、人差し指と中指を合わせ、指先を自分の眉み間けんに当てて呪文spell codeを口ずさむ。

「虹にじの向こうのハエスールよ、かの者を戒いましめから解放したまえ……」

　呪文の意味は、よくわからなかったが、詠美の言葉に反応するように、首輪は縮まるのをやめて元のサイズに戻った。

「さすが曾おじい様の残して下さった魔導具だわ。たとえ天が許しても、曾おじい様と私が、悪を許さない！」

　まるで戦せん闘とう魔ま法ほう少女アニメのヒロインのような台詞せりふとポーズだった。

「ざまあないわね。おっほっほっほっ……いい気味！」

　苦しそうに咳せき込んでいるイソラを正義のヒロインではなく、悪の首しゆ魁かいのような歪ゆがんだ表情で見下ろしながら、手の甲で口を押さえて笑う。

「今のでわかったと思うけど、その首輪に不自然な力が加えられたら、即座に装着者の首を絞しめる仕組みになっているのよ。余計なことはしない方が身のためよ」

「なんてものを装着させるのよ！　貴方あなたは鬼なの!?」

「鬼？　いいえ、私は魔術師よ……お～ほっほっほっ」

　詠美は、イソラの悔くやしそうな顔をみて、さも愉ゆ快かいそうに笑っていた。

「参ったなぁ……。これから、ずっとこの首輪を着けたまま生活しろっていうの？」

　制服を着ても首輪の存在は丸分かりだ。

　首輪はシンプルな革製のもので、奇き抜ばつなデザインじゃないことがせめてもの救いだった。

「首輪が嫌いやなら、いますぐ城山君の依い頼らい主の名前を吐はきなさい。君をけしかけて、私の儀式を邪魔させたのは誰だれかしら？」

「そんな人いないよ。何度もいってる通り僕は……」

「ふーん。白しらを切り続けるってわけね？　じゃあいいわ、この先もずっとその首輪を嵌めたまま奴ど隷れいのような不自由な生活を甘受しなさい」

「ぐぬぬ……」

　勝かち誇ほこったような視線を送る詠美と、苦々しい表情で睨にらみ返すイソラ。

「さーて、私は学園にいかなきゃ。私の許可なくこの館やかたの敷地から、一歩でも出ようとしたり、館に危害を加えようとしたら、その首輪がどうなるかわかるわよね？」

　イソラの悔しそうな顔がよっぽど痛快だったのだろう。詠美は、鼻歌を口ずさみながら、館を出て行った。

「いったわね？」

　詠美がいなくなると、イソラは打って変わってケロッとした表情をみせる。

「中々の演技だったでしょ？　あれぐらい悔しがってみせないと、魔術師として詠美の立たつ瀬せがないと思ったから、彼女の望み通りの反応を演じてみせたわ」

　なんと。大げさに苦しんでみせたのは、全すべてイソラの演技だったらしい。

「本気を出せば、こんな魔導具ぐらいわけなく壊こわせるけど、あまりやり過ぎて詠美に警けい戒かいされるのはまずいわ。人間になりたい、というわたしの決意が本物だとわかってもらうまで、詠美の思い通りにさせておきましょう」

　さすが一〇〇年前に生きていただけあって、大人の思考ができている。身体からだの発育は詠美の方が進んでいるのに、中身は雲うん泥でいの差さだ。

「イソラは、本当に人間になりたいの？」

「ええ、そうよ。今度こそ、ヴィンセントの願いに応えたいの……」

　イソラは、窓の外の空を見上げる。一〇〇年前と変わらない同じ空が、広がっている。

「でも、人間になるには、わたし一人では無理だわ。だって、わたしはずっと眠ねむっていたから、この時代のことをなにも知らない……。人間が、どういうものなのかも知らないわ。だから一紀、貴方の力が必要なの。わたしが人間になれるまで、力を貸してくれないかしら？」

　人に頼たよられるのは、これで二度目だ。

　一紀は、なんの力もない高校生だ。それは十分自覚している。だからといって、ここでイソラの求めを拒きよ絶ぜつしたら、イソラはどうなる？

　──今度こそ、約束を果たしてみせる。

「嵯峨野さんがいうには、イソラが目覚めたのは、僕に責任があるらしい。だから、僕にできることがあるなら、なんでも協力するよ」

「ありがとう。一紀のような人に出会えて本当によかったわ……。どうしてだか、一紀が傍そばにいると心が落ち着いて、不安な気持ちが和やわらぐの」

　一紀に寄り掛かかるように身を寄せてきた。

「この館から出られないのは残念だけど、詠美の機き嫌げんを損ねるのは得策ではないわね。当分、大人しくしていましょう。それに一紀がいてくれれば、退たい屈くつしなさそうだわ。そうね……まずはご飯にしましょう」

　イソラのお腹なかが、景気よく鳴っていた。

「うん、そうだね。まずは朝ご飯を食べてお腹一いつ杯ぱいになって、それからこの館の掃そう除じをしよう」




　この館の裏庭の隅すみにある物置部屋には、掃除用具が一式揃そろえてあった。どれも、ほこりを被かぶったりしておらず、ついこの間まで使われていた痕こん跡せきがあった。

　これだけ大きな館なのに、なぜ詠美以外の住人がいないのだろうか？

　詠美の口から使用人がいるようなことは、ちらちら明かされていたが、現在この館には一人もいない。まったくの謎なぞだった。

「わたしも手伝うわ。まずは、この辺に落ちてるゴミを袋ふくろにしまえばいいのね？」

　一紀は、詠美との約束通り館の掃除に取りかかることにした。

　これだけ広い家を掃除するなんて生まれて初めてのこと。多少の興奮が、一紀の心を燃え上がらせていた。

「じゃあ、僕は空いてる場所から掃そう除じ機きをかけていくからね」

　まず館の顔ともいえる玄げん関かんホールから綺き麗れいにすることにした。高級ホテルのロビーのような内観で、至るところに豪ごう華かな調度品が置かれている。

　最初はここを綺麗にして、学園から帰ってきた詠美を驚おどろかせたかった。綺麗になった館をみれば、詠美の心証もぐんと良くなるのではないかという計算もある。

「これもゴミ……これもゴミ……これもきっとゴミね」

　イソラは、手早く床の上のゴミを拾って袋に入れていく。中には、ゴミじゃない物もゴミ袋ぶくろに入れた気もするが、それはあとで一紀がチェックすればいいとして……。

「イソラがいてくれて助かるよ。僕一人じゃ、とてもじゃないけど片付かなかっただろうから」

「働かざる者食うべからずよ。人間として生きると決めたのだから、お腹一杯食べた分は、働いて返すわ」

「偉えらいよイソラは。僕なんて、料理や掃除は趣しゆ味みみたいなものだからさ……」

　掃除機のスイッチを入れる。ぶおおーっと、大きな音がして掃除機の中のモーターが回り始める。

「はぎゃ!?」

　聞き慣れない掃除機の音にびっくりしたのか、イソラはゴミ袋を投げ捨てて、飛び上がって驚いた。そして、その場で両手両足をつき、背中を丸めて全身の毛を逆立てるような勢いで、怒いかりの表情を作った。

「フーッ!?　フゥゥーッ!?　フゥゥゥーッ!?」

「イ、イソラ？」

　まるで、敵を威い嚇かくする猫ねこのようだった。

　一紀は急いで掃除機のスイッチをオフにする。

「……あ？　あれ？　ご、ごめんなさい」

　イソラは、我に返って姿勢を戻もどす。

「突とつ然ぜんのことだったから……一いつ瞬しゆん、我を失ってしまったわ。封ふう印いんされる前は、山やま猫ねこたちの群れに交ざって暮らしていたから、つい昔の癖くせが出てしまったの。一紀に恥はずかしい姿をみせてしまったわ」

「そうだよね。一〇〇年前には掃除機なんてなかったもんなあ。驚くのも無理はないよ。こっちこそごめんね」

　山猫の群れに交ざって、どういう生活を送っていたのか気になるところだったが、あまり過去をほじくり返すのも悪い気がした。

「掃除機かけ終えるまで、イソラは部屋で休んでなよ。終わったら知らせに行くからさ」

「そうさせてもらおうかしら。まだちょっと心臓がドキドキいっているもの」

　館の一階には、歓かん談だん室のような休きゆう憩けい所がある。イソラは、その部屋でしばらく休む──。

「ふぎゃあ!?　フーッ!?　フゥゥーッ!?」

　歓談室に入ってすぐ、またしても山猫が威嚇しているような声が聞こえてきた。

「どうしたのイソラ!?」

　部屋に飛び込むと、器用に本ほん棚だなの上に登って、身を丸めているイソラがいた。

　その視線の先には、電源が入ったテレビがあった。アナウンサーがカメラの前で朝のニュースを読み上げている。

「そっかテレビをみるのも初めてだもんな……」

　カウチの上にリモコンが落ちていた。どうやら、イソラが座った瞬しゆん間かん、うっかりお尻しりで電源を押してしまったらしい。

「そんなに怖こわがらなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。これはテレビといって、中に知らない人が入っているわけじゃないんだ。ほら、下りてきて」

　本物の猫のように本棚の上に登っているイソラに手を差し伸のべる。

　下りてきたイソラは、恐おそる恐る薄うす型がたの液えき晶しようテレビのうしろを確認して、ようやく一紀の言葉を信用した。

「ふぁ～ん、怖かったわ……」

「よしよし……。一〇〇年も眠らされていたんだ。イソラの知らないことは沢たく山さんある。しょうがないよ」

　一紀がイソラの立場だったとしても、きっと掃除機やテレビに驚いていただろう。

「もうこうなったら、ずっと一紀の傍にいるわ。きっとどこにいっても、わたしの驚く物ばかりでしょうし。なにかあっても、一紀が一いつ緒しよなら守ってくれそうだし……ね？」

「その方がいいかもね。でも、この時代は怖い物ばかりじゃない。美お味いしい食べ物も一杯ある。掃除が終わったらプリンを作ってあげるよ」

「プリン!?　初めて聞く言葉だけど、とっても魅み力りよく的てきな響ひびきだわ！」

　遥佳もプリンが好きだった。そして、ちょっとビターな味のデザートを好んだ。

　でも、この時代のお菓か子しを食べ慣れていないイソラは、多分甘い方がいいだろう。だからクリームをたっぷり載のせたデコレーションにするつもりだ。もちろんプリンの材料が台所にあるのは、確認済みだ。

「じゃあ、まず玄関ホールの掃除を終わらせちゃおう」

「ええ、頑がん張ばりましょう！」




「ただいま……」

　詠美は、自分の家に帰ってくるなり、床ゆかの上に鞄かばんを投げ出して、玄関ホールのソファーにうつ伏ぶせになって倒たおれ込んだ。

「嵯峨野さんお帰り……って大丈夫？　具合でも悪いの？」

「城山君か……まだ生きてたのね？　愚おろかにもこの館から脱だつ出しゆつを試みて、チェッリーニの首輪に絞しめ殺ころされているものだと思っていたわ」

「酷ひどいよ！　僕は、それほど迂う闊かつな奴やつじゃないって」

「残念だわ。今日は授業中、冷たくなった城山君の死体をどう片付けるか……そればっかり考えていたのに。活性化させた脳のう細さい胞ぼうが無む駄だになったわ」

　うつ伏せになったまま、詠美は顔をあげようとしない。このまま眠ってしまいそうなほどのテンションの低さだった。

「嵯峨野さんは、学園から帰ったらいつもこうなの？　それとも、今日だけ特別に疲つかれてる？」

「昨夜の儀ぎ式しきが、誰だれかさんのお陰かげで失敗したせいで、ずっと気分が晴れなかったのよ。少しは察しなさいよ」

「そ……そっか、ごめん……」

「もういいわ。城山君の顔なんかみたくない。消えて……。二度と私の前に現われないで」

「わかった。そこまでいうなら消えるよ。イソラを連れて自分の家に帰る」

「それはダメ。イソラは、私の目が届くところにいさせるわ。魔導具が直ったらすぐに封印するから……。帰るなら、城山君一人で帰りなさい」

「イソラは、やっと自分の夢に向かって進み出したところだ。それなのにまた封印するなんて可哀かわい想そうだよ。今日も、ずっと掃除を手伝ってくれたし……イソラなりに人間になろうと一いつ生しよう懸けん命めいなんだ。わかってあげてよ」

「城山君と議論するつもりはないわ。この館やかたは誰の家なのかしら？　そう、私の家よ。ここでは、私がルールなの。従えないというのなら……こうよ」

　人差し指を突つき立たてて一紀の首に向ける。

　イソラにやったように首輪を絞められるのかと思い、背筋を冷たくした。

「……やめた。ここで城山君が死んだら、私がマンホールまで死体を運ぶことになるわ。それは面めん倒どうだから、生かしておくことにするわ」

「僕の命は、嵯峨野さんの指先一つってことか……。スリルがあって面おも白しろいかもね」

　詠美は、やっと疲れた顔をあげた。

「君は、イソラなんかのために命を落としてもいいっていうの？　君は、他人のせいで死ぬことの理り不ふ尽じんさを感じないの？　それとも自殺願望でもあるのかしら？」

「もちろん死ぬのは嫌いやだよ。僕だって、まだまだやりたいことが沢山ある。でも──イソラの人間になりたいという夢は本物だと思う。それを叶かなえてあげることで、僕自身も救われる気がするんだ」

　詠美は、薄うすく目を開けて一紀をみつめた。

「なにそれ？　意味がわからないわ」

「嵯峨野さんには、わからないと思うけど、僕にとっては大事なことなんだ」

「はあ……。なんか、君と話してると疲れてくるわ。んもぅ……疲れたー。お腹空すいたー。お風ふ呂ろ入りたーい！」

　ソファーに寝ねっ転ころがったまま、駄だ々だをこねる子供のように足をバタバタ動かした。

　一紀は、どうしたらいいのかわからず、きょとんとするばかり。

「なにか食べる物、持ってこようか？　それとも、お風呂沸わかす？」

「ここから動きたくない……。あー、もー。うぅーん……」

　だら～っと、ソファーから身体からだを半分投げ出して大きく伸のびをする。学園ではいつもシャキッとしているのに、家の中では、こんなにだらけているらしい。

　突とつ如じよ、詠美は思い出したように身体を起こす。

「……目の前から消えてっていったのは嘘うそよ。取り消すわ」

「よかった。ありがとう、嵯峨野さん」

「お礼なんていわないで。昨夜、儀式を邪じや魔まされたことの仕返しもいつかするけど……それよりも、もっと大事なことに気づいたの」

「大事なことって？」

　ちょっと嫌な予感がした。

「君は、魔術師administratorじゃないといったわね？　私には信じられないけど──でも、君が魔術師じゃないとしたら、私の儀式を邪魔したあの不思議な力はなんなの？　封印の魔導具を〝暴走〟させたあの力は、並みの魔術師の力ではなかったわ。ましてや普ふ通つうの人間ではあんなことは当然できないし……」

　不思議な力……その正体は、一紀にもわからない。なぜ、儀式の邪魔をすることができたのか。急に身体の中が熱くなるような、あの〝衝しよう動どう〟の正体はなんなのか……。

　わからないことが色々ありすぎて、答えようがなかった。

「黙もく秘ひ？　それとも答えられないのかしら？」

「僕自身にもよくわからない……それしか答えられないよ」

「ふーん。君自身にもわからない力だというのね？　じゃあ、真相を確かめるために、君の身体を隅すみ々ずみまでよく調べてみる必要があるわね」

　詠美は、大きく目を開いて一紀の顔を覗のぞき込む。好こう奇き心しんと期待に満ちた蒼あおい瞳ひとみに、一紀の顔が映っている。

「し……調べても、なにも出てこないと思うけどなぁ……。だって僕、普通の高校生だよ」

「普通かどうかは、私が判断するわ。顔……こっちに向けなさい」

　いわれた通り、詠美に顔を向けた。

「ふがっ！」

　詠美は、唐とう突とつに一紀の鼻を指で摘つまんだ。そして、下した唇くちびるを引っ張ったり、頬ほおを触さわったりして、顔中の感かん触しよくを確かめる。

「ふーん。……ごく普通の人間ね。皮ひ膚ふの下は、もしかして鋼鉄製だったらって期待したけど、違ちがうようね？」

「いふぁい！　ふぉう……ふぁめて！（痛い！　もう……やめて！）」

「心臓は、ちゃんと動いてるかしら？　もしかして、止まってたりして……」

　制服の胸に耳を当てる。一紀の心臓は、とくん、とくんと正常に鼓こ動どうを刻み続けている。

（さ……嵯峨野さんの顔が、僕の胸に……。どうしよう。う、動かない方がいいよな？）

　詠美は、目を瞑つぶって熱心に一紀の心音を聞いている。

「急に心音が速くなったわね。もしかして、正体が曝あばかれるんじゃないかと思って焦あせってるんじゃないの？」

　違う。心臓が高鳴ったのは、詠美の髪かみの柔やわらかい匂においをかいでしまったからだ。

　一紀は、どうすることもできずに固まっていた。

「心音もおかしなところはなしか……。うーん、道具なしじゃよくわからないわ。もっと時間をかけて、じっくり調査しないと」

　きらん、と蒼い瞳が怪あやしく光った。

「というわけで城山君。引き続き、君を監かん視し……そして調査対象として、この館に置くことにしたわ」

「本当に？　よかった……」

「どうして喜ぶのよ？　君の自由を奪うばって、これからも監視を続けるっていってるのよ？　城山君って、本当に変な人ね？」

「僕からみれば、嵯峨野さんも相当変な人だけどね」

　詠美は、無表情で手刀を一紀の脳天に落とした。一紀も無表情のまま、手刀を受け止める。

「僕としては、昨夜から嵯峨野さんが、学園ではみせない色んな一面をみせてくれるから嬉うれしいんだ。前は、遠くからみつめるだけだったからね」

　詠美は、ソファーの上で自分の膝ひざを抱だき寄よせて体育座りした。

「な、なに急に恥はずかしいこといってるのよ？　そんな言葉で私が喜ぶと思ったの？」

　太ふと腿ももの裏で手を組んで両りよう膝ひざを引き寄せる。そして照れたように膝の間に顔を埋うずめた。

「もう……君といると、こっちのペースが狂くるいっぱなしよ」

「ごめん」

　詠美はようやく玄げん関かんホールが、今朝とまったく違っていることに気付いた。

「嘘、綺き麗れいになってる……」

「どう？　僕とイソラで一いつ生しよう懸けん命めい掃そう除じしたんだ。ゴミは片付けて、放置されていた洗せん濯たく物ものは、洗って干してあるよ。結構大変だったけど、綺麗な部屋は気持ちいいよね」

「ま……まあね。確かに気持ちいいけど。ん？　ちょっと待って。洗濯物……洗ったの？　城山君が？」

「もちろん。脱ぬぎっぱなしの体操服とか、下着とか……色々あって大変だったけど、いまは全部洗い終えて、裏庭に干してあるよ」

　その言葉を聞き終えた途と端たん、詠美は別人のように素早く身体を起こして裏庭まで走って行く。そして自分の体操着や下着が、綺麗に干されているのを確認してから戻もどって来た。

「城山君、逃にげた方がいいわ……。私の殺意がマックスに達しないうちに、一メートルでも遠くに……」

「勝手に洗濯しちゃって……もしかしてまずかった？」

「鈍どん感かん過ぎるわね！　同い年の……しかもクラスメイトに体操服や下着を触られるのって、凄すごく恥ずかしいのよ！　もうちょっと、考えなさいよ！　もう、バカ、バカ！」

　拳こぶしを丸めて、腕うでの力だけでポカポカと殴なぐってくる。意外と女の子らしい殴り方だった。

「いてっ、いててっ。だけど、洗濯物を放置しておくのはよくないよ。誰かがしなきゃ……やってくれる人、他ほかにいなかったの？」

「わ……我がままな私に嫌いや気けが差して、使用人はみんな出てったわ。この前までいた最後の一人も、当分帰ってこないわよ！」

「そうなんだ。じゃあ、これから僕がこの館の使用人になるよ。ついでにイソラも……。僕たちは、家事をする。その代わり、ここに住まわせてもらう。監視対象じゃなく、使用人でもなんでもいいから……とにかくちゃんとした身分が欲しいんだ」

　真ま面じ目めに働いて、役に立つことを詠美にみせれば、イソラを封ふう印いんすることを考え直してくれるかもしれない。

　とはいえ、イソラだけじゃとてもじゃないが、使用人は務まらない。一紀が一いつ緒しよに働いて、イソラをカバーしてあげる必要がある。

「使用人になりたいの？　城山君が？」

「昔から、メイドとか執しつ事じとかに憧あこがれててさ……将来は、こういう大きな家で働きたいと思ってたんだ」

　半分は、口からでまかせだったが、掃そう除じしたり料理を作ったりするのは嫌きらいじゃない。

「どうしてもというのなら働かせてあげないことはないけど……いえ、私としては助かるけど……」

「ん？　よく聞こえなかったよ」

「でも、城山君が監視対象なのは変わらないわ！　儀ぎ式しきを邪魔した力がなんなのか、判明するまで君への監視は弛ゆるめないからね」

「わかった。じゃあ、監視対象兼けん使用人でいいよ。嵯峨野さんの意向に従うよ」

　詠美はまだ訝いぶかしい目で一紀をみていた。なにか企たくらんでいるんじゃないかと、疑われているのだ。

「じゃあ、早速仕事に取りかかろうかな。昼間プリン作ったんだ。嵯峨野さんの分も冷やしてあるんだ。食べるでしょ？　すぐに用意するから部屋にいって着き替がえてきたら？」

　投げ捨てられた鞄かばんをつかんで、詠美に差し出した。

「プリン……」
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　詠美は子供のように目を輝かがやかせていた。反応がわかりやすい。

「一紀～。どこにいるの～？」

　奥の部屋から、イソラの声が聞える。

「あ、イソラがお昼ひる寝ねから目を覚ましたみたいだ。いってあげないと……じゃあ、嵯峨野さん、プリンの用意できたら教えるからね」

　鞄を床ゆかに置いて、急いでイソラのところに向かう。

「……なによ。私より、イソラの方が大事っていうの？」

　詠美は、面おも白しろくなさそうに鞄の角を爪つま先さきで蹴けった。




　嵯峨野家の屋や敷しきから、徒歩で三〇分ほど歩いた場所に平へい和わ原はら駅がある。

　そして駅のロータリーを挟はさんだ向かい側には、二〇〇メートルほどの小さな商店街が続いている。ゲームセンターや、カラオケ店などもあり、夕方には、買い物のために立ち寄った主婦や、学校帰りの学生たちなどで賑にぎわう。

「遅おそい……」

　一人の少女が、商店街の入り口に架かけられたアーチの柱に背中を預けて、アイライナーで強調した目を光らせている。

　どうやら人を捜さがしているらしいが、彼女の特とく殊しゆな服装こそ、どんなに気配を消していても、存在感を隠かくせない目立つ格好だった。

「もう、約束の時間は過ぎてる……」

　少女は、正月に神社などでみかける、いわゆる巫み女こ装束を身に着けているのだが、通常の赤い袴はかまの巫女服ではなく、彼女オリジナルの装束だった。

　上半身は通常の白衣びやくえだが、下は特別に黒く染め抜ぬいた袴を穿はいている。袴の形状は、スカート状になっており、少女の両足を踝くるぶしの位置まで包み込んでいた。さらに頭部には、黒のフリルの付いたヘッドドレスを着用し、レース編みの飾かざりのついた西洋風の日ひ傘がさを手首からぶら下げている。

　和装なのか洋装なのか、どちらとも判別つかない奇き妙みような格好だったが、彼女の全身から放たれる楚そ々そとした雰ふん囲い気きに不思議とマッチしていて、妙みような愛くるしさを醸かもし出していた。

　黒袴の少女。名前は土つち御み門かど澪みおという。

　陰おん陽みよう道どうの大家である【土御門家】に生まれた澪は、年はまだ若いが、陰陽術を修得するべく、小さい頃ころから精進し、師である家代から【面相】の免めん状じようを与あたえられた一人前の陰陽師だった。

　巫女姿は、澪にとっての正装だ。その中に澪個人のゴシック趣しゆ味みが取り入れられ、なおかつ小学生ぐらいにしかみえない未成熟な体たい躯くとマッチして、独特のロリータ様式スタイルになっている。

「こない……」

　先ほどから同じ場所で一時間以上待っているのに、ターゲットは中々現れない。

　人を待ち続けるのに飽あきてきた澪は、行き交う人々に目を光らせながら、商店街の入り口にある今川焼きの屋台にも、ちらちら視線を送っていた。

「お腹なか空すいた……」

　袴の内側にしまっておいた年季の入ったがま口を取り出す。中には、沢たく山さん小銭が入っているが、ほとんどが十円や五円玉だった。今川焼きは一つ一〇〇円。全すべての小銭をかき集めればなんとかなるかもしれない。

　澪は掌てのひらの上にがま口の小銭を広げた。一〇……一五……と、小銭を数えていく。

「九〇……九五……九六……九七……九八……九九……九九!?」

　最後の一円玉を数え終わったあと、澪は今まで出したことのない声で叫さけんだ。あと一円が遠い。一時間頑がん張ばって人を待った自分へのご褒ほう美びもあげられないくらい、澪の経済状じよう況きようは逼ひつ迫ぱくしていた。

「ううっ……。はうっ……！」

　澪は、九九円を手の上に乗せて今川焼きの屋台の前を、意味なく行ったり来たりした。

　そして意を決したように、九九円を今川焼きの屋台の上に載のせ、一歩下がって膝ひざをついて頭を下げる。

「お嬢じようちゃん、どうしたい？」

　澪はなにもいわない。黙だまって土下座を続けていた。屋台のオヤジは、突とつ然ぜんのことで意味がわからず、ぽかんとしている。

　そこへ一人の若者が割り込んだ。

「おじさん、チーズ入りのやつとクリーム入りのやつ、そしてあんこがたっぷりはいった今川焼き、それぞれ二つずつくれ」

　若者は、スーツの内ポケットから蛇へび革がわの札入れを取り出し、中から指が切れそうなほどピンと張った千円札を取り出す。

　澪は、その声に聞き覚えがあった。土下座の姿勢のまま顔を上げて、一世一代の嘆たん願がんに割り込んできたスーツの男を見上げる。

　白い肌はだに、左右で色の違ちがうオッドアイ。整った顔立ちの青年だった。

　毛先にナチュラルなパーマがかかったブロンドの髪は、夕方の日差しを浴びてオレンジ色に輝いている。高級スーツに引ひき締しまった身体からだを包み込ませ、髪かみの色と同じような黄色のネクタイを首からぶら下げていた。

「どうしたんだいそんなところで。日本人は地べたに這はいつくばるのが趣味なのか？」

「フィリップ……。一時間以上、遅ち刻こくよ」

　澪は、急いで立ち上がった。一番みられたくない相手に無様な姿を披ひ露ろうしてしまった。

　フィリップと呼ばれた若者は、オヤジから今川焼きの包みとお釣つりを受け取ると、熱々の今川焼きを一つ取り出して、かぶりつく。

「うーん、これはチーズ味だったか。最初に食べるのは、あんこ味が良かったのにな」

　といって、十代の若者らしいあどけなさを残した顔をほころばせる。

「日本に来るのは久しぶりだけど、この国のカレーとあんこを使ったお菓か子しは病みつきになるほど美味だ。下へ手たなドラッグよりも、中毒性があるよ」

「はぅ、あぅ……」

　澪は、フィリップの言葉よりも、彼が持っている今川焼きの包みから立ち上る湯気にうっとりと視線を注いでいる。

　フィリップは、屋台の上の九九円を全部すくいあげて澪に返してから、袋ふくろの中にある今川焼きを一つ取り出して澪に差し出した。

「さっそくだが仕事だ。まず最初の契けい約やくを交わそう。契約には常に代だい償しようがつきまとう。これは、俺たち魔ま術じゆつ師しの基本原則だ。そうだろ？」

　澪は、こくこくとうなずいた。完全に意識は、目の前に突つき出だされた今川焼きに奪うばわれている。

「俺は、ウロボロスの蛇に命令されて日本に来た。君にも命令書が届いているはずだ。これから任務が終わるまで、俺の相棒として働いてくれるなら、これをあげてもいい。約束できるね？」

「頑張る」

「いい返事だ」

　許しが出た。澪は黒いルージュを引いた口を大きく開けて、差し出された今川焼きにダイレクトに噛かみつく。中にあんこが入っていた。

「おめでとう、当たりのようだ。幸さい先さきがいいね。幸運を持った相棒を持てたことに、俺の精せい霊れいたちも非常に満足しているよ」

　フィリップは、目を細めた。そして少しだけ声のトーンを落として囁ささやく。

「じゃあ、さっそく教えてもらおうか。始し祖そ竜りゆうを目覚めさせた愚おろかな魔術師はどこにいる？　拠きよ点てんはもう炙あぶり出せているよね？」




「ふう……。ようやく洗せん濯たく物ものが片付いた」

　館やかたの二階に放置されていたゴミは、粗あら方かた片付けた。あとは、玄げん関かんホール以外の場所に掃そう除じ機きを掛けるだけだ。

　それはまた明日あしたやることにして、今夜は地下室のゴミと洗濯物を片付けてから寝ねるつもりだった。

「嵯峨野さん、入るよ？」

　詠美は、夕食後からずっと地下室にこもっている。毎日、寝る前は地下室で魔ま導どう書しよを読んだり、魔術の研究をしたりしているらしい。

「くー」

　古びた木の椅い子すに腰こし掛かけたまま、詠美は机に突っ伏ぷして眠ねむっていた。

「あー、もう……嵯峨野さん。こんなところで眠ってたら風か邪ぜ引ひいちゃうよ？」

　軽く身体を揺ゆすってみるが、詠美は深い眠りから目覚めない。

「さ……嵯峨野さんの寝ね顔がお……」

　美人は、眠っていても美人だ。このままずっと寝顔をみつめていたい衝しよう動どうに駆かられる。

　机の上にノートが開かれたまま置かれていた。詠美は、右手にシャーペンを握にぎっている。どうやら書き物をしている最中に力ちから尽つきて眠ってしまったようだ。

「ん？　これは……」

　ノートには日付と文章が書いてある。どうやらそれは、詠美の日記のようだ。

『四月×△日。晴れ。明日は、いよいよ封ふう印いんの儀ぎ式しきを行なう日だ。曾ひいおじい様が、始祖竜を嵯さ峨が山やまの頂上に封印してから明日でちょうど一〇〇年。曾おじい様の遺言通りなら、封印が弱まる頃。明日のために私たち嵯峨野家の人間は、曾おじい様の魔術を現代まで受うけ継ついできた。私も、子供の頃から魔術の修行を続けてきた。全ては、封印の儀式を成功させて始祖竜を再封印するため……。明日の儀式は、嵯峨野家の悲願。曾おじい様、曾おばあ様、それにパパ、ママ……。詠美を見守っていてください。みなさんの代わりに必ず役目を果たします』

　それは、一昨日おとといの夜に書かれた日記だった。詠美が、あの儀式にどれだけ熱意を傾かたむけていたのかわかる内容だった。

「嵯峨野さんは、こんなに真しん剣けんに儀式に臨んでいたのに……僕はそれを邪じや魔ましちゃったんだ……」

　改めて自分の犯おかした罪の大きさを突きつけられたみたいで、胸が苦しくなった。

『四月×□日。晴れ。始祖竜が、予想以上に人間らしくて正直戸と惑まどっている。曾おじい様が、人間になれと勧すすめたというのは本当かしら？　もし、それが本当だとするなら、イソラが人間になれるように応おう援えんすることが、曾おじい様の遺志を受け継ぐことになるの？　わからない、私はどうしたらいいの──』

「ごめんね嵯峨野さん。せめてもの罪つみ滅ほろぼしとして、僕はこれから、全力で嵯峨野さんの力になるよ。僕にできるのは、掃そう除じや洗せん濯たくぐらいしかないけど……」

『それはともかく、むかつくのは城山君だわ──』

　今日の日記の途と中ちゆうから、突然テンションが変わっていた。

『人の下着を勝手に触さわるわ。ゴミだらけで片付けられない私の性格を突いてくるわ。昨日の儀式の邪魔をしただけじゃなく、次々に私を怒おこらせるようなこといって、本当に頭にくるわね。魔術師じゃないっていうのもどこまで本当だか……。でも、もし魔術師じゃないとしたら、城山君はどうして私の後をつけてきたのかしら？　好こう奇き心しん？　それとも私のことが気になったから？　いくら夜中にクラスメイトを見かけたからって、後をつけようとは思わないわよね？　つまり、城山君は私に気があるってこと？　いやいや、まさか。それは考え過ぎよ。第一、今日の城山君の態度をみてたらわかるわ。私のことほったらかしでイソラ、イソラ、イソラ……。君は私の使用人じゃないの？　っていいたくなったわ！　あーもう、考えてたらむかむかしてきた。そりゃあ確かに私はイソラほど素直じゃないし、我わがままだし、自分勝手だけど……で、でもイソラに負けてないほど可愛かわいいと思うし。魔術師としての才能もあるわ。もうちょっと城山君に優やさしく接した方がいいのかしら？　いやいやいや。あいつは監かん視し対象なのよ。優しくすればつけ上がるだけだわ。でもそれだと、あいつはイソラにばっかり構う……。どうやら私は、自分で思っている以上に独どく占せん欲よくが強いのね。こんな自分の性格が、嫌いやになるわ。こんな嫌な私だから、使用人はみんな愛想つかして家から出て行った。変わらなきゃって思ってるのに……自分の性格が恨うらめしいわ。もっと素直に自分の気持ちを口に出せれば！　城山君だって、きっと私のこと見直してくれるだろうし、もっと本音で話せるはず。変わりたい。でも今いま更さら無理よ……』

　今日の日記は、そこまでしか書かれていない。詠美の心の迷いを表わすように、日記の最後は、曲がりくねったおかしな文字になっていた。

　じっと、一紀を見上げる視線に気付く。

「あ……嵯峨野さん、起きたんだ？」

　詠美の蒼あおい眼と、一紀の視線が交こう錯さくする。

「い……いつからいたの？　というか……私の日記、読んだの？」

「嵯峨野さんを起こそうとして、目に入っちゃって……ごめん！　勝手に読むつもりはなかったんだ。だけど──」

「あ……あああ……」

　詠美の身体が小刻みに震ふるえだした。そして、首からおでこの辺りまで一気に赤くなる。

「なんで勝手に日記読むのよ！　信じられない！　もう馬ば鹿か！　馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿！」

　閉じたばかりの日記で、一紀の頭を高速で殴なぐる。何度も何度も、日記を綴つづったノートがボロボロになるまで殴った。悪いのは自分だから、と一紀は黙って殴られ続けていた。

「はあ……はあ……本当にもう！　君のこと絶対に許さないから！」

　机の上にあった新品のノートを取り出して、一紀に差し出してくる。

「今日から君も、日記を書きなさい。思っていること、感じたことを赤せき裸ら々らに綴って私にみせるの。嘘うそを書いたり、さぼったりしたら、すぐに使用人をクビにするからね！」

「え～僕、日記を書く習慣なんてないんだけどな……」

「じゃあ、今日から習慣にしたらいいわ。寝る前に必ず私に提出することいいわね!?」

　有無をいわせぬ迫はく力りよく。一紀は、渋しぶ々しぶ新品のノートを受け取った。

「それから……わ、私の日記のことは忘れなさいよ。ちょっと大げさに誇こ張ちようして書いてるところもあるから、これが私の本心だとは思わないことね」

「え……そうかな？」

「い・い・わ・ね？」

「りょ、了りよう解かい！」







　３　始し祖そ竜りゆうイソラ







「こっちにもいるわ。あ、あっちにも！」

　白い蝶ちようが、嵯さ峨が野の家の前庭に植えられた花の蜜みつを吸いに来ているのをみて、イソラは子供のようにはしゃいでいた。

　詠えい美みに貸してもらった白いワンピースが、眩まぶしく光っている。そのワンピースは、偶ぐう然ぜんこの館にあったものだと詠美はいうが、まるでイソラのためにあつらえたようにサイズはぴったりだった。

「捕つかまえた！　ほら、一かず紀き。みてみて！」

　両手の空間に閉じ込めた蝶を一紀にみせようと、急いで駆け寄ってくる。しかし、一紀の目の前で手を広げた瞬しゆん間かん、白い蝶は手の檻おりから抜ぬけ出し、どこかに飛び去った。

「あーん、もう……。綺き麗れいな蝶だったのに。一紀にみせたかったわ」

　イソラは、同じく詠美から貸してもらった麦むぎわら帽ぼう子しのつばをかざして、白い蝶が飛び去った青い空を見上げる。太陽が高々と東の空に昇のぼっていた。

　世間は、四月最後の連休で賑にぎわっているというのに、嵯峨野家は天空の城のように静せい謐ひつだ。

「でも、またきっと花の蜜を吸いに来るよ。今度は、そっとしておいてやろう」

「ええ、そうするわ。一紀は優しいのね。そういうところ素す敵てきだと思うわ……」

「ん？　なにかいった？」

「ううん。なんでもないわ」

　ぷいっと赤くなった顔を背そむけた。

「それよりイソラ、草むしりは終わった？」

「ごめんなさい、まだ途中なの。すぐに続きをするわ」

　広い屋や敷しきに相応ふさわしく、前庭もかなりの広さだった。花か壇だんに植えられた花々は、嵯峨野家の使用人がいた頃ころは、こまめに手入れされていたのだろうが、今は誰だれにも構われることなく、ほったらかしにされている。

　あの詠美が、休日に麦わら帽子をかぶって草むしりなんてするはずもなく、みかねた一紀とイソラが、庭の手入れを引き受けた。

「いや、戻もどらなくていいよ。もう朝食の時間だ。続きは、またあとにしよう」

「わかったわ。その前に、植物に水をあげてきてもいいかしら？」

　イソラは、庭の手入れを買って出る代わりに、空いている花壇を貸して欲しいと詠美にお願いした。園芸などに興味のない詠美は、あっさりと許可をくれたのだった。

「咲さく花は、色々あるけれど～♪」

　如じよ雨う露ろで花壇に水を撒まきながら、どこかで覚えた歌を口ずさむ。

「ひまわりさんは、夏になると立派な花を咲かせます～。カーネーションさんは、赤と白の花を咲かせます～。みんな立派に育つでしょう～♪」

　イソラオリジナルの変な歌詞とメロディーの歌だった。

「あいてて……。草むしりなんて普ふ段だんしないから腰こしにくるなぁ……」

　抜き取った雑草を裏庭に捨てるべく、ひとまとめにしていた。すると、スクーターのエンジン音と共に郵便配達員が、嵯峨野家の前の坂を登ってくる。

「一紀、一紀！」

「怖こわがることないよ。あれは、ただの郵便屋さんだ」

「そうなの？　でも、なんだか凄すごく嫌な予感がしたわ」

「嫌な予感？　バイクのエンジン音や、郵便配達員さんの格好に驚おどろいたんじゃなくて？」

　人とは違ちがう特別な感性を持っているのか、イソラは時々些さ細さいなことで臆おく病びようになる。

「嵯峨野詠美さん宛あてのお手紙です」

「ご苦労様です」

　一紀は、郵便配達員から手紙を一通受け取った。

「なんだこれ？」

　送られてきた郵便物は、炭のように真っ黒に染まった封ふう筒とうだった。血のように赤い蝋ろうで封がされている。

　詠美宛に届いた手紙だが、封筒には差出人の名前は書かれていない。代わりに封筒の裏に、銀色のインクで判が押してあった。

　己おのれの尻尾しつぽを咥くわえた蛇へびが、丸い円を作っている、という奇き妙みような図ず柄がらの判だ。円の中央には、西洋風の剣けんと先せん端たんに宝石のついた杖つえが、蛇の作る円を貫つらぬくように描えがかれている。

　みるからに不ふ吉きつな装いの手紙だった。イソラが不安を感じたのは、郵便配達員の方ではなく、この手紙の方かもしれない。

「すぐに詠美に届けましょう」

　イソラは一紀の袖そでを、伸のびるほど強く握にぎっていた。




　地下室から出てきた詠美は、徹てつ夜や明けの疲つかれた身体からだをソファーに横たえた。

　封印の儀式が失敗してから、毎晩遅おそくまで地下室にこもって、例の歯車型魔導具の修復や研究などを行なっている。

「あー……うー……。さすがに徹夜は身体に悪いわね」

　詠美は、背せ丈たけの合わないボロボロの白衣を着用している。それは曾そう祖そ父ふの遺品だった。地下にこもる時、詠美はいつもその白衣を着用していた。

「ふぁ～あ、眠ねむい……。ちょっとガンバリ過ぎたかしらね」

　だら～っとソファーにもたれ込んだまま、全身の力を抜いている。

「お腹なか空すいたなぁ。でも眠くて起き上がる力も出ないわ……」

　ポケットの中に入れておいたストロベリー味のキャンディーを取りだして口に放り込む。包み紙を丸めて、いつもの調子で床ゆかに投げ捨てようとして手を止めた。

　つい数日前まで、詠美の投げ捨てたゴミと脱ぬぎっぱなしの服で荒あれ放ほう題だいだった館やかたの中が、見み違ちがえるように綺麗になっている。

　理由は、新しい使用人となった一紀とイソラが、熱心に掃除してくれているお陰かげだった。

「ふん、タダで寝ね床どこを与えてご飯食べさせてあげてるんだから、このぐらい当然よ」

　館の中に一紀の気配がない。朝食を作ってくれているのかと思ったが、違うようだ。

「あいつ、またイソラに構っているのね？　も～う、いい加減この館の主は誰なのか、理解しなさいよ！　あーん、お腹空いた！　眠いー！　座りっぱなしで、お尻しり痛ーい！」

　周りに誰もいないのに、詠美はソファーの上で駄だ々だをこね始めた。使用人がいた頃は、必ず誰かが駆かけつけてきたものだが、いまはもう誰もいない。

「詠美！　詠美！」

　イソラが、大急ぎで館の中に飛び込んで来る。

「あ……」

「はぅあっ!?」

　ソファーの上で、一人駄々をこねているところをみられてしまった。さすがに子供っぽいところを、イソラにみられるのは恥はずかしい。

　詠美は、何事もなかったかのようにソファーの上に座り直した。

「あら、庭の草むしり手伝ってくれたの？」

　指先が土で汚よごれているのをみて、表でイソラがなにをしていたのか察した。

「始祖竜の貴方あなたが人間の真ま似ね事ごとなんて似合わないわ。果たして、いつまで続くかしらね？」

「ヴィンセントも花が好きだったわ。特に白い薔ば薇らとラベンダーは彼のお気に入りだった」

　どちらも前庭の花壇に植えられている花だ。あの花々は、曾祖父が好きな花だったとは、さすがの詠美も知らなかった。

　詠美にとってヴィンセントの存在は、残してくれたこの館や、書物などからしか感じることができない。それに比べると、直接ヴィンセントに会ったことのあるイソラは、詠美にとって貴重な存在だった。

「もしよかったら、いつか曾ひいおじい様のお話聞かせてくれる？」

「詠美が、わたしに対する警けい戒かいを解いてくれれば、いつでもヴィンセントの話をしてあげるわ」

「貴方がいつ本性を現わすかわからないもの。警戒して当然だわ。大人しく地下室に閉じこもっててくれればいいのだけど……一人反対する奴やつがいるしね」

　わざと冷たい表情を作って、イソラの隣となりに立っている一紀を一いち瞥べつする。

「そんなことより嵯峨野さん、今こんな手紙が届いたんだ」

　一紀は、真っ黒な封筒を詠美に差し出す。

「手紙なんか、どうでもいいわ。それより早く朝ご飯の用意しなさいよ。私がこんなにお腹空かせているのに、どうして気づいてくれないの？」

「ご……ごめん。涼すずしいうちに草むしり終わらせたかったから……」

「草むしりなんて、いつでもできるじゃない。そんなことしている間に、私が餓が死ししたらどうするのよ？　まったく、気の利きかない監かん視し対象兼けん使用人ね」

　詠美の辛しん辣らつな小言に、一紀よりもイソラの方がむかっとした様子だった。

「詠美は、少し我がまますぎるわ。一紀の身体は一つしかないのよ。いくら使用人だからって、過か剰じような負担を押しつけるものではないわ」

「そうね。イソラのいう通りだわ。城しろ山やま君の身体は一つだけだものね。じゃあこれからは、館の掃そう除じはイソラ一人に任せて、城山君には食事の用意と私の着き替がえを手伝う仕事だけ任せようかしら？」

　その言葉に色を失ったのは一紀の方だった。

「それは困るよ！　この館の掃除ができないのなら、僕は使用人をやってる意味がない！」

「一紀は、どうしてそうなのよ！　ここは、ガツンといってやるところでしょうが！」

　一紀の〝掃除したい病〟は、使用人になってから益ます々ます悪化したようだ。さすがのイソラも呆あきれていた。

「どうやら私の勝ちのようね。これに懲こりたら二度と私に刃は向むかおうと思わないこと。いいわね!?」

「了りよう解かい！　朝食の用意だね？　すぐに済ませるから、もう少し待っててくれるかな？」

　テキパキと動き出した一紀を勝かち誇ほこった顔でみつめる詠美。反対にイソラは、納得できないような、不満げな表情をしていた。

「さーてと、ご飯ができるまでシャワーでも浴びようかしら」

　詠美は、一紀から手て渡わたされた封筒に目を落とす。裏に押されている銀色の判を目にして、詠美の表情が変わった。

「城山君、これを届けて来た人はどんな人だった？」

「え？　普ふ通つうの郵便配達員だったけど？」

「そう……」

　詠美は黒い封筒を白衣のポケットにしまいこんだ。

　そして、地下室に向かい、白衣を脱いですぐに戻って来た。先ほどとは打って変わって、思いつめた表情になっている。なにか重要な手紙だったのだろうか。

　シャワー室まで向かう詠美は、険しい表情をしていた。

　歩きながらルームソックスを脱いで、その場に脱ぎ捨てる。

「ちょっともう、嵯峨野さん！」

　詠美は、さらにカーディガンを脱ぎ捨てて、ブラウスも歩きながら脱ぎ捨てた。一紀が、ため息を吐つきながら、詠美の脱いだものを拾い上げていく。

　まるで学園内でのストレスを発散するように、家の中での詠美は、自由奔ほん放ぽうに振ふる舞まっている。使用人が段々いなくなっていった、というのもわからなくはない。

　シャワー室に入る直前には、Ｔシャツまで脱ぎ捨て、ブラジャーとスカートだけの姿になって扉とびらの向こうに消えて行った。

「詠美……随ずい分ぶん真しん剣けんな顔をしていたけど、あの手紙には、なにが書かれていたのかしら？」

　イソラが、脱ぎ捨てられたブラウスを拾い上げて一紀に渡わたしてくれた。

「なんだか大事な手紙のようだったけど、あとで本人に訊きくしかないね」

「そうね……」




　ラウンジのテーブルには、イソラと一いつ緒しよに作った朝食が並べられていた。

　フレンチトースト、焼きベーコン、スクランブルエッグ、ヨーグルトサラダというメニューだった。スクランブルエッグは、イソラが焼いたものと、一紀が焼いたものの両方が、同じ皿に並べて盛りつけられている。どちらが食べ物として優すぐれているかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

「うぅぅ……わたしの焼いた方は、焦こげててべちょべちょで、いかにも不ま味ずそうにみえるわ。どうして一紀の卵みたいに、ふわっとした感じに焼けないのかしら？」

「油の入れすぎだね。あと、卵をかき混ぜるタイミングも遅かった」

「一紀に混ぜるタイミングを合図してもらったのに、わたしったら焦あせっちゃって、菜さい箸ばしを落としたりするから……」

「気にすることはないさ。フライパンを落とさなかっただけでも、たいしたものだよ。次こそは上う手まくやれるさ」

「あう……」

　一紀の中ちゆう途と半はん端ぱな励はげましは、逆効果だったようだ。

「い、いきなり上手くはならないよ。普通は何度も失敗して上手じようずになるんだ。僕だって最初は料理が苦手だった。よく妹に怒おこられたもんだ」

「一紀もそうだったの？　それを聞くと、少しは気が楽になったわ……」

　イソラは、人間の生活に馴な染じもうと色々なことにチャレンジしている。

　料理も掃除も、まだまだ一紀の足を引っ張ることは多いが、積極的に取り組み、少しでも上達しようと頑がん張ばっている。

「人間として生きていくのは、思ったよりも難しいわね。昔みたいにお腹が空いたら野山の木の実を取って食べればいいってわけじゃないもの」

　フレンチトーストを一口かじる。さくっとした食感と共に優やさしい甘みが口一いつ杯ぱいに広がる。イソラは、頬ほおを膨ふくらませながら、うっとりとした視線を窓の外に広がる青空へ向けた。

「でも、こんな繊せん細さいで芳こうばしい食べ物は、封ふう印いんされる以前は口にしたことがなかったわ。現代に目覚めることができて、本当によかった……」

　イソラは卵や乳製品を使った料理に目がなかった。今にもほっぺたが落ちそうな顔をして、スクランブルエッグやヨーグルトサラダを口に運ぶ。

「はむ……はむ……。もぐもぐ、もぐもぐ……」

「ふふっ……」

　口一杯に料理を詰つめ込んで、一いつ生しよう懸けん命めい咀そ嚼しやくするイソラの姿は、リスやハムスターのように愛くるしい姿だった。

「それとも、一紀が作ってくれたものだから、こんなに美お味いしく感じるのかしら？」

「大おおげさだな。イソラも、もう少し練習すれば、このぐらい簡単に作れるようになるよ」

「そんな日が来ればいいけど……下へ手たなままでも、いいかもしれないわ」

「どうして？」

「だって、わたしはずっと一紀にご飯を作ってもらいたいんだもの。わたしが料理上手になっちゃったら台無しでしょ？　だから料理の練習は、ほどほどにしておくわ」

　朝食を全すべて食べ終わったあと、イソラはナプキンで口を拭ぬぐって両手を合わせた。

「ごちそうさま。美味しい朝食だったわ。顔を少しこちらに向けてくれないかしら？」

「こう？」

　イソラにいわれるまま顔を向けた。

　ちゅっ……。イソラは、一紀の左頬にキスをする。

「今のは、ほんの些さ細さいなお礼よ」

　腰こしの位置で手を組んで、赤くなった顔をうしろに向ける。

「うしろのお庭にいってくるわ。白い花を集めてこなくちゃ」

「白い花？　わかった。くれぐれも屋や敷しきの敷しき地ちからは出ないようにね」

「もちろんよ。一紀に黙だまって、無茶なことはしないわよ」

　イソラは、麦むぎわら帽ぼう子しをかぶって裏庭へ向かった。

「それにしても、嵯峨野さん遅おそいなぁ」

　詠美がシャワー室に入ってから、そろそろ一時間近くが経たとうとしている。

「……しろやまく～ん。……し～ろ～や～ま～く～ん！」

　タンミング良くシャワー室の方から詠美の声が聞こえた。

「嵯峨野さん、どうしたの？」

　一紀がシャワー室の前に駆けつけると、脱だつ衣い所のドアが半分開いて、中から詠美が顔を出した。濡ぬれた髪かみをタオルで覆おおい、身体からだをバスタオルで隠かくしただけの格好である。

「着替えを持って入るのを忘れたわ。悪いんだけど、洗い終わった洗せん濯たく物ものの中から、適当に選んで持ってきてくれない？」
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　詠美の肌はだは上気して桜色に染まっていた。濡れたまつげから、雫しずくが垂れ落ちている。

　唐とう突とつに風ふ呂ろ上あがりの姿をみせつけられ、慌あわてて目を逸そらす。

「着替えだね……わ、わかった！」

　詠美の洗濯物の中から一通りの服を集めて、シャワー室へ戻もどった。

　ドアの隙すき間まから腕うでだけを差し入れて着替えを手渡す。

「ありがとう助かったわ。やっぱり、誰だれかいてくれるといざという時、安心ね。あ、でも……城山君に下着を持ってこさせるなんて、ちょっと不注意過ぎたかも。こ……こういうことは二度とないようにするわ。わかってる？」

「うん……」

「ほんと、私としたことが迂う闊かつだわ。城山君に日記のネタを提供してしまうなんてね。今日提出する日記には、いまの気持ちを素直に綴つづるのよ？　もしエッチなことを考えてたら、ちゃんとそのことも書くのよ？　でも仮に変態っぽい想像してたら、私は許さないけどね」

「どうすりゃいいんだよ……」

「さあね。日記を書くのは君の義務なんだから、自分で考えなさい」

　服を着た詠美は、さっさとラウンジに向かっていった。

　湯船には、お湯が溜ためられたままだ。これを片付けるのも、使用人である一紀の役目。




「あ……あの、詠美」

　朝食後のリラックスした状態でテレビを観みていた詠美に、イソラが恐おそる恐る話しかける。

「なに？」

　テレビに視線を向けたまま返事をする。イソラの方を向こうともしない。

「わたしと詠美との間に色々と誤解があるようだけど、わたしは詠美と仲良くやっていきたいと思っているわ。友達になってとはいわない。だけど……」

　イソラは、背中に隠していた庭の花を編んで作った冠かんむりを差し出した。

「これ！　詠美のために作ったの！　よ、よかったら受け取って欲しいわ……」

　詠美は、花はな冠かんむりを一いち瞥べつしてから、再びテレビに視線を戻す。

「始し祖そ竜りゆうの癖くせに小こ賢ざかしいことするわね。そんな物で私の気持ちを引こうっていうの？」

「違ちがうわ！　わたし……この館に住まわせてもらっているのに、詠美になんのお礼もできないから、なにか感謝の気持ちを表わしたくて作ったの」

　詠美は、なにもいわずにテレビを観ていた。だめか……と、イソラは肩かたを落とす。

「ん……」

　黙ってイソラに手を差し出す。イソラは、恐る恐る花の冠を詠美に手渡した。

「私も子供の時作ったわ。全然上手く作れなくて、いつも途と中ちゆうで断念したけど」

　若草の匂においのする花冠を頭上に乗せる。

「似合う？」

「う、うん……。素す敵てきよ、詠美」

　感謝の気持ちが、詠美に伝わったようだ。詠美は、頭に花冠を乗せたまま無表情でテレビを観続けている。

　実は詠美は、心の中でイソラに対してなにをいうべきか迷っていた。せめて感謝の言葉ぐらい口にするべきかと考えていた矢先──。

「うっ……」

　突とつ然ぜん、イソラが胸の辺りを手で押さえてうずくまった。

「イソラ？　どうしたの？」

「あう……。どうして……？　いままで大人しくしてたのに……」

　イソラは、すぐに自分の中でなにが起っているのかを理解した。イソラと共に封印されていた〝彼ら〟が目を覚ましたのだ。




　──一紀……どこにいるの？　助けて……ッ！

　風ふ呂ろ場ばの後片付けをしていた一紀の頭の中に、突然、女の子の声が響ひびく。山頂の封印が解ける前に聞こえた、あの不思議な声とまったく同じ声だった。

「イソラ!?」

　はっきりとはわからないが、イソラになにか重大事が起きた予感がする。

　一紀は掃そう除じ道具を放り出して、イソラの傍そばに向かった。




「酷ひどい。誰がこんなことを……」

　ラウンジに駆かけつけた一紀の目にまず飛び込んできたのは、真横にひっくり返されたテーブルだった。上に載のっていた皿や花か瓶びんが割れて、絨じゆう毯たんの上に破片が散乱していた。

　窓のカーテンも、化け物が巨きよ大だいな爪つめで引ひっ掻かいたように引き千切られている。

　まるで台風が過ぎ去ったあとのような荒あらされぶりだ。

「……イソラ!?　どこだ!?　あ──」

　イソラの姿は、すぐにみつけることができた。ラウンジから玄げん関かんに向かう廊ろう下かの途中で、壁かべに寄り掛かかるような姿勢でうずくまっている。

「はあ……うぅっ……」

　顔色が悪い。

　ワンピースの胸の辺りを掻きむしるようにつかんで、荒あらい呼吸を繰くり返かえしていた。

「か、一紀……」

　イソラは、一紀の姿をみて、青ざめた顔を無理に引きつらせて苦笑する。

「こんなところで倒たおれているなんて、いったいどうしたんだ？」

「なんでもないの……き、気にしないで。それより、テーブルを……ひっくり返してしまったわ。あとで片付けておかないと……」

「片付けは僕がするから、イソラはとりあえず、部屋で休もう」

　イソラに手を貸して身体を起こさせる。

　なんとか立つことはできたが、すぐに胸の辺りを押さえて苦しみ出す。

「駄だ目め……おさまって……。こんなところで、目を覚ましちゃ……駄目……よ」

　それはイソラが自分にいい聞かせているのではないことは、すぐにわかった。イソラの中にいる、自分以外の何者かにいい聞かせている。

「今まで何事もなく、平へい穏おんにしていたはずなのに……。どうして、今日になって急に暴れ出すの……？」

　イソラは、無意識のうちに一紀の手をしっかり握にぎりしめていることに気付いた。

「一紀……離はなれて……貴方あなたは、巻き込みたくない……」

　どうしてそんなことをいうのか、わからない。まさか、イソラが一紀を傷つけるとでもいうのだろうか？

「イソラのいうとおりにした方がいいわ。城山君は、すぐにそこから離れて」

　詠美が、地下室へ下りる階段の方角から駆けつけて来た。手には、タブレット型電子機器を持っている。

「嵯峨野さん。イソラが苦しんでる……。なにがあったのか知らない？」

「ええ、知ってるわ。……だからいったじゃない。イソラをすぐに封印しないと大変なことになるって。イソラが、この世界で生きたいと願っても、それは無理なことなのよ……。どんな手を使ってでも始祖竜を封印しておかなきゃ駄目だった……。わかっていたのに、うっかり心を許してしまった自分が情けないわ」

　手に持っていたタブレット型の電子機器を起動させる。液晶画面に明かりが点ともり、詠美からの命令を待つ状態になった。

「封じられた痕跡の書架ancient scroll library　起動──」

　詠美の周囲に儀ぎ式しきの時にみた、光で編まれた文字の鎖くさりが出現する。

「ま、待ってよ！　嵯峨野さんは、イソラをどうするつもりなの？」

　イソラをかばうように詠美の目の前に立ちはだかる。

「決まってるわ。イソラの中に眠ねむっている【形けい而じ上じよう存在】が完全に目覚めないうちに手を打つのよ」

「魔ま法ほうを使うっていうの……？　イソラに対して？」

「そこをどきなさい。巻まき添ぞえを食いたくなければ、離れていることね」

　詠美は、自分に課せられた使命を達成するためなら手段を選ばない人間だ。邪じや魔ま者ものは、躊ちゆう躇ちよなく排はい除じよするだろう。

　それでも一紀は、イソラの傍を離れることはなかった。

「嵯峨野さんは大おおげさすぎるよ。イソラは……少し具合が悪いだけだ。部屋で休めば、すぐに元気になる。だから僕が寝しん室しつに連れて行くよ」

　イソラの小さな身体を抱だき上げた。

「そう……覚かく悟ごができてるってわけね。わかったわ……」

　詠美は、迷いを打ち消した表情で、イソラを抱きかかえた一紀を睨にらみ付ける。

　一紀の首には、例の首輪が嵌はめられたままだ。詠美が一言、首輪に命令を下せば【チェッリーニの首輪】は、一紀の喉のどを絞しめ上げるだろう。

「……くっ」

　しかし、詠美は首輪に命令を送らなかった。首輪を作動させて苦しめたところで、一紀は引かないだろうと踏ふんだのだ。

　詠美に背中を向けて、イソラを寝室へと運ぶ。詠美は、結局なにもできなかった。

　ぽつんと取り残された詠美は、洗ったばかりの髪を掻きむしって怒おこる。

「どうしてあいつは……私に逆らってばかりなの？　どうして、イソラの味方ばかりするのよ！　もう～～～馬ば鹿かぁッ！」




　イソラを部屋に運んでベッドに横にならせる。

　いつの間にか、イソラの苦しみはおさまっていた。

「ごめんなさい、心配かけたわね」

　顔色は相変わらず悪かったが、先ほどよりも大分落ち着いたようだ。

「気分はもういいの？」

「一紀が、傍にいてくれたからよくなったわ。貴方に抱きかかえられた途と端たん、わたしの中にいる〝彼ら〟も大人しくなったわ……。どうしてかしら？　不思議なものね」

「彼ら？」

　イソラは、一紀の手を握ったまま、静かに口を開く。

「いつか一紀に話さなきゃいけないと思っていたの。わたしが、始祖竜と呼ばれている理由を……。でも、中々いい出せなかった。だって、一紀に怖こわがられてしまうかもしれないから」

「僕がイソラを怖がる？　そんなことは絶対にないよ。約束する」

　イソラは、ありがとうとお礼をいう代わりに、力強く一紀の手を握りしめる。

　そして、意を決して自分の秘密を打ち明け始めた。

「大昔に八匹ぴきの竜がいたわ。一紀たちが今いる宇宙を作った始祖の竜よ……。そのうちの四匹は、すでに人間たちに正体を曝あばかれて存在を消したわ。でも残る四匹の竜は、まだ存在を明らかにされていない……一部の人間を除いてね」

「まさか、その四匹の竜のうちの一匹が、イソラだとでもいうの？」

「ええそうよ。わたしは、宇宙を作った八匹の竜のうちの一匹なの。今人間の姿をしているのは、大昔にいたある大だい魔ま術じゆつ師しが、わたしを召しよう喚かんする際に、人の形に具象化したからよ。本来のわたしは、定まった形を持たない無固形存在なの」

　一紀にとって竜といえば、蛇へびのように長い身体からだを持ち、硬かたい鱗うろこで身を固めた、お話の中に登場する空想上の生物のことだ。

「竜りゆう……というのは、わたしたちのことを、どういい表せばいいのかわからない人間たちが勝手にイメージを当て嵌めただけよ。わたしは、蛇のような長い身体も、硬い鱗も持っていないし、ドラゴンボールを集めた人の願いを叶かなえてあげる力もないわ……」

　くすっと笑う。この前、寝ね床どこで絵本代わりに聞かせた現代の〝お伽とぎ話ばなし〟のことを、イソラは忘れずにいてくれたようだ。

「八匹の始祖竜の他ほかにも、この世のものではない存在が、世界の至るところに潜ひそんでいるわ。それが形而上存在……。人によっては、それを〝神〟や〝悪あく魔ま〟と呼んだりもするわ。彼らの一部は、わたしの中で眠っている……。そして時々目を覚まして、魂たましいを欲しいといって暴れるのよ」

　それが、先ほどイソラを苦しめた発作の原因なのだ。

「ごめんなさい……少し眠くなってきたわ。この続きは……また……」

　一紀の手を握ったまま、意識を失うように眠りに就いた。すぐさま静かな寝ね息いきを立て始める。

　イソラがせっかく勇気を振ふり絞しぼって打ち明けてくれたのに、一紀にはイソラの言葉を理解してあげることができなかった。

　だが、詠美のような【魔ま法ほう使つかい】が実在するのだから、【始祖竜】だの【形而上存在】だのがいても、おかしくないと感じた。

　昔、義父がいっていた言葉を思い出す。

「我々のいる宇宙は、まだ九割近くが闇やみに包まれている。どれだけ文明が発展したといっても地球人はいまだに自分たちの目にみえる、一割程度の光の中で生活しているに過ぎない」

　イソラの話は、一紀たち人間がまだ知らない、九割の闇の中の話なのだろうか。だけど、八匹の竜が宇宙を作ったといわれても、今一つピンとこない。

　科学や物理などの知識に疎うとい一紀でも、この宇宙は、ビッグバンという現象によって始まったことぐらいは知っている。

　寝室のドアが開いた。詠美が、部屋の入り口に立って一紀たちをみている。

「城山君がイソラの暴走を収めたのね？　いったい、どういう魔法を使ったのかしら？」

「魔法じゃないよ。ただ単にイソラを落ち着かせて眠らせただけだよ」

「嘘うそよ。始祖竜が一度暴走を始めると、形而上存在が様々な自然現象を巻き起こして、人々に災さい厄やくをもたらす。抑おさえる手段はないと、曾ひいおじい様が残した文ぶん献けんに書かれていたわ」

　だがイソラは、カーテンを破ってテーブルをひっくり返しただけで、自力で暴走を抑え込んだ。間ま違ちがいなく一〇〇年前の記録とは違う展開になっている。

「城山君は、自分は魔術師じゃないと主張するけど、君のしたことは、魔術師の私からみても不思議なことだわ。けど、君にはその自覚はなさそうね」

　ぽかんと口を開けている一紀をみて、詠美は深くため息をついた。

「普ふ段だんは落ち着いている癖くせに、イソラのことになると夢中になるんだから。ますます二人の関係が怪あやしく思えて来たわ」

「前にもいった通り、僕とイソラは、知り合いでもなんでもないよ。あの夜に初めて顔を合わせたんだ」

「そう……今は二人の関係を追及してもしょうがないわね。それよりもまず、君の着き替がえ持ってきてあげたから、これに着替えて」

　一紀に服を手て渡わたす。

「イソラのことが心配なのはわかるけど、服ぐらい着なさいよ。どうして、上だけ裸はだかなのよ……？」

　詠美は、真っ赤になった顔を向けたまま、一紀の顔と身体の両方に視線を送っていた。

「わあああああっ！　お風ふ呂ろの掃そう除じで濡ぬれちゃいけないと思って上を脱ぬいでたんだけど……ごめん！　すぐに服を着るよ！」

　持ってきてもらったシャツに袖そでを通す。詠美は、服を着る一紀から目を逸そらさずに興味深そうにみつめている。

「城山君って、意外と男らしい身体してるのね」

「そ、そう？　多少は鍛きたえてるけど、このぐらい普ふ通つうじゃない？」

「ふ……普通がどれくらいなのか知らないわ。男の裸ってあまりみたことないし」

　一紀自身は、まだまだ鍛え方が足りないと思っているが、男性の身体を見慣れていない詠美には、たくましく映るのかもしれない。




　服を着た一紀は、詠美に案内されて地下室へやってきた。

　イソラが打ち明けてくれた話を理解するために、イソラが始祖竜と呼ばれている理由を教えてくれるように詠美に頼たのんだのだ。

「イソラがいつ目覚めるかわからないから、あまり時間はかけられないけどね」

　目を覚ましたら、またイソラは苦しみ始めるかもしれない。本当ならずっと傍そばについててやるべきなのだろうが、詠美が地下室じゃないと説明できないというので付いてきた。

「君が魔術師じゃないというのなら、真相を教えるべきではないのだろうけど……まったく無関係なわけじゃないから、さわりだけでも教えてあげるわ」

　詠美は、倉庫からプロジェクターを引っ張り出して来て、コードを接続してスイッチを入れた。

「私たち魔術師は、何千年もの昔から、現代の宇宙物理学が確立する以前に、独自の宇宙理論を確立し、それに基づいて研究してきたわ。なぜビッグバンが起きたのか……なぜ、宇宙は四つの力で制せい御ぎよされているのか……。そして我々魔術師は、世間では常識となっている宇宙観とは、相反する真理に行き着いたの」

　詠美は、一紀の反応を確かめながら話を続ける。

「我々魔術師は、随ずい分ぶん古くから目にみえない、観測することもできない、もう一つ別の世界があると主張してきたわ。アストラル界……霊れい界かい……上位世界……魔ま術じゆつの流派によって呼び方は色々あるけど、私はそれを【φフアイの世界】と呼んでいるわ」

「ファイ？」

　真っ白なスクリーンに映像が表示される。「φ」の記号が映っている。

「この記号は、元々ギリシャ文字だけど、数学記号にも使われるわ。よくみて、この形、まるで零ゼロを斜しや線せんで打ち消したようにもみえるでしょ？」

「いわれてみれば……」

「零……つまり、ビッグバン以前の世界。この宇宙が誕生する以前も以後も、別の世界が存在していて、私たちが暮らしている宇宙は、このφの世界で起きた大変革の影えい響きようで、ついでに産み出されたものなの」

　詠美は、次のスクリーンを表示する。中世のヨーロッパの本の挿さし絵えのような、写実的な絵が映し出された。絵には、ローブを頭までかぶった髭ひげもじゃの老人が描えがかれている。

「この人は？」

「〝第一のヘルメス〟よ。我々魔術師の開祖といえる人ね。凄すごく長生きな人で、ノアの洪こう水ずいのあとに生まれ、最後はエジプトのピラミッド建造の指揮を執とったといわれているわ。軽く三千年は生きてるわね」

「三千年？　まさか。普通の人間がそんなに長生きできるわけないよ」

「普通の人間なら無理ね。でも、ヘルメスは、この世界の住人じゃないの。さっきいったφの世界で生まれたらしいの。φの世界での知識を人間たちに教えるために、人間の姿に転生したといわれているわ」

　机の上に置いてある、分厚いカバーのついた本を指差す。

「ヘルメスは、色んな時代に色々な本を書いているけど、一番重要なのは、この【エメラルド・タブレット】と呼ばれている本よ。うちにあるのは、その写本だけど、この本にはφの世界のことや、そこで起きた抗こう争そう、そして八匹の竜のことも書かれている……」

　分厚い本の表紙を開く。日に焼けた紙には、なにも書かれていなかった。全すべて白紙だ。一紀が目をぱちくりさせていると。

「残念ながら、普通の人間にはこの本は読めないの。これを読むには、専用の魔導具が必要になるわ。だから、私もまだ本文を確認できていないの。実際にこの本を読んだ人に話を聞くしかないわ。幸い、曾おじい様が存命の頃ころ、一度だけ読んだことがあるらしいの。内容をメモしておいてくれたから、私はいまこうして、城山君に【φの世界】のことを説明できているのよ」

　詠美はエメラルド・タブレットの写本を閉じた。

「始祖竜にはそれぞれ名前がある。【∴aum】、【∵ul】、【∈arla】、【￢isr】……わかっているのは、この四つ。それぞれ、現代の科学では解明されていない、五番目から八番目の力だといわれているわ」

　宇宙は、四つの力──基本相そう互ご作用がある。重力、電磁気力、強い力と弱い力。あらゆる物質は、その相互作用の影響を受けて、宇宙を構成している。

　詠美たち魔術師は、それ以外にまだ科学者たちが発見していない物質の相互作用があると主張しているのだ。そして、それぞれに始祖竜の名前が冠かんされているのだという。

「ちょっと待って。今いった【￢isr】って……イスル？　イソラっていう風にも聞こえたんだけど」

「そのまさかよ。エメラルド・タブレットに書かれていた〝宇宙を構成する八つの力〟……その八匹ぴき目の始祖竜がイソラなの。彼女の正式な名めい称しようは、【￢isr】というわ」

　つまりイソラは、電磁気力や重力と並ぶ、基本相互作用の象しよう徴ちようのような存在であり、大昔にいたヘルメスという魔ま術じゆつ師しが、その存在を本に書き記すほどだという。

「ヘルメスは、宇宙の創始者である八匹の始祖竜とずっと対話を続けていたらしいの。単なる〝力〟が、意思を持っていたというのも驚おどろきだけど……その中の一匹の竜が、人間の世界に興味を持ったらしく、ヘルメスがそれに応じて、人間として転生させたというのも、まったくもって驚きだわ」

「じゃあ、イソラがこの世界にいられるのは、そのヘルメスという魔術師のお陰かげってこと？　そして、あの姿も……」

「あれはヘルメスに与あたえられた、仮の肉体でしょうね。本当の姿は、多分私たち人間にはみえないのだと思うわ……。今の説明でわかったでしょ？　イソラは、私たちが想像もできないほど遥はるかに強大で危険な存在なの。私たちは、彼女が暴走しないように眠ねむらせておくことしかできないのよ」

「そんな……」

「ヘルメスが持っていた【賢けん者じやの石】でもあれば、話は別でしょうけど……曾おじい様ですら、賢者の石は手に入れることができなかったわ」

　イソラがどれだけ危険な存在なのか……今の詠美の説明だけでは、ピンときてない部分もある。一紀の平へい凡ぼんな知能で、今の説明を全すべて理解しろというのも無理な話だ。

　一紀がいま一番知りたいのは、この先もイソラが人間として生きていくことができるのかどうか。それだけだ。

　──どこにいるの？　一紀……。

「あ、イソラが呼んでる……。目を覚ましたみたいだ。いってやらなきゃ！」

「待ちなさい！　まだ説明は終わってないのよ!?」




「イソラ！」

　寝しん室しつに飛びこんだ。

　ベッドの上で、胸むな元もとを掻かきむしって苦しんでいるイソラの姿が目に入った。慌あわててイソラを抱だきしめる。それぐらいしか、してあげられることはない。

「ごめん。傍から離はなれちゃって……」

　両りよう腕うででイソラの細い身体からだをしっかりと包み込む。イソラは、自分の胸の代わりに一紀の背中に爪つめを立てた。

「つッ──！」

　背中に激痛が走る。イソラは息を荒あらげながら、自分の中にいる何者かと戦っていた。

（静まってくれ。お願いだ……。イソラは、普通の女の子なんだ。もう、イソラを苦しめないでくれ……）

　一紀の思いが通じたのか、イソラの発作は徐じよ々じよに治まっていった。

「き……来てくれたのね一紀？　呼べば、必ず駆かけつけてくれると信じてたわ」

「苦しいのは、治った？」

「さっきまであんなに苦しかったのに、一紀に抱きしめてもらったら、不思議なくらい落ち着いたわ」

「それはよかった。今日はずっと傍にいてあげるから、安心して休んで」

　イソラをもう一度ベッドに寝ねかせて、シーツをかけてあげる。

「地下室で、詠美となにを話していたの？」

　どうやら、地下にいたことがバレているようだ。

　ここで嘘うそをついてもしょうがない。一紀は、地下で詠美から聞かされた話をイソラに打ち明けた。

「……そう。φの世界のことも、ヘルメスのことも詠美から聞いたのね？」

「嵯峨野さんの話が本当だろうと、嘘だろうとどっちでもいい。僕にとって、イソラはイソラだ。今まで通り、なにも変わらない」

「一紀なら、きっとそういってくれると思ったわ……。だけど、詠美の話には、不足しているところがあるわ。それは、わたしの中に閉じ込められている、古いにしえの神々の存在よ」

　イソラは、かけてもらったばかりのシーツから抜ぬけ出し、ワンピースを脱ぬぎ始める。

「イソラ？」

　ワンピースの下は、キャミソールとＴシャツを着ているだけだった。どちらも詠美に貸してもらったものだ。それらも脱ぎ捨すてて、ショーツ一枚の姿になる。

「ここに彼らがいるわ。一紀のお陰で今は大人しくしているけど、まだ少しだけ蠢うごめいている。一紀……ここに耳を当ててみて」

　肋ろつ骨こつの稜りよう線せんが浮うき出た裸はだかの胸を指差す。人間でいえば、心臓に当たる場所だ。

　一紀は、イソラの指し示した場所に耳を当てた。

「──ッ!?」

「どう？　聞こえたかしら？」

「……な、なんだいまの？」

　イソラの胸の中から聞こえて来たのは、心臓の音ではない。

　獣けもの？　いや、それよりも、もっと激しい──これまで一紀が耳にしたことのない、おぞましさを感じる無数のうめき声だ。

「ヘルメスが、始し祖そ竜りゆうだったわたしを少女の姿に転生させる時、一いつ緒しよにこの身体に閉じ込められてしまった古い神々よ。彼らは、災さい厄やくの神、暴風雨の神、破は壊かい神、邪じや神しん、魔ま神などと呼ばれて、人々から恐おそれられていたわ。ヘルメスは、人間たちの願いに応じて、始祖竜であるわたしの力を利用し、古の神々をこの身体に封ふうじ込こめたの」

　先ほど脱いだワンピースを着て、再びベッドに横になる。

「古の神々の正体は、わたしと同じく、φの世界から追放された者たちなの。荒くれ者ものの彼らは、わたしの中に閉じ込められたあとも、人の魂たましいを欲しがって暴れるの。わたしが彼らを抑おさえられればいいのだけれど……さっきのように彼らを抑えきれずに、負けそうになる時もあるわ」

　イソラは静かに目を閉じた。長いまつげが、光を浴びて輝かがやいている。

「いつか私は、彼らに負けて、封じられている古の神々を〝再び〟この世界に解き放つかもしれないわ。もしそうなった場合、この町……いえ、この世界がどうなるのか、想像もつかない……」

　窓の外に広がる風景をみつめる。

「ふう……。詠美のいうとおりかもしれないわね。やはりわたしは、目覚めてはいけない存在だったのよ」

「イソラは、人間になりたいんだろ？」

「もちろんよ。まだまだやりたいことが沢たく山さんあるわ。学校にも通いたいし、料理も覚えたいわ。植えたお花の世話もしなきゃいけないし。外に出て色んなものをみてみたい……やりたいことが沢山あるの。だけど……」

「じゃあ、諦あきらめるようなこというなよ。イソラが諦めたら、古の神々とやらの思う壺じゃないかな？」

「一紀……。でも……」

　否定させないように、イソラの口に指をあてる。

「ふふっ……。そうね、一紀のいうとおりだわ」

　イソラの頬ほおを撫なでた。さらりとした肌はだ触ざわりと、人間らしい温もりがある。

「一紀の手、温かいわ……。傍そばにいる間、わたしに触ふれ続けていてくれないかしら？」

「イソラがそう望むなら、ずっと触っててあげるよ」

　イソラは、一紀の手を握にぎって、襟えり元もとからワンピースの中に導いた。先ほど一紀が耳を当てた位置にまで誘ゆう導どうする。

「ここに手を置いててくれると、とても落ち着くの。構わない？」

「了りよう解かい。イソラが眠っている間、ずっとここに手を置いててあげるよ」

　イソラは安心したような笑えみを浮かべた。そして、目を閉じると、また静かな寝ね息いきを立て始める。

　一紀は、イソラの胸に手を置いたまま、その寝顔をずっとみつめていた。




　フィリップは、相棒の澪みおと共に駅前の甘味屋に入っていた。

　テーブルの上に広げた地図に視線を落としながら、今後の作戦を練っている。

「こうして地図で眺ながめても、地理的に変わった場所じゃないことがわかる。風水的にみても、際立ったところはなにもない。よくある田舎いなか町だね」

　平へい和わ原はら町には、特別目を引く施し設せつがあるわけではなく、特産品もない。都心から電車で一時間程度という微び妙みような距きよ離りにあるごくありふれた町だった。

「今いま頃ごろ、向こうには魔術師協会ウロボロスの蛇からの手紙が届いているだろう。あの小こ娘むすめが、協会の要よう請せいに正直に応じるわけがない。きっと俺たちの出番は来るはずだ」

　フィリップは、襟元でカールした自分の髪かみを指先で弄いじりながら、向かいの席に座っている澪に言葉を投げかける。

「はふ……はふ……っ！　ず、ずずずっ……ずずっ！」

　澪は、まったく話を聞いていない。注文したおしるこのお椀わんを持って、一いつ生しよう懸けん命めいに口を動かしている。澪の目の前には、既すでに空になったお椀が三つ重ねて置かれていた。

「ちょっと澪、食べてばかりいないで、少しは真ま面じ目めに考えてくれないか？　【蒼あおい眼の魔術師】が、意図的に封ふう印いんを解いたのか、それとも事故で封印が解けてしまったのかはともかく、相手の出方次し第だいで俺たちは、【始祖竜】を敵に回して戦うことになるかもしれないんだ。たかがＡアデプト位階クラスの魔術師一人といえど、油断はできない」

　フィリップの視線は、地図上……平和原町の一番北ほく端たんにある嵯さ峨が山やまに注がれている。その山の麓ふもとに嵯峨野家の館やかたがあるのは、澪の放った使い魔まが既に調査済みだった。

　澪は、食べ終わったおしるこの椀を置く。

「使い魔の力を借りるのは……φフアイの世界と繋つながること。つまりお腹なかが空すくということ……」

「なにが〝つまり〟なのか、俺にはまったく理解できないんだがね」

　フィリップは、銅でできた箸はし置おきを拾って、地図の上の嵯峨山の麓に置いた。

「先日行なわれた魔術師協会の会合では、もし彼女が、協会の要請に従わず、始祖竜を引き渡わたさないつもりなら、懲ちよう罰ばつ部隊である【黒こく衣い十じゆう七なな緇し徒と】を動かすべき……という意見も出たらしい。そうなれば、始祖竜と魔ま術じゆつ師しの全面対決に発展する可能性が高くなる。一〇〇年前の【次元の黄昏たそがれ】の再来だ。あの時は、辛かろうじて一線を越こえることなく、破滅カタストロフイを防ぐことができたけど……今度はどうだろうね？」

　真しん剣けんに語りながら、フィリップは所々で笑みをこぼしていた。まるで、世界が混乱に陥おちいるのを待ち望んでいるかのような態度だ。

　澪は、テーブルの端はしにあるお品書きに手を伸のばす。まだ食うつもりらしい。

「フィリップ……貴方あなたも、十七緇徒の一員じゃないの？」

「俺は……次席、そう次席だよ。首領マジスターは、俺の実力を買ってくれているが、年若い俺を協会の中でも〝特別優すぐれた魔術師〟に選せん抜ばつするのは、他の魔術師たちの嫉しつ妬とを招くと配はい慮りよしてくれて、予備門ポータルグレードに留めておいてくれたんだ」

「それはとても気の利きいた配慮ね」

「そう思うだろ？」

「でも、あたしたちが標的にしている蒼い眼の魔術師は、先月、魔術師協会の日本支部で、ＡＡアデプタス・マイナーへの昇しよう進しん試験を受けたと聞いたわ。結果は、惜おしくも不合格だったけど、首領マジスターは、一五歳という若さと彼女の才能をみこんで、特別に予備門ポータルグレードの位階を授けることを決定した……」
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　つまり、フィリップと詠美は、魔術師協会の中で、同じ実力だと認められている者同士ということだ。フィリップは、余よ裕ゆうのある表情で澪の言葉を聞いていたが、心中穏おだやかではなかった。

「今から五年前だ。嵯峨野詠美と知り合ったのは──」

　フィリップは、昔を思い出すようにゆっくりと口を開いた。

「ロンドンの協会本部で、初めて嵯峨野詠美と出会った……。あの小娘が【蒼い眼の魔術師】という御名シエムを拝受する前のことだ。当時、彼女はまだ一〇歳の少女だった。その時、既に【外陣アウター】の実践者プラクテイカス・位階クラスの魔術師だった俺は、少年少女魔術師の指導教官のような役目を担っていた。嵯峨野詠美は、その生徒の一人に過ぎなかったんだ……」

　フィリップの印象では、詠美は凄すごく真面目で、真剣に魔ま術じゆつ修行に取り組んでいるが、あの高名な魔術師である「嵯峨野ヴィンセント」──本名、「ヴィンセント＝フォーチューン」のひ孫だという周囲からの期待をプレッシャーに感じて、伸び悩なやんでいる様子だった。

　嵯峨野家の血を引く魔術師は、ヴィンセントが残した始祖竜の封印を守るという使命を背負わされるため、周囲が詠美に対して期待の目を向けるのは当然のことだった。

「嵯峨野詠美は、魔術修行のためにロンドンに一年ほど滞たい在ざいしていたが、ふんっ……最後まで俺に認められる生徒にはならなかったよ……。成績も、下から数えた方が早い方だった。才能もなにも感じなかったなぁ」

　ここに本人がいないとわかっているため、フィリップは好きなように詠美をこき下ろしている。

　澪は黙だまってフィリップのいうことを聞いていた。フィリップの言葉を裏付けるものはなにもないため、一いち概がいに嘘うそだとは断定できない。

　それからおよそ五年の間、フィリップは魔術師として修行を積んで実践者プラクテイカスの位階から、哲人フイロソフアス、達人──Ａアデプトと順調に昇進していき、とうとう【内陣インナー】の一歩手前である予備門ポータルグレードの位階にまで到とう達たつした。

【内陣インナー】とは、協会に所属する魔術師の中でも、上級位階に到達した魔術師のことで、協会や支部の運営に携たずさわることができる。一部の選ばれた魔術師にしか昇進が認められることはない。

　予備門ポータルグレードとは、【外陣アウター】から【内陣インナー】に上がるための準備期間の魔術師に与あたえられる特別位階で、協会の幹部候補生として認められた証あかしのようなものである。

　この間に魔術師協会に対して際立った功績を残した魔術師だけが、【内陣インナー】への昇進が認められるのだ。

「この五年間、俺なりに死にものぐるいで魔術の修行に打ち込んできた。そして、やっとの思いで予備門ポータルグレードの位階にまで到達した……それなのに、五年前はまったく目立たない生徒だった彼女が、どういうトリックを使ったのか知らないが、かつての指導官である俺と肩かたを並べる位階にまで到達している……」

　フィリップと詠美が、現在同じ【予備門ポータルグレード】位階にあるということは、将来どちらか優れている方が、先に【内陣インナー】に昇進できるということだ。

　ロンドンにいるフィリップが、わざわざ今回の任務を買って出たのは、四年の間にめきめきと実力を付けた詠美を偵てい察さつすることと……将来の禍か根こんを断つために、隙すきあらば詠美の足を引っ張ってやろうという魂こん胆たんがあった。

　幸い、詠美は始祖竜の封印の修復に失敗した。これでまた、一〇〇年前のような惨さん事じがこの町で起これば、詠美は確実に今の地位を失うことになる。

「あの若さで、〝蒼い眼の魔術師ブルーアイ・メイガス〟という御名シエムを授かるのは、たいしたものだ。同じ協会に所属する魔術師として、彼女には敬意を払はらっているよ。でも、俺だって〝精霊の射手エレメンツ・シユーター〟と呼ばれている男だ。【内陣インナー】に昇進するのは、俺の方が先だよ」

　フィリップは背広を開いて、左脇わきのホルスターに収納した狩しゆ猟りよう用の銃じゆうを覗のぞかせた。

　貴族が展示品としてコレクションしていそうな後装式の古い型の短たん銃で、銃身は銀を彫ほって作られた精霊の形の彫ちよう刻こくで飾かざられていた。

　それは、フィリップが日ひ頃ごろ愛用している魔導具──【四精霊の魔ま銃じゆう】である。

　魔術師は、魔術の発動を簡略化、および威い力りよく向上のために、発動の起点となる魔導具armd remainを用いる。フィリップの場合、実戦時に素早く魔術を発動できるように、予あらかじめ儀ぎ式しきで魔術を封ふうじておいた特とく殊しゆ弾だん丸がんと、短銃を持ち歩いていた。

　同じ魔術師である澪も、専用の魔導具を持ち歩いている。彼女がいつも携けい帯たいしている洋風の傘かさがそれだ。

「あたしは、【内陣インナー】とか【外陣アウター】とか……魔術師協会内の昇進争いには興味ない……。協会の仕事をこなして、生活費を稼かせげればそれでいい……」

　店主の老ろう婆ばが、和皿に載のせた磯いそ辺べ焼きを五皿運んできた。フィリップが、五年前の思い出にひたっている間に澪が注文したものだ。

「今回の任務でかかった経費は、フィリップが立たて替かえてくれるんでしょ？　あとここの代金も……」

　澪は、ポケットから、これまでにかかった経費の領収書を差し出した。フィリップは渋しぶ々しぶ受け取る。

「精算は、任務が全すべて終わってからにして欲しいんだけど……っておい！」

　大きく口を開けて磯辺焼きをほおばっている澪に対して、領収証を突つき返かえす。

「交通費や宿しゆく泊はく代がかかったのは理解できるとして、ここにある【御ご符ふ代】ってなんだよ？　一枚一〇万円……合計で五〇万円もかかってる！　いったいどういうことだよ!?」

「偵察用の使い魔……識しき神がみを呼び出すための御符よ。土つち御み門かど家は、かつて朝ちよう廷てい御ご用よう達たしの陰おん陽みよう師じだったわ。一枚一〇万円でも安いぐらいよ」

「先にいってくれよ！　偵察に五〇万円もかかるって知ってたら、最初から自分の足で偵察しにいったよ！」

「フィリップ……あたしと貴方の仲よ。特別に一割引きにしておくわ」

　フィリップは、がくっと机の上に頭こうべを垂れた。もう澪になにをいっても無む駄だだ。子供の癖くせに、金にがめつい性格は救いようがない。こうなることを予想できなかった自分が悪い。

　金に汚きたなく、いつも腹を空かせている澪だが、魔術師としての実力は折り紙付きだ。

　土御門家は、日本の陰陽師として、魔術師協会とは関係ないところで、地味に活動を続けてきた。

　澪の代になって、ようやく協会に所属することになったが、土御門家での免めん許きよ皆かい伝でんの称しよう号ごうである【面相】の位階を授かった実力は伊だ達てではなく、フィリップたちと同じように、わずかな期間でウロボロスの蛇の達人──Ａアデプトの位階にまで登りつめた。

　詠美や始し祖そ竜りゆうと対決するには、澪以外の相棒は考えられない。

「しょうがないから上に掛かけ合ってみる。その代わり、ちゃんと働いてくれ。頼たのむぞ？」

　澪は、頬ほおを一いつ杯ぱいに膨ふくらませたまま、こくこくっとうなずいた。




　今日は、丸一日イソラの傍そばに付つき添そっていた。

　日が沈しずみ、真夜中になっても、一紀が傍にいる限り、イソラは自分の中にいる古いにしえの神々に苦しめられることはなかった。

「ふう……」

　深夜。トイレから出た一紀は、一階のラウンジから出られるテラスに人が立っているのに気付く。それは詠美だった。

　てっきり自分の部屋で眠ねむっているものだと思っていたのに、こんな明け方近くに外に出て、思いつめた表情で太陽が昇のぼる直前の夜空をみている。

「嵯峨野さん……寝ねないと学園に遅ち刻こくするよ」

　一紀に声をかけられて、詠美は驚おどろいたように振ふり返った。

「君こそまだ起きてたの？　イソラの様子はどうなの？」

「ぐっすり眠ってるよ。発作も起きてないみたいだし。このまま、なにもなければいいんだけどね」

　詠美の目の前に、今朝届いたあの黒い封ふう筒とうが置かれていた。詠美は、封筒の中を確認したらしい。

「その手紙……やっぱりイソラに関係することだったの？」

　思えば、この手紙が来てから、イソラの心は不安定になり始めた。

「そうよ。私が所属する魔術師協会ウロボロスの蛇から届いた手紙よ。なにが書いてあるのか教えてあげましょうか？」

「うん、教えて欲しい」

　詠美は、封筒の中から一枚の便びん箋せんを取り出す。中に入っているのも、封筒と同じく、光を吸収するような真っ黒な便箋だった。

「手紙は、始祖竜の封ふう印いんを私が解いてしまったことを詰きつ問もんする内容だったわ。もし、始祖竜の封印が解けてしまったのなら、すぐさま協会に引き渡わたせと……」

「その協会ってところに引き渡したら、イソラはどうなるの？」

「私以外の優ゆう秀しゆうな魔ま術じゆつ師したちの手で、嵯峨山以外の別の場所に封印されるでしょうね」

　協会は、イソラの身体からだに封じられた古いにしえの神々が暴走しないかを恐おそれているようだ。

　もちろん、始祖竜そのものへの恐れもあるだろうが、一〇〇年前の災さい厄やくの元げん凶きようは、イソラの体内にいる古の神々の仕業であることは明らかだ。

「それで嵯峨野さんは、どうするの？」

「一日中考えたわ。でも、答えは出なかった……」

　予想外の答えだった。

　即そく座ざに協会に引き渡す、とでもいうのかと思ったが、意外にも詠美は迷っているらしい。

「協会は、すでにこの町へ魔術師を派は遣けんしたらしいわ。私が答えを保留するか、要求を拒きよ絶ぜつしたりすれば、即座にここへやってくるでしょうね」

「力ちから尽ずくでイソラを奪うばっていくっていうの？　いったい魔術師ってなんなんだ？　普ふ通つうの人が持っていない特別な力を修得して、いったいなにがしたいんだよ？」

　詠美は、静かに一紀と向き合った。

「昼間の説明は、途と中ちゆうで終わっていたわね？　〝我々魔術師〟が思っている宇宙と、世間一いつ般ぱんの人たちが思っている宇宙には、大きな違ちがいがあると……。私たち魔術師と科学者との大きな差さ違いはなにか。それは、光の世界を解き明かす者なのか、それとも闇やみの世界を解き明かす者なのかの違いなの」

　なにもない空間に手を置いて、まるで闇をすくい上げるような仕草を行なう。

「人間は、自分の目にみえる物しか信じない……逆にいうと、目にみえず、観測もできない物に対しては、まったくの無知ということよ。私が今城山君の姿を視認できているのも、君の身体や服が、月の光の粒りゆう子しを反射しているからよ。光が存在しなければ、君の存在を〝みる〟ことができないわ」

　一紀に向かって手をかざして影かげを作る。

　詠美の手の影と、月明かりが降り注ぐ部分。どちらも世界の一部だが、光があるからこそ、一紀は影の存在を確認できる。逆もまた同じ。

「現在の科学は、光の中の世界の理ことわりを説いたものであり、我々の扱あつかう魔ま術じゆつは、闇の中の世界の理を解き明かすもの……。光と影のように、どちらも必要なものなの。科学技術は、使い方によって、多くの人の生活を便利にすることもあるし、逆に大勢の人の命を奪うこともあるわ。魔術も同じよ……」

　寂さびしげに微笑ほほえんでみせた。

　技術と魔術は、お互たがい性質は同じもの。それそのものは、善でも悪でもない。

「それで、嵯峨野さんはどうしたいの？　子供の頃ころから修行を積んできた魔術を誰だれのために、なんのために使いたいの？」

　詠美は、目を伏ふせる。

「それは……。私は、曾ひいおじい様の意思を受うけ継ついで……」

「今ここにいない人の話をしているんじゃなくて、僕は嵯峨野さんがどう思っているのかが知りたいんだ」

　一紀は、目を逸そらそうとする詠美の肩をつかんで、無む理り矢や理り正面を向かせた。お互いの視線が交こう錯さくする。

「き……決まってるじゃない！　私は、大勢の人々の幸福に資するために魔術を修得したわ。誰のためでもない。自分以外の誰かのために、この力を使うわ！」

「じゃあ、答えは決まってる。イソラは向こうには渡さない……僕と嵯峨野さんで守るんだ」

「いうのは簡単よ。でも協会の要求を蹴けるってことは、魔術師協会を敵に回すってことなのよ？　城山君は、本物の魔術を知らないから、そんな無茶なことができるのよ」

　詠美は額に手を置いて、呆あきれたように首を横に振った。

「一つ訊ききたいわ。どうして城山君は、そんなにイソラに肩かた入いれするの？」

「そんなの決まってる。僕たちが見放したら、イソラは一人ぼっちだ。それは可哀かわい想そうだ。誰かが守ってあげないと……」

「それだけ？　他ほかにも理由があるんじゃない？」

　一紀の心を見み抜ぬいたような鋭するどい視線を送る。

「人を助けるのに理由がいるのかな？　目の前に困ってる人がいるのに、気づかないふりできるほど、僕は酷ひどい男じゃないよ」

「そう……」

　詠美は、それ以上なにもいわなかった。訊いても無駄だと感じたのだろう。

「イソラの人間になりたいという思いは本心だって、嵯峨野さんもわかってるはずだ。だからお願いだ。嵯峨野さん。君の力を……魔術師としての力を僕に貸して欲しい。イソラを守るために……」

　詠美は、返事に詰つまった。詠美の中にも様々な葛かつ藤とうがあるようだ。

「ここ数日、みててわかったわ。イソラは積極的に人間の生活に馴な染じもうと努力している……。人間になりたい、というあの子の願いは本物みたいね」

　イソラの努力は、ちゃんと詠美に伝わっていたようで安心した。

「イソラの着ているあの服、実はわたしのおさがりじゃないの」

「え、そうなんだ？　僕はてっきり……」

「あれは曾おじい様の遺品の中にあった物なの。最初は曾おじい様が単にロリコンなだけだと思ったけど……まさかと思って、イソラに着せてみたらサイズがぴったり合ったわ。あのワンピースは多分、曾おじい様がイソラの体形に合わせて作らせたものなのよ。ということは、曾おじい様は本当に……」

「イソラをちゃんとした人間にしてあげることこそ、曾おじい様の遺志を受け継ぐことになるんじゃないかな？　きっとそうだよ」

「そうかもしれないわね……。イソラを封印するんじゃなくて、人間にしてあげる……。それが、本当に曾おじい様の遺志に従うことになるのかもしれないわね……」

　迷いを秘めた瞳ひとみで、夜空の星を見上げる。

「協会の魔術師たちが来たらどうするの？　戦って追い返すの？　それとも、イソラを隠かくしてとぼけるつもり？」

「話をするよ。ちゃんと話をして、イソラが無害な女の子だということをわかってもらう」

「それだけ？　わかってくれなかったら？」

「……わかってもらうまで、説得する」

　詠美は、眉み間けんに指を当てた。深く息を吐はき出す。

「呆あきれるわね。どうしてこんな奴やつに関かかわっちゃったのかしら？　もし協会の魔術師たちが説得に応じてくれなかったら──その可能性が高いと思うけど──戦せん闘とうになるわ。そうなったら、私一人で戦う羽目になる。イソラを戦わせるなんて、もっての外ほかだし……」

　一紀に視線を向ける。

「城山君が、無知で馬ば鹿かで魔術の知識なんてなにもない、単なるド素人しろうとだってことは、今日一日で大体わかったわ」

「酷いいわれようだなぁ。まあ、その通りなんだけどね」

「でも、やっぱり私は納得できない。どうして封印の魔導具が正常に作動せず、儀ぎ式しきが失敗したのか。なぜ城山君が、イソラの発作を抑おさえることができたのか……」

　詠美は、白く細長い指を伸のばして一紀の首輪に触ふれる。そして首から肩かた、肩から胸へと、身体の感かん触しよくを確かめるように手を下ろしていく。

「その秘密は、ひょっとして城山君の体質に隠されているのかもしれないわ。だから……城山君、本格的に君の身体を調べさせてもらえないかしら？」

　詠美のいう「調べる」とは、医者のように単に身体を診しん察さつするだけじゃないだろう。

「わかった……。僕のこの身体、嵯峨野さんの好きにしていいよ」

　ちょっと怖こわかったが、詠美のためならなんでもすると決めた以上、断わりたくなかった。

「いい返事ね。今日から城山君の身分は【監かん視し対象】から【実験動物兼けん使用人】となったわ。これから先も、この館やかたに置いてあげるから、喜びなさい」

「じ……実験動物？」

「そうよ、今日から君の身体は、全すべて私のものよ」

　ちょっと変ないい回しになった。詠美はあとから気付いて、慌あわてて取り消す。

「すすす、全てっていうのは、変な意味じゃなくて、君の身体を自由にする権利は全て私にあるっていうか……あ、このじじ、自由っていうのは、嫌いやらしいことをするって意味じゃないのよ。あくまでも実験……君の身体に隠されている謎なぞを解明するための実験なのよ」

　一人でパニックに陥おちいっている。一紀は、心の中でくすっと笑った。

「実験動物でもなんでもいいよ。僕は初めから、イソラにも嵯峨野さんにも協力するもつりだったから、全て嵯峨野さんにお任せするよ。もちろん、エッチなことも大だい歓かん迎げいだけどね」

　ほんの冗じよう談だんのつもりだったが、詠美は間かん髪はつ容いれずに一紀の頬ほおを叩たたいた。

「エッチ！　城山君の変態！　今の発言は明らかにセクハラよ！　セクハラはいけないのよ！　【実験動物兼使用人見習い兼セクハラ大臣】って呼ばれたいの？」

「セ、セクハラ大臣は勘かん弁べんして欲しいな……」

「じゃあ、もうおかしなことはいわないでよね！」

　詠美は腰こしに手を当てて、ぷうっと頬を膨ふくらませていた。うっかり口を滑すべらせたせいで、詠美を完全に怒おこらせてしまったようだ。

　最初に変なことをいったのは詠美なのに……。

　当分、この怒いかりは収まりそうにない。一紀は心の中でとほほ、と呟つぶやいた。







　４　黒い袴はかまの陰おん陽みよう師じ







　イソラは、お日様の匂においのするシーツに包まれながら、昔の夢をみていた。

　前回、封ふう印いんから目覚めた時の記き憶おくは、まだイソラの中に残っている。一〇〇年前に封印から目覚めた場所は、確か熱い砂さ漠ばくの中だった。

　あの時、誰の手によって封印が解かれたのかは覚えていない。恐おそらく、イソラの封印を解いた魔術師administratorは、イソラと同時に目覚めた、古いにしえの神々の餌え食じきになったのだろう。

　数世紀ぶりに封印から目覚めたイソラが目にしたのは、敵意を剥むき出だしにして襲おそってくる人間たちの姿──彼らは【始し祖そ竜りゆう】という存在に対して、過か剰じようなまでに恐れを抱いだいていた。さらにイソラと戦うことで、己おのれの力を試したり、正義感を満たそうとする愚おろかな人間たちも混じっていた。

　大勢の名のある〝魔術師〟と呼ばれる者たちが、イソラに戦いを挑いどんだ。イソラは、本能的に彼らを〝敵〟と認識して戦った。

　最も苛か烈れつな戦いとなったのは、魔術師協会ウロボロスの蛇に所属する【黒こく衣い十じゆう七なな緇し徒と】と呼ばれる【内陣インナー】の魔術師たちとの戦いだった。

　協会の精せい鋭えい魔ま術じゆつ師しであることを証明する〝黒衣〟を纏まとった十七緇徒の中には、かつてイソラを現世に召しよう喚かんした【第一のヘルメス】に匹ひつ敵てきする力を持った上級魔術師も含ふくまれていた。

　イソラは度重なる戦いに辟へき易えきし、逃にげるように大陸を横断していき、とうとう極東の島国へ辿たどり着つく。しかし、そこでもイソラは、十七人の黒衣の魔術師の一人と遭そう遇ぐうする羽目になった。

「拳けん闘とうの試合にもインターバルというものがある。一いつ旦たん矛ほこを収めて、少し私と話をしないか？」

　だが、その魔術師は変わった男だった。

「君は、噂うわさに聞いていたより、とても人間らしいね。そして気高く、誇ほこり高たかい淑女レデイーだ。これからは、君に対する見方を改める必要があるね」

　彼は、他の魔術師のようにイソラを問答無用で攻こう撃げきしたり、調ちよう伏ぶくしようとするのではなく、まずイソラという存在を理解しようとした。

　そんな人に会ったのは数世紀ぶりのことだ。過去にイソラを使役した魔術師の中には、人格を尊重した態度で接してくれる魔術師もいたが、始祖竜という存在の危険性が大きく喧けん伝でんされるに従って、イソラのことを化け物とみなす魔術師が増えていった。

「もっと君の顔をよくみせて欲しい。怖こわがらないでこっちに来て……」

　ヴィンセント＝フォーチューンに、初めて身体からだに触れられた時のことを、今でもはっきりと覚えている。あの時はびっくりして、思わず獣けもののように彼の手に噛かみついてしまった。

　それでも、ヴィンセントはイソラのことを見放さず、人への警けい戒かい心を解くために様々な方法を使って、イソラと対話を続けてくれた。

　それから、再び封印されて一〇〇年が経過した。イソラの中にあったヴィンセントの記憶も大分薄うすれてきたが、彼の手の温もりはまだ覚えている。

「う……んっ……」

　ベッドの中で目を覚ます。イソラの胸には、一かず紀きの手が置かれている。そうしてくれ、とイソラが頼たのんだのだ。

　枕まくら元もとにある時計をみると、時間は午前一〇時に差し掛かかろうとしていた。本当なら、一紀は学園にいかなければいけないはずなのに、イソラを学園に連れていくことも、館の中に一人残しておくこともできず、結局学園を休むことにしたのだ。

（一紀にずっと学校を休ませているわ……）

　自分の存在が、一紀の負担になっていることをイソラは感じていた。次に封印から目覚めたら、自立した人間としてちゃんとやっていくつもりだったのに、結局まだまだ力不足。不本意ながら、一紀に迷めい惑わくをかけ続けている。

「ふぁ……。んんっ？　あっ……と、いつの間にか眠ねむってたみたいだ」

　イソラに釣つられて、一紀も目を覚ます。

「イソラ、身体の具合はどう？」

　一紀は、まずイソラのことを心配する。こんなに優やさしい人間に出会ったのは、ヴィンセントに続いて二人目だ。

「なんともないわ。一紀が傍そばにいてくれたからよ」

「そうか、うん……よかった」

　自分が人間として生きたいと願ったせいで、一紀の自由を奪うばってしまった。明日あしたも、明後日あさつても……これからもずっと、一紀を自分の傍に縛しばり付けておくわけにはいかない。

　人間になりたいだなんて、やはり叶かないようもない願いだったのかもしれない。

　イソラは、心の底から無む邪じや気きな笑えみを浮うかべることが、できなくなっていた。




「城しろ山やま君は、今日も休みのようね」

　一紀たちの担任である後ご藤とう田だ静しず枝えは、教きよう壇だんに立ったまま出席簿ぼを広げていた。

「お家に電話しても誰だれも出ないし、どうしたのかしら？　誰か、城山君がどうして休んでいるのか知らない？」

　席に着いている生徒たちは、全員首を横に振ふっている。

「先生」

　クラスの委員長である詠えい美みが、手を挙げた。

「今日の帰りに、私が城山君のお家にいって様子をみてきます。ですので、早く授業を始めてください」

「あらそう？　なんだか悪いわね」

「いえ、これも委員長としての務めです」

　詠美は事務的に呟いた。一紀が休んでいる理由を知っているのは詠美だけだが、真相は担任の後藤田にも話せない。

（このまま、城山君を休ませ続けるのは問題があるわね）

　イソラを再封印するための魔導具の修復は、まだ終わりそうにない。とはいえ、このまま学園を休ませ続けたら、きっと後藤田は疑うだろうし、一紀の人生にも影えい響きようする。

（イソラを学園に通わせる？　ダメよ。危険だわ。そんなことはできない。でも……）

　イソラを封印すれば、詠美も一紀も元の生活に戻もどれる。しかし、それは簡単ではない。

（それに危険なのは、イソラだけじゃないのよ。城山君の体質も特別だった……。なんであいつは、それを自覚してないのよ！）

　授業が始まった。詠美は、ノートを広げながら今朝のことを思い出していた。




「嘘うそ……。これって、いったいどういうことなの？」

　一紀と一いつ緒しよにいると驚おどろかされることが多い。

　学園での詠美は、周囲のクラスメイトたちから一歩引いたところに立って、素すの自分を出さないように、いつも自分がどうみられているのかを計算しながら振る舞まっている。

　だが、一紀と一緒にいると、計算通りのすまし顔ではいられなくなる。

「【パラケルススの三みつ叉またの矛ほこ】が君の手に触ふれた時に、術式反応紋strange reactionが出た理由がわかったわ。そこらの三下魔術師じゃ、気絶してもおかしくないほど大量の∴Aumがこの部屋に満みち溢あふれているのに、気を失うどころかピンピンしてるなんて……」

　一紀は、冷たい石いし壁かべに囲まれた地下室で、上半身だけ裸はだかのまま、机の上に身体を固定されていた。

「嵯さ峨が野のさん、も……もういいよね？　さっきから、その石が凄すごく熱いんだ……。いい加減、どけてくれないかな？」

　衣服を剥はぎ取られ、剥むき出しになった一紀の胸に、半はん透とう明めいの石が北ほく斗と七しち星せいの傷を再現するように置かれている。

「これは、城山君の身体に宿るマジックポイントＭＰ──魔力packetを確かめるための【清石クリア・ストーン】という魔導具armd remainよ。ただの石ころじゃないわ」

「でも、どうしてこんなに熱いの？　火傷やけどしそうだよ」

「安心しなさい。この石そのものには、ほとんど魔力は封ふうじられていないわ。魔術師協会の本部のあるロンドンでは、露ろ店てんでおみやげとして販はん売ばいされていることもあるしね。駆かけ出しの魔術師なんかが、修行の成果を確かめるために持ち歩いてたりするの」

　詠美は、一紀と身体の上の清石の反応を確かめながら、タブレット型ＰＣに数値などを入力していた。

「【清石】は、魔力に一切反応していない状態であれば、単なるガラス玉に過ぎないけど、魔術師の資質を持っている者が触れると、その人物に蓄ちく積せきされた魔力量に応じて様々な色に変色する性質を持っているわ」

　一紀の身体の上に乗せられている七つの清石は、全すべて薄い水色に変色している。

「術者の魔力の大きさによって、青から緑、黄色から赤系統の色へと変化するの。青色が一番魔力量が低く、赤にいくに従って、魔力量が大きいことを示してる……」

　本来透とう明めいな清石が、わずかに青く変色しているということは、一紀の体内に少しだけ魔力が蓄積されていることを表わしている。

「もしかして、僕にも魔術師の素質があるということ？　やっぱり、そうだったんだ……」

　詠美は、一紀の額を指先で弾はじいた。

「あいた！」

「予想通り、頭の中が空っぽな音がしたわ。なにか勘かん違ちがいしているようだけど、これだけなら驚くまでもないわ。通常の人間でも、生まれつき魔ま術じゆつに適性のある者が触れれば、清石はこのぐらいの反応をみせることがあるもの」

「そうなんだ……ちょっとガッカリ」

「問題なのは、清石の色ではなく、城山君の肌はだに触れたことによって生じた反応よ」

　視線を落として、一紀の胸むな元もとを凝ぎよう視しする。

「清石の周囲に術式反応紋が現れているわ。こっちにも……。こっちにも……。七つの清石全てが、魔力をほとんど持たない城山君に反応している。こんな現象初めてみるわ」

　光の文字が鎖くさりのように連なり、一紀の身体に置かれた清石の周りをグルグル回っていた。

「この紋もん様ようってなんなの？　確か、前にもみたような……」

「これは、術式反応紋と呼ばれている現象よ。魔術発動の源となる原素principlesを用いて術式spell codeを編んで、魔術を発動する準備段階に入った時に自然と生じるものなの。物質が燃焼した時に出る煙けむりのようなもので、魔力化した原素の反応が大きければ大きいほど、強く視覚化されて現れるのよ」

　この術式反応紋が現われた時、多少熱を生じさせることがあるらしい。一紀が、先ほどから苦しめられているのは、その熱だった。

「城山君の身体は、ほとんど魔力を蓄積させていない。けど、清石がこれだけはっきり反応紋を出すということは、清石自体は魔導具として正常に作動しているということよ」

「つ……つまり？」

「君の身体は、電気が蓄積されていない空の電池のようなものだけど、なぜか機器を動かす力を持っている。しかも、その特とく殊しゆな反応は、ずっと継けい続ぞくして続いている……というわけよ。さて、次はどんな実験をしようかしら？」

　詠美は、机の上に縛り付けた一紀の肉体を、ご馳ち走そうを目の前にした子供のような目で見下ろしている。なにかを企たくらんでいる表情だと察知した一紀は、この危機をどうにか脱だつしようと必死になった。

「あ……イ、イソラが目を覚ましたみたいだ。いってあげないと……。それに嵯峨野さんも、そろそろ学園にいかなきゃ駄だ目めな時間じゃないかな？　遅ち刻こくするとまずいと思うよ」

　確かに登校時間が迫せまっていた。

「ちぇっ、しょうがないわね。この続きは、学園が終わってからね。どこにもいかないで、ちゃんと家にいなさいよ？」

「もちろんだよ」




「もし、城山君が無限に魔力を放出し続ける永久機関のような、特別な体質を持つ者だとしたら、この先必ず起こるであろう協会の魔ま術じゆつ師したちとの戦いに、役立たせることができるかもしれないわ。ふふっ……。楽しみだわ」

　授業中だということも忘れて、詠美はほくそ笑んだ。

「さ、嵯峨野さん？　来月の中間テスト、そんなに自信があるの？」

　後藤田が、チョークを持ったまま固まっていた。周囲の生徒たちからも視線が注がれる。

「あ……いえ、なんでもありません。続けて下さい」

　とっさに平静を装ったが、内心では顔が赤くなるほどの恥はずかしさを感じていた。




「ほんとに……城山君が来てから調子狂くるいっぱなしよ。さっきも恥はじかいちゃったし……」

　休み時間。詠美は、独り言をいいながらノートにペンを走らせていた。

　思ったことがあったら、まずはノートに書く。それが昔からの習慣であり、ストレス解消の手段でもあった。

『五月◎日。晴れ。まったく憂ゆう鬱うつだわ。退たい屈くつな休み時間はまだ終わらない。クラスメイトたちは、みんな楽しそうにお喋しやべりしてるけど、私には、なにがそんなに楽しいのかわからないわ。こんなの時間の無む駄だよ。はあ……早く、家に帰って城山君の身体からだを使った実験を始めたいのに……。今日は、ずっと実験のことを考えていたせいで、授業にまったく集中できなかったわ。全部、城山君のせいよ。城山君が単なるクラスメイトだった頃ころは、そんなに気になる存在じゃなかった……。でも、いつの間にか、ずっと彼のことばかり考えてる。おまけに身の回りの世話までしてもらってる。……待って。よくよく考えてみれば、今私が着ている制服は、城山君に洗せん濯たくしてもらったものだ。いえ、制服だけじゃないわ。下着も……。冷静になって考えてみると、それって途と轍てつもなく恥ずかしいことかも。んもう！　城山君ってほんとにバカ！　帰ったら、まず一発、ぶん殴なぐってやるんだから！』

「嵯峨野さん、なに書いてるの？」

　クラスメイトの女子たちが近寄ってきた。

　詠美は、迅じん速そくかつ疑ぎ惑わくの目を向けられない程度の落ち着いた動作でノートを閉じる。そして、いつもみせる七〇点ぐらいの笑顔を女子たちに向けた。

「なんでもないわ。次の授業の予習よ」




　放課後のチャイムが鳴ると同時に教室を飛び出した詠美は、通学用の自転車を漕こいで、自分の家へと急いだ。

「ちゃんと大人しく私の帰りを待っているでしょうね？　いなかったらお仕置きだからね。ふふふ……今日は、どんな道具を使って城山君を懲こらしめて──いえ、身体を調べようかしら？　脳に電極を刺すのは、もっとあとにするとして……とりあえずは──」

　はやる気持ちを抑おさえ込んで、詠美はペダルを漕ぐ足に力を込める。

　国道と交わる大きな交差点に差し掛かかる。信号は青。

「よし、いけるわね」

　ふと、交差点の手前にあるコンビニの前で、黒い袴はかまにヘッドドレスという奇き妙みような格好をした少女が、ソフトクリームを食べているのが目に入った。

　詠美は、その少女になにか引っかかるものを感じて、ほんのわずかな時間、進行方向から視線を逸そらしてしまった。

「え──!?」

　ガコン！　と、変な音がして詠美が乗っている自転車が、突とつ如じよバランスを崩くずす。

　前輪が、詠美の意図しない方向に向けられている。ハンドルを切って姿勢を立て直そうにも、自転車はいうことをきいてくれない。

　前輪のフレームに半透明な生き物がへばりついていて、詠美の乗った自転車を操作しているようだ。

（使い魔なの!?）

　詠美は、とっさにブレーキを握にぎる。だが遅おそかった。

「きゃっ！」

　詠美の乗った自転車は、交差点の中央でバランスを崩して横転する。

「いつつ……」

　転んだ際に、思いっきり太ふと腿ももを地面に擦すりつけてしまった。肩かたも強く打ったかもしれない。詠美は、交差点の真ん中で、倒たおれた自転車を起こしながら、ふらふらと立ち上がる。

　その時、運送業者のトラックが、法定速度を超こえるスピードで赤信号を突つっ切きって交差点に進入してきた。

（嘘……こっちに向かってくる!?　運転手は──？）

　トラックの運転手は、ハンドルに顔を伏ふせて意識を失っている。

（まさか、あのトラックも使い魔に操られているの!?）

　巨きよ大だいなフロントバンパーが、猛もう烈れつな勢いで迫ってくる。

（ひかれる──!?）

　だが、詠美にぶつかる直前、意識を取とり戻もどしたトラックの運転手は、必死に急ハンドルを切った。周囲にブレーキ音が響ひびき渡わたる。トラックは、タイヤを軋きしませながら、コンビニの向かいにある民家の外がい壁へきに突っ込んだ。

　辺りは騒そう然ぜんとなった。「救急車を呼べ！」という声と「警察に連れん絡らくしろ！」という声が同時に飛び交かう。

（よ、よかった……。危ないところだったわ）

　詠美は、間かん一いつ髪ぱつのところで命拾いした。

　もし、運転手が直前で目を覚まさなければ、どうなっていたかわからない。

「あら、気をつけないと危ないわよ……」

　何者かが、嘲あざ笑わらうように呟つぶやく。

　先ほどの少女を思い出し、とっさに視線を向けたが、コンビニの前にいたはずの黒袴の少女は、いつの間にか姿を消していた。




「嵯峨野さん、どうしたの!?」

　学園から帰って来た詠美を迎むかえに出た一紀は、ボロボロになった詠美の姿をみて、驚おどろきを隠かくせない。

「帰ってくる途と中ちゆうで転んだようね。太腿をすり剥むいているわ……それに、額にも傷を負ってる。詠美ともあろうものが、不注意極まりないわね」

　イソラも心配そうにしている。

　詠美は、一紀に鞄かばんを手て渡わたすと、ふらふらした足取りで玄げん関かんホールにあるソファーに近づいてから、背中から倒れ込むように腰こし掛かけた。

「ふあ～ぁ！　もう、死ぬかと思ったわ……」

「なにがあったのか知らないけど、とにかく傷の手当てをしよう。僕は、地下室から救急箱を取ってくるから、イソラは水とタオルを用意して」

「わかったわ」

　救急箱を取ってきた一紀は、早速傷の手当てに取りかかる。

「いたた……。痛いわ。そんなに入念にしなくていいわよ」

「ちゃんと消毒しなきゃ駄目だよ。このぐらい我が慢まんしなきゃ」

「城山君、私にいったわよね？　協会の魔術師たちが襲しゆう撃げきしてきたら、まず話し合うって。生あい憎にくだけど、向こうはお上品に話し合いで解決する気なんて、さらさらないみたい」

「もしかして……嵯峨野さん、協会の魔術師に襲おそわれたの？　そんな、どうして？」

　答えを聞くまでもなかった。

　魔術師協会は、先日送った手紙に対して返答を寄よ越こさない詠美を、協会の決定に従わない裏切り者と判断したのだ。

「今回は、私の油断もあったわ。警けい戒かいさえしていれば、あの程度の使い魔まの存在ぐらい、察知できたはずなのに……」

　敵は、詠美の自転車だけじゃなく、まったく無関係なトラックにまで使い魔を送りこんでいた。あのトラックは、詠美をギリギリでかわして民家の塀へいに突っ込んだが、幸いなことに怪け我が人は出なかった。今は通報によって駆かけつけた警察が現場を調査している。

「僕がイソラをかばうから？　だから、嵯峨野さんが襲われたの？」

「そうよ。君のお陰かげで私は協会の魔術師に襲われたわ。あと一歩で死ぬところだったのよ」

「詠美……どういうことなの？　話がみえないわ」

　イソラだけが、あの黒い手紙の中身を知らない。

　詠美は、端たん的てきに魔術師協会がイソラを引き渡すように要求してきたことを伝える。

「魔術師協会ウロボロスの蛇は、一〇〇年前も今も、体質は変わってないようね。きっと彼らは、始し祖そ竜りゆうであるわたしを野放しにしておかないわ」

　イソラは詠美に向き直った。そして、深々と頭を下げる。

「詠美、わたしのせいで危険な目に遭あわせてしまって、すまなかったと思っているわ」

「……」

　詠美は、すぐに返事をしない。

　ソファーに深く腰掛けたまま、両手を組んで目を瞑つぶっている。

「嵯峨野さん？」

　突如、詠美はかっと目を見開き、大きく口を開いて笑い出す。

「あっはっはっはっはっはっはっ……。あははははははははははははっ！　あーっ、はっはっはっはっっはっはっはっはっ！」

「詠美が壊こわれたわ！」

　そして、ぴたっと笑うのをやめて、無理な笑え顔がおを作った。

「イソラを責める気なんてないわよ。元はといえば、封ふう印いんに失敗した私にも原因が一割ぐらいあるんだし」

　残りの九割は、全すべて一紀の責任だといわんばかりの意地悪ないい回しだった。

「ただ、この傷の代だい償しようとして、これから城山君には、私の道具になってもらうけどね」

　額の絆ばん創そう膏こうを指差しながら、例の顔全体の筋肉を駆く使しした、心の底から笑っていない笑顔をみせる。

「私、こうみえても負けず嫌ぎらいなの。やられっぱなしは、性に合わないわ」

　詠美は、ポケットにしまってあった例の黒い手紙を取り出す。そして、中の便びん箋せんごとビリビリに引ひき裂さいた。

「嵯峨野さん！　その手紙を破くってことは……」

「……まったく、ウロボロスの蛇も馬ば鹿かな集団よね。向こうが先に殴ってこなければ、こっちから手を出すつもりはなかったのに。でも、もう一線は越こえちゃったわ。協会の魔ま術じゆつ師しどもに【蒼い眼の魔術師ブルーアイ・メイガス】を怒おこらせたこと、たっぷりと後こう悔かいさせてあげるわ」




「詠美は、魔術師相手の戦いに、なんだか自信があるようだったわね」

　イソラは、洗ったばかりのお皿の水気を切ってから、食器立てに並べていく。

「うん……」

　一紀は、思いつめた表情で夕食の時に使ったお皿を洗っている。夕食の準備をしている時から、ずっと浮うかない表情をしていた。

　始祖竜イソラを引き渡せ、という魔術師協会からの要よう請せいに従うつもりなんてない。その決意は、今も揺ゆらぐことはない。なにがあってもイソラを守りきるつもりだ。

　だが協会の連中は、イソラや詠美のことは知っていても一紀の存在は知らない。

　どれだけイソラを守る覚かく悟ごを決めていても、協会の魔術師たちは、まず詠美やイソラを標的にする。自分の無力さに情けなさを感じる。

「一紀……。そんな顔をしないで、こっちまで悲しくなるわ」

「ごめん」

　お互たがい、しばらくなにも語らずに夕食の後片付けを終える。

　古いにしえの神々は、今日はまったく暴れなかった。一紀が傍そばにいれば、いざという時、彼らを静まらせてくれるという安心感から、イソラの心に余よ裕ゆうが生まれていた。

「さて、これで後片付けは全て終わったわね」

　洗ったばかりのお皿を眺ながめながら、一仕事終えたように満足そうにうなずく。

「ねぇ、一紀。今のうちに詠美を連れて、どこか安全な場所へ身を隠した方がいいかもしれないわ」

「僕と嵯峨野さんがいなくなったら、イソラはどうするの？」

「詠美は、やる気だったけど、協会の魔術師たちとはやり合わない方がいいと思うの。彼らの恐おそろしさを知ってるわたしがいうのだから、間ま違ちがいないわ」

　イソラの頭の中には、一〇〇年前の戦いの記き憶おくがある。その言葉には重みがあった。

「わたしが、この身体からだに眠ねむる古の神々の力を解き放てば、魔術師ぐらいなんてことないけど、そうなった場合、一紀たちも巻まき添ぞえにしてしまうわ……」

　一紀はなにもいえなかった。今の一紀は、なんの知識もない、力もない、イソラを本当の意味で救ってあげることができない、非力な高校生に過ぎない。

　──結局、僕は昔からなにも変わってないんだ。

「それでも……たとえ足手まといだとしても、僕はイソラの傍から離はなれない。もう後悔するのは、嫌いやだから……」

「一紀……」

「僕はイソラの傍にいたいんだ。いちゃ駄だ目めかな？」

　イソラは返事の代わりに目を潤うるませて、一紀のお腹に顔を埋うずめるように抱だきついた。

　傍にいたいのは、イソラの方も同じだった。

「ありがとう。一紀に出会えて本当に──」

「ん？」

　突とつ然ぜん、館やかた全体が震しん動どうした。厨ちゆう房ぼうの壁かべが軋む。地面が小刻みに揺れている。

「な、なにこれ？　地じ震しんかしら？」

　地震にしては揺れ方が不自然だ。短い揺れがズシン、ズシンとリズムよく規則的に続いている。

「外でなにかが起っているみたいだ……。嵯峨野さんと合流しよう！」




　厨房を飛び出した一紀は、ちょうど一紀たちを呼びに来た詠美と真正面からぶつかってしまった。

「「ぎゃん！」」

　ジオンの試作型モビルスーツの名めい称しようのような悲鳴をあげて、一紀と詠美は廊ろう下かに倒たおれる。

「いった～い！　もう！　なんなのよ!?」

　詠美は、ぶつけた額を押さえながら上体を起こす。

「あれ？　あいつは？」

「そこにいるわ……」

　イソラが、廊下に腰こしを落として座っている詠美のお尻しりの下を指差していた。詠美は、お尻の下に異物感を感じて視線を落す。

　詠美のスカートの端はしから、人間の胴どう体たいが生えたように横たわっている。

　詠美は、悲鳴をあげそうになった。しかし、すぐにそれは一紀の身体だと気付く。

「んふー。ふー……。ふー……」

　仰あお向むけに倒れた一紀の顔面に、詠美のお尻が乗っている。左右にわかれた二つの膨ふくらみが、一紀の口と鼻を完全に圧あつ迫ぱくしていた。

　トレーナーから、スカートに穿はき替かえた詠美は、太ふと腿ももの絆創膏を隠すために黒いタイツを穿いていた。一紀の顔面を覆おおっているのは、その黒タイツに透すき通とおって映る、白い下着の影かげだ。チェストの中に入っているオレンジの芳ほう香こう剤ざいの匂においがした。

「こ……このアホぉ！　どう倒れたら、そんな体勢になるのよ!?」

　一紀の顔面を押さえつけているのは詠美のお尻なのに、まるで自分には責任がないとばかりに、逆向きのマウントポジションのまま一紀を殴なぐる。

「詠美、ふざけている場合ではないわ。外でいったいなにが起こっているの？　まさか……魔術師の襲撃？」

　謎なぞの振しん動どうは、まだ続いていた。むしろ、先ほどよりも揺れが大きくなっている気がする。

「そのまさかよ。この揺れの正体を知りたければ、外をみなさい」

　詠美のお尻の下から解放された一紀は、八つ当たりのキックを詠美から食らいながら、ラウンジの窓から裏山の方角を覗のぞいた。

　窓の外には、黒い嵯さ峨が山やまの影と星空が広がっている。通常なら、はっきりとみえるはずの山の稜りよう線せんが、今夜に限って、なぜかぐにゃりと歪ゆがんでいた。

　一紀は目を凝こらして、夜景を歪ませているものを凝ぎよう視しする。

「な……なんだよ、あれ………？」

　夜景を覆い隠かくすように巨きよ大だいな人形の影が、嵯峨野家の裏庭である嵯峨山の山腹で蠢うごめいていた。その巨大な影は、はっきりと姿形がみえるわけではない。全体的に透とう明めいで、背後の星空が透けてみえていた。

　透明な巨きよ人じんの大きさは、一〇メートル近くあった。

　巨人の通ったあとには、巨大な足あし跡あとができている。先ほどから感じている揺れは、巨人が大地を踏ふみしめた際に起こる振動のようだ。

「あ、あんなのみたことないよ……。あれも、魔術師の仕業なの？」

「ええ、そうよ。召しよう喚かん系の魔術師の仕業よ。恐らく……φフアイの世界に暮らしている霊れい体たいを呼び出す術を使ったのね」

　一紀とは対照的に、詠美は透明な巨人をみても平然としている。

　詠美の発言にイソラが驚おどろいていた。

「あれをφの世界から、直接呼び出したというの？　魔ま力りよくによって、人の形に具象化させたのではなくて？」

　詠美は迷わずうなずく。

「イソラ？」

　イソラは信じられない、というような険しい顔で詠美を睨にらみ付けた。

「そんなことをする魔術師は、一〇〇年前にはいなかったわ。貴方あなたたちは、なにを考えているの？　φの世界と、こちらの世界を結びつけてはいけないことを一番理解しているのは、貴方たち〝魔術師〟のはずでしょ？」

「イソラが封印されている間に色々あったのよ。聞きたければ、あとでいくらでも話してあげるわ。それよりもまず、目の前に迫せまる危機をなんとかしないとね」

　透明な巨人は、一歩一歩確実に嵯峨野家の館に向かって歩を進めてくる。行く手を遮さえぎる物は、裏門だけだ。だが、一〇メートルを超こえる巨きよ体たいであれば、裏門の柵さくなどたやすく踏み越えるだろう。

「曾ひいおじい様が残して下さったこの館を土足で踏みにじろうだなんて、随ずい分ぶん思い切ったことをするわね。城山君、前に曾おじい様が残して下さった言葉、教えてあげたわよね？　敵に対しては、どんな風に振ふる舞まうのが〝嵯峨野流〟のやり方だったか、覚えてる？」

「もちろん覚えてるよ。確か、敵には悪あく魔まのように振る舞え──だったよね？」

「うふふふふっ……。そうよ、悪魔のように意地悪く、そして容よう赦しやなく敵を踏みつぶす。それが、礼れい儀ぎを知らない客に対する嵯峨野流のもてなし方よ」

　詠美は、一紀たちが引いてしまうぐらいブラックな笑みを浮かべていた。

「本当、家を直接狙ねらってくるなんて、命知らずなバカどもね。でも、そういう愚おろか者ものに鉄てつ鎚ついを下すのが、楽しいのよね……。城山君、君はイソラと一いつ緒しよに館の地下に隠れてなさい。奴やつらの目的は、イソラをこの館から連れ出すことよ。イソラを奪うばわれたら、私たちの負けだと思いなさい」

「それはわかるけど……嵯峨野さんはどうするの？」

「決まってるじゃない。雨を降らせにいくのよ。鮮せん血けつのように赤い雨をね……」

　低く呟つぶやく詠美の声は、まさに悪魔の呟きのようだった。

「あ、あんまりやり過ぎないでね」

　どうやら大事な館を直接狙われたことで、詠美の怒いかりは頂点に達してしまったようだ。

「わたしの心配より、君はイソラの心配をしてなさい。私がいいというまで、絶対に地下室から出ないこと。地下にいれば一番安全だから。いいわね？」




　嵯峨野家の正門へと続く緩ゆるやかな坂道の入り口は、まるで訪問者を拒こばむように背の高い木々に囲まれており、昼間でも薄うす暗ぐらい。嵯峨野家に用がない限り、誰だれもその坂道に立ち入ろうとは思わない。

　細い国道と交差する坂道の入り口に、黒い袴はかまの少女──澪みおが立っていた。

「三さん山さん神じん三さん魂こんを守り通し、山さん精せい参さん軍ぐん狗ぐ賓ひんよ、遠ざかり給たまえ──」

　澪は、両目を閉じて、レースの飾かざりのついた日ひ傘がさを開いたまま、柄えを握にぎって時計回りにぐるぐると傘を回転させていた。

　その傘は、澪が修得した魔ま術じゆつを発動するための魔導具armd remainである。【六りく壬じん式しき傘さん】──別名、識しき神がみ召しよう請しようの傘という。

　開いた傘の内側の骨には、無数の御ご符ふが糸で結び付けられていた。閉じている時は、通常の日傘にしかみえないが、ひとたび傘を開けば、くくりつけられた御符から供給される魔力によって、識神をコントロールできる〝式しき盤ばん〟となる。

　この魔導具は、平安時代の呪じゆ術じゆつ師し「蘆あし屋や道どう満まん」が用いていた識神使役の道具を、澪の母が現代の傘を使って再現した物である。レプリカではあるが、魔導具としての性能は、本物の「式盤」にも引けを取らないといわれている。

「天地陰おん陽みよう。東とう伐ばつ百ひやつ隗かい。北極星の彼方かなたから召めされし【牛ご頭ず阿あ傍ぼう】。我が意に応じて、災わざわいの元を薙なぎ払はらえ──」

　澪の言葉が届いたのか、嵯峨野家の裏山を歩いていた透明な巨人は、腕うでを振り上げて激しい雄お叫たけびをあげた。

「いい子ね……。そのまま館を踏みつぶして……」

　澪は、傘を開いたまま暗い坂道をゆっくりと登り始める。

　今いま頃ごろ、嵯峨野家の中は、裏庭から迫り来る識神の存在に気付いて、パニックになっているはず。その混乱に乗じて正面から館に潜せん入にゆうしようという大だい胆たんな作戦だった。

　坂を途と中ちゆうまで登った頃ころ、いきなり闇やみの向こうから人の声が聞えた。

「挨あい拶さつもなしに、人の家に忍しのび込もうだなんて、不作法なお客さんね」

　澪は、足を止めて正面を見み据すえた。

　暗い景色の中に、蒼あおい二つの瞳ひとみが、人ひと魂だまのように浮うかんでいる。

「嵯峨野詠美……。まさか館から出てくるなんて……」

　澪は、少し驚いていた。普ふ通つうの魔ま術じゆつ師しならば、裏山から迫り来る脅きよう威いに対して、なんらかの対策を取ると予想していたからだ。

「なのに……向こうからわざわざ出てきてくれた……ぷぷっ。願ってもない展開だわ……」

「わざわざ寿じゆ命みようを縮めに来た愚か者は、いったいどこのバカかと思ったけど……貴方、確か、土つち御み門かど澪という名前だったわね？」

　詠美は、澪の顔をみて記き憶おくを掘ほり起おこす。澪の年ねん齢れいにそぐわない黒いルージュとアイメイク。それに特とく徴ちようのある服装。忘れようにも、忘れられるわけがなかった。

「あたしたち……どこかで会った？」

「ええ、会ったわ。今日の昼間と……協会の日本支部の会合で」

「そっか……思い出したわ。確かに今年の始めの新年会で、貴方と顔を合せているわね……。ところでウロボロスの蛇から手紙が届いているはずよ……。どうして要よう請せいに従わないの……？」

「手紙は、封ふうを開ける前に飼ってる羊に食われたわ。行ぎよう儀ぎの悪い羊がいるのよ。参るわ」

「そう……。まともに答える気がないのね？　ならば目を覚ました始し祖そ竜りゆうは、勝手にいただいていくわ……」

　魔導具の【六りく壬じん式しき傘さん】に結びつけられている御符を、二枚引き千切った。

「急きゆう々きゆう如によ律りつ令りようでお願いします……」

　簡易術式と共に、御符を地面に放り投げる。御符は、小さな猿さるのような形をした小こ鬼おにに変へん化げして、坂を駆かけ上っていく。詠美をこの場に縛しばり付けている間に、澪は使役した識神たちに館の中を探らせるつもりだった。

　もちろん、詠美がそれを見み逃のがすはずがない。昼間、自転車で転ばされたのも、この澪に使役された小鬼たちのせいだ。その借りを返すのは今しかない。

「【封じられた痕跡の書架ancient scroll library】　起動──」

　詠美も、魔導具を取り出した。澪の傘や、フィリップの短たん銃じゆうとは違ちがい、詠美の魔導具は、現代文明の利器の象しよう徴ちようともいえる、タブレット型携けい帯たい演算機ＰＣ。

　革のケースに入った一〇インチサイズのタブレットＰＣは、詠美の音声を認識して、スリープモードから復帰した。

「貴方を倒たおせば、あのでっかい識神も消えるはずよ。それに嵯峨野流の戦い方に、館にこもって敵を待ち受ける……なんて戦法はないわ」

　詠美が持っているタブレットＰＣの周囲に、術式反応紋strange reactionが出現する。

　白衣のポケットから、色のついたガラス玉を取り出す。そして詠美は術式spell codeを口ずさむ。

「術式起動開始。偉い大だいなる術者の力よ、秘ひ匿とくされた禁術の秘書──【賢けん者じやの術概がい要よう書】に基づき、その一節をこの世に書き記せ──【制ガ動レ規ル律ト】」

　術が発動される。と同時に、詠美の掌てのひらに乗っていたガラス玉が、力も加えられていないのに、突とつ如じよ弾だん丸がんのように水平に飛び出す。

　左右それぞれの方向に飛んだガラス玉は、澪に召喚されたばかりの二体の識神に当たって、その霊れい的てきな肉体を貫つらぬく。識神は、声も上げずに消しよう滅めつした。

「あ、あたしの識神が……」

「そんな雑ざ魚こを放って私の家を荒あらそうだなんて図ずう々ずうしすぎるわよ。さ、遺書は書いてきたかしら？　まだなら、少し時間をあげるわ」

「今ので二〇万円の損失……。フィリップに怒おこられる……。また経費がかかるって……」

「神聖なる魔術師同士の戦いの最中に、お金の心配？　心配するなら、命の心配でしょうが！」

　詠美は、白衣の内側に隠していた【パラケルススの三みつ叉またの矛ほこ】を取り出して澪に斬きりかかった。

　別名「魔術師殺しの刃やいば」と呼ばれるその魔導具は、中世の高名な錬れん金きん術じゆつ士し「パラケルススケルススを凌ぐ者」が練成したといわれ、詠美の曾そう祖そ父ふヴィンセントが遺い跡せきから発はつ掘くつした、世界に一ひと振ふりしかない貴重な魔導具である。

【パラケルススの三つ叉の矛】で傷つけられた魔術師は、体内に蓄ちく積せきされている魔力の源である原素を吸い取られてしまう。

【原素principles】とは、宇宙内部に充じゆう満まんしている暗黒物質と呼ばれている未解明素そ粒りゆう子しの一種で、未知の力を生み出す元となる物質だった。詠美が、【∴Aum】と呼んでいる粒りゆう子しは、その【原素】の一種であり、通常の科学では、まだ存在が確認されていない力の作用粒子である。

　魔術師と呼ばれる者たちは、この原素を独自の方法で編み上げて、魔術発動の源となる【魔力packet】を構築する。魔力は、原素を集合させた作用物質で、電子などのフォトン粒子に作用し、現実の物理法則を覆くつがえすなどの働きを起こすことが可能となる。

　流派によって発動の方法は様々だが、基本的な魔術の仕組みは、どの流派も同じだ。

「そんな危険な物、振り回さないで……怖こわいわ」

　といいながら、澪は平然としていた。傘の内側の御符を再度引ひき抜ぬく。

「させないわ──！」

　詠美は、三つ叉の矛（正確には、矛の穂ほ先さき）で、澪の御符を切きり裂さいた。

「あうっ……」

　真っ二つに断ち切られた御符は、澪の手からはらりとこぼれて地面に落ちた。その隙すきを突ついて、詠美が矛の先せん端たんを、澪の鼻先に突きつける。

「勝負あったわね？」

　目の前に魔術師殺しの刃を突きつけられては、どうすることもできないはず。

「そうね。勝負あったわね……」

　澪は、視線を地面に移した。桐きり下げ駄たの歯の先端で、先ほど切り裂かれた御符の欠片かけらを踏ふんでいる。二つに切られた御符の欠片の片方だと思っていたそれは、折りたたまれていたもう一枚の御符だった。

　澪は、詠美に御符を切られることを想定して、予あらかじめ二枚の御符を抜き取っていたのだ。

「急きゆう々きゆう如によ律りつ令りようでお願いします……」

　澪が術式を唱えた途と端たん、折りたたまれていた無事な方の御符が、識神に変化した。

「なっ──!?」

　ミスを犯おかしたと気付いた時には、もう遅おそい。

　詠美の目の前で召しよう喚かんされた識神は、裏山から侵しん攻こうしてきた巨きよ大だい識神と、まったく同じタイプの識神だった。

　詠美は、身構える暇ひまもなく、透とう明めいな巨大識神の手で背中から鷲わしづかみにされる。

「こ、こんなの……くっ、放しなさい！　放せぇッ！」

　詠美は必死にもがいたが、巨大識神の手は、しっかりと詠美の身体からだをつかんで放さない。

「いいわ……【馬め頭ず云うん傍ぼう】。そのまま、投げ捨てて……」

　馬頭云傍と呼ばれた巨大識神は、詠美の身体をつかんだまま、夜空に向けて放り投げた。詠美の身体が、地上から数十メートルほどの高さに舞まい上がる。

「結局……巨大識神を二体も召請してしまったわ。またフィリップに怒られるわね……」

　星空に飛ばされた詠美を見上げながら、邪じや魔ま者ものがいなくなった坂道を再び登り出す。
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　屋や敷しきの裏庭の一部ともいえる嵯峨山を、麓ふもとに向けて下りていく透明な巨大識神は、【牛ご頭ず阿あ傍ぼう】という名前だった。

　その牛頭阿傍の肩かたに、スーツを着た一人の男が乗っている。

「これが、ヴィンセント＝フォーチューンが造った館やかたか。中々いい佇たたずまいじゃないか」

　フィリップは、遊園地のアトラクションにでも乗っているかのような気楽な態度で、目標である嵯峨野家の館を見下ろしていた。

　事前につかんだ情報では、あの館の中に始祖竜がいるという話だったが、館は明かりが消され、静まり返っている。

　作戦通りなら、今頃、澪が正面から突とつ入にゆうして蒼い眼の魔術師の気を引いているはずだ。二人が争っている間に、フィリップはこっそり館の裏から侵しん入にゆうし、始祖竜と接せつ触しよくするつもりだった。

　始祖竜が、フィリップのいうことに大人しく従うなら、戦う必要はないが、もし抵てい抗こうするようなら、一戦交える必要があるだろう。

　第一のヘルメスが、人間の形に具象化させた始祖竜の力とは、いったいどれほどのものなのか……フィリップは、魔術師らしい好こう奇き心しんに胸を躍おどらせていた。

「むっ？」

　牛頭阿傍の足が止まる。屋敷の裏門を踏み越こえていけるかと思ったが、どうやら門の中まで進めないように、敷しき地ち全体に結界が張ってあるらしい。

「なるほど。魔術師に襲しゆう撃げきされることを想定して、魔ま法ほう陣じんを設置していたわけか。さすがヴィンセントの造った館だ。一ひと筋すじ縄なわではいかないな」

　牛頭阿傍は、巨大な手を振ふり上げて、進行を阻はばむ結界を殴なぐる。識神に殴られた際に、敷地全体を包むドーム型の光の結界が一いつ瞬しゆんみえた。

　結界は、びくともしなかった。

「ふむ……結界を破は壊かいするのは無理そうだね。しょうがない、ここからは自分の足で歩いていくとしよう」

　フィリップは、識神の肩から飛び降りた。

　結界は、本来異世界と現世をはっきりと区別するためのものである。人間であるフィリップは、結界に阻まれることはない。

　フィリップは、裏門の柵さくを難無く飛とび越えた。ネクタイの結び目には、神代文字で書かれた御ご符ふが張り付けてある。魔術師としての気配を消す魔導具──【摩ま利り支し天てんの御符】だ。

　お陰かげでフィリップは、誰だれに阻まれることなく、嵯峨野家の敷地へ侵入することができた。




　詠美は、自分の身体が、暗い地面に吸い込まれるように落下していくのを感じていた。

　自分を放り投げた巨大な識神は、澪がφの世界から呼び出した形けい而じ上じよう存在だ。あんなのを二体も呼び出すなんて、どれほど身の程知らずなのか。いつか、φフアイの世界に取り込まれてしまうのでは、と他ひ人と事ごとながら心配になった。

　そんなことよりも、詠美は今、自分の身を心配しなければいけない立場だった。このままの速度で落下すれば、地面に叩たたきつけられ、全身が潰つぶれてジャムのようになってしまう。

　詠美の手には、タブレットＰＣがある。

　液えき晶しよう画面には、ＯＳのホーム画面が映っていた。アプリケーションを起動させるためのアイコンが、画面一いつ杯ぱいに並べられている。それだけをみると、よくある普通のタブレット型のＰＣにしかみえないが、内蔵されている補助記き憶おく装置の中には、無数の魔ま術じゆつ書がインストールしてあった。

「時間がないわ。術は全すべて構築済みの術式spell programで行くわ。変へん換かん言語はルーン文字で。入力コードは全て音声認識でお願いね」

　電子魔導書ともいえる詠美専用タブレットＰＣは、音声の入力を受け付けたことを示すダイアログを画面に表示する。

　詠美は、ホーム画面にあったショートカットをタップして、アプリケーションを起動させる。ツリー状のディレクトリが、無数の階層を展開する。その中のうち「～book」と名の付いたディレクトリの一つを選せん択たくし、収納されている魔術書を選択。

「永久に万ばん世せいを統一し給たもう全知全能なる象と徳を持つ我が主。傍かたわらにはべりし非力なる者の願いを聞き届け給たまえ。災さい厄やくを退しりぞけ給え」

　指を二本立てて、自分の額に指先を当てながら呟つぶやいた。

「術式、起動開始──偉大なる術者の力よ、秘ひ匿とくされた禁術の秘書──【理論の書】に基づき、その一節をこの世に書き記せ」

　詠美は、額に当てていた指を予め決められていた手順のように、自分の左ひだり肩かたに移動し、そして、みえない線を引くように右みぎ肩かたへと移動させた。

「分離separationより、高揚exaltationの順に原素principlesの本質を変容させ、我が肉体を構成する物質と大地との繋つながりを断ち切り給え」

　音声が認識されると同時に、詠美が持っていたタブレットＰＣの液晶画面に模様のついた円えん陣じんが表示される。詠美は、それを指先でなぞって画面に魔法陣を描えがいた。

「発動motion──【重子無空グラフモード】。対象の重力定数を反転させる」

　入力完かん了りよう。タブレットＰＣの液晶画面にダイアログが表示され、予め組み込まれていた魔術プログラムが演算装置の中を走り始める。

　夜空を急激なスピードで落下していた詠美の身体が、地面に墜つい落らくする直前で、時間が止まったように静止する。魔術で重力定数Ｇを無効化し、重力加速を緩かん和わした詠美の身体は、羽でも生えたようにゆっくりと地面付近まで下りて、無事着地した。

　詠美が、落下した地点はちょうど屋敷の前庭だった。

「今、宙に浮ういてた……。凄すごい……」

　すでに澪は、坂を登りきって正門前まで到とう達たつしている。詠美は、花か壇だんの間に立ちながら、澪、そして彼女が召喚した巨大識神と対たい峙じした。

「私の身体をゴミ屑くずのように放り投げるなんて無ぶ粋すいな襲撃者ね。魔ま術じゆつ師しなら、もっとスマートに戦いなさい」

　びしっと、澪に指を突きつけて挑ちよう発はつする。

「結界の中に隠かくれてる癖くせに、偉えらそうにしないで……。大口叩くなら、そこから出てきてからにして……」

　澪の隣となりに立つ巨大識神【馬頭云傍】は、館を囲む鉄てつ柵さくを踏み越えようとしたが、裏門から攻せめて来た牛頭阿傍と同じように、敷地全体に張られた結界に阻まれて、先に進むことができなくなっていた。

「グオオオオオオオ──ッ！」

　馬頭云傍は、雄お叫たけびをあげながら、力ちから一いつ杯ぱい拳こぶしを振り上げて結界を叩き壊こわそうとする。拳が振り下ろされるたびに、館全体が強きよう烈れつな振しん動どうに包まれる。

　裏門でも、同じタイプの識神【牛頭阿傍】が、結界に攻こう撃げきを加えている。

（結界のお陰で、しばらくは時間を稼かせげそうね。でもこのままじゃ、いつかは……）

　詠美はもう一人の魔術師であるフィリップが、既すでに屋敷の中に足を踏み入れていることに気付いていなかった。

「あっ、そうか……」

　澪が、今いま更さら思いついたように顔をあげて正門に近づいた。そこは、既に結界の内側。

「人間は、結界の中に入れるのね……。それもそうね……」

　結界が侵入を阻んでいるのは、φの世界の住人である識神だけだ。そのことにようやく気付いた澪は、ずかずかと敷地に足を踏み入れてきた。

「この結界……外からの侵入を阻む力はあるけど、内部にいる者の魔術を制限する力はないようね……」

　傘かさを開く。内側にぶら下がっている御符を数枚むしり取る。

「天地陰おん陽みよう。東とう伐ばつ百ひやつ隗かい。……あと、急きゆう々きゆう如によ律りつ令りようでお願いします」

　いい加減な術式だったが、澪の手から放られた御符は、地面に落下した瞬しゆん間かん、小こ鬼おにの識神に変化した。さらに澪は、小鬼たちを追加で使役する。

　最も早はや、経費がどうのといってられる場合ではない、と覚かく悟ごを決めたらしい。

　小鬼の識神は、集団で詠美に襲おそい掛かかった。

「そんな雑ざ魚こ、どれだけ召喚しようが、私の敵じゃないわ」

　詠美は、白衣のポケットから赤と青のガラス玉を取り出す。事前に組んでおいた術式を口ずさみ、タブレットＰＣ型の魔導具【封じられた痕跡の書架ancient scroll library】がそれを認識して、魔術が発動される。

「制ガ動レ規ル律ト──」

　その魔術は、詠美が対象とした物体全てにかかる「運動の第一法則」を逆転させる術だった。

「全ての物体は、外部からなんらかの力を加えられない限り、静止している物体は、静止を続け、運動している物体は、等速直線運動を続ける」

　地球上のあらゆる物質は、別名「慣性の法則」と呼ばれる物理法則に従っている。だが詠美は、魔術によって、その法則を逆転、もしくは解き放つことができる。

　制ガ動レ規ル律トによって、物理法則から解き放たれた物体は、慣性の法則とは逆の法則で動く。つまり、「静止している物体は、力を加えられなくても運動する。運動している物体は、直すぐさま静止する」

　この時、詠美が魔術をかける対象とした物体は、左手の掌てのひらに乗せている色とりどりのガラス玉だった。そのままでは、なんの変へん哲てつもない単なるビー玉に過ぎないが、詠美の術によって、銃じゆう口こうから放たれる銃弾だんのように疾しつ駆くする兵器となる。

「グギャ──！」

　外部から一いつ切さい力を加えられていないのに、ガラス玉は、早送りの映像をみているように、詠美の掌から飛び出して、正面から迫せまってくる小鬼たちを貫つらぬいて消しよう滅めつさせた。

「あたしの識神たちが……」

　澪が使役した小鬼の軍団は、あっという間に全ぜん滅めつした。

　詠美の手には、まだガラス玉が残っている。詠美は、澪に直接狙いをつけた。銃じゆう声せいも発射のアクションもなく、詠美の意思一つで弾だん丸がんのように飛ぶガラス玉は、対処のしようがなかった。

　澪は、そそくさと後退する。そして、正門の陰かげに身を隠した。

「そんなの卑ひ怯きようだわ……」

「どの口がいうの？　それに戦いに卑怯もヘチマもないわ。これが私の魔術なの」

「聞いているわ……。かつて魔術師協会の黒こく衣い十じゆう七なな緇し徒ととして活かつ躍やくしていたヴィンセント＝フォーチューンが独自で編み出した【量子錬れん金きん術じゆつ】……。生あい憎にく、魔術界の主流にはならなかったけど……ヴィンセントの子孫が細々と継けい承しようしているって……」

「一子相伝って奴やつよ。マンガでよくあるでしょ？　たった一人の子供にしか受うけ継つがれない秘伝の奥義みたいなものが。【量子錬金術】も北ほく斗と神しん拳けんと同じよ。世界で唯ゆい一いつ、私だけが曾ひいおじい様の魔術を理解し、志を受け継いでいるの」

　中世の錬金術は、今でいう物性論や分子工学のようなものだった。

　物性学者（今でいう物理学者）だったヴィンセントは、中世の錬金術と一〇〇年前はまだ一いつ般ぱん的ではなかった量子論とを組み合わせて、独自の魔術を造りあげた。

　それが詠美の扱あつかう【量子錬金術】である。

「曾おじい様の魔術は、貴方あなたたちのような【φの世界の住人】を使役する不届きな〝魔術師〟を懲こらしめるために編み出されたものよ。曾おじい様は、存命中に随ずい分ぶん不当な扱いを受けたらしいけど、私からみれば貴方のような禁きん戒かいを破る魔術師こそ、魔術師の本分を忘れた異い端たん者だわ。その澄すました顔をガラス玉で貫かれたくなければ、デカ物二体を引き取って、とっとと帰りなさい！」

　これで諦あきらめて撤てつ退たいしてくれることを、詠美は心の中で祈いのった。

　二体の巨きよ大だい識神は、同じことを繰くり返かえすロボットのように結界を叩き続けている。結界は、しばらくはもつだろうが、このままではいつか破られる。

「帰れるわけない……。魔術師協会の掟おきて……貴方も知ってるはず……」

　──裏切り者は、地の底まで追おい詰つめて始末する。

「多少の誤解があるだけよ。協会には、あとでちゃんと説明するわ」

「そんないい逃のがれ通用しない……。あたしたちを追い返しても……別の魔術師がやってくるだけ……。始し祖そ竜りゆうを引き渡わたさない限り……終わらない……」

　詠美を挑発しながら、澪はある時を待っていた。フィリップは今いま頃ごろ、館の中に侵しん入にゆうしているはずだ。彼が、この結界を作り出している魔ま法ほう陣じんを破は壊かいしてくれれば、形勢は逆転する。

　だから、それまで詠美を引きつけておく。それが、現在の澪の役目だった。




　嵯峨野家の地下室は、いつもと雰ふん囲い気きが違ちがっていた。地下室にあった多くの研究道具や机は片付けられ、中央に儀ぎ式しき用の祭さい壇だんが置かれているだけだ。

　床ゆか一面に描かれた魔法陣は、ぼんやりとした淡あわい光を放っている。詠美が、戦いの前に結界を発動させてから、ずっと魔法陣全体から光が放たれ続けていた。

「凄い揺ゆれだね……。嵯峨野さん、大だい丈じよう夫ぶかな？」

　一紀は、イソラと共に地下室の石階段に腰こしを下ろし、全てが終わるのを待っている。

　突とつ然ぜんイソラが、青ざめた顔で胸の辺りを手で押さえ出した。

「イソラ？　どうしたの、イソラ!?」

「この騒さわぎで……古いにしえの神々が目覚めたみたい。外から迫る異界の存在と、わたしの中で眠ねむる古の神々は、恐おそらく同じ世界から来た存在同士……。お互たがいの存在を感じて、共鳴しあっているのかもしれないわ」

　一紀の手の上に、イソラは自分の手を重ねる。

「一紀……お願いがあるの。もし、わたしが……彼らを抑おさえられなくなったら、貴方の手で、わたしを封じて……」

　魔法陣の中央にある祭壇には、あの歯車型の封ふう印いんの魔導具【アンティキティラの歯車】が置いてあった。

「そんな弱気なこというなんて、イソラらしくないな。この騒ぎは、きっと嵯峨野さんが収めてくれるよ。嵯峨野さんのこと、信しん頼らいして待っていよう」

　一紀は、イソラの胸に手を置いた。こうしていれば、イソラの中に眠る古の神々は、大人しくなるはずだ。

「なんだか、急に寒くなったな……。空調の故障かな？」

　ぶるぶると、背筋を震ふるわせた。

「はあぁ……寒い。──って、吐はいた息が白くなってる!?」

　石造りの地下室は、上の階よりも温度が低い。けど、こんなに冷えるのは普ふ通つうじゃない。

「一紀、これは空調のせいじゃないわ」

　地下室の天てん井じようや壁かべに、大気中に含ふくまれていた水分が霜しもとなって付着しはじめていた。

　なにが起きているのか、確かめようと立ち上がった一紀の目の前に、突とつ如じよ、女性の顔をした半はん透とう明めいの存在が現れた。

「ウンディーネ……」

　イソラが呟つぶやく。次の瞬間、ウンディーネと呼ばれた存在は、口を開けて凍こおり付く息を吹ふきかけてきた。

「イソラ！」

　一紀は、イソラを抱だいたまま、階段から転がり落ちる。

「ぐうっ!?」

　一紀は、自分の身体からだをクッションにして、イソラを落下の衝しよう撃げきから守った。

　顔を上げて、先ほどまで自分たちが座っていた場所をみる。石の階段が、冷たい氷で覆おおわれていた。もし、あの息を直接食らっていたら、一紀たちの身体も凍らされていたかもしれない。

「やはり、地下室が存在したか。いやぁ……入り口を探すのに手間取っちゃったなぁ」

　何者かが階段を下りてくる。高級そうな革かわ靴ぐつに、同じく高そうなスーツを着た白人の男性。この男が、先ほどの精せい霊れいを放った張本人なのか。

「な……何者だ？」

　イソラを背中でかばいながら、一紀が訊たずねた。

　フィリップは、手に持った魔導具【四精霊の魔ま銃じゆう】に次弾だんを装そう填てんしながら、一紀の背後に隠かくれているイソラを確かめる。

「君の後にいるのが、始祖竜か。なるほどね、話に聞いていた通り、ちゃんと人間の形をしているんだね」

　物もの腰ごしは柔やわらかいが、フィリップの口から放たれる言葉には、冷たい感情が含まれている。

　一紀は、目の前にいるこの男が、ウロボロスの蛇から派は遣けんされてきた〝魔術師administrator〟と呼ばれる人種だろうと理解した。

「心配しないで。僕のうしろに隠れてれば安全だから……」

　この場でイソラを守れるのは、一紀しかいない。祭壇の上に置いてあった儀式用のナイフを手に取る。ナイフなんて使ったことないが、銃じゆうを持った男が相手だ。なんでもいいから武器を手にしておきたかった。

「この魔法陣が、この館を守る結界を作り出しているのか。こいつを破壊すれば、澪の識神たちは喜ぶだろうな」

　目の前にいる一紀からは、強力な魔力の気配など感じない。フィリップは、ナイフを持った一般人など眼中になかった。

「俺のこの魔導具──【四精霊の魔銃】は、古来より魔術師たちに使役されてきた『火、土、水、風』の四元素の象しよう徴ちようである【精霊】を封ふうじ込こめた【魔弾だん】を放つことができるんだ。俺の祖先は、ケルトの森に暮らし、自然界で生活する精霊たちを自在に使役するシャーマンだった。しかし、時の流れの中で森の力は廃すたれてしまい、古くから伝えられてきたシャーマンの力は、現在俺だけが受け継いでいる……」

　フィリップが握にぎった魔銃の銃口が、不気味に一紀たちを睨にらみ付けていた。

「あの女に気付かれる前に用件を済ませておこう。今から五つ数える。数え終わる前に、始祖竜をこちらに手て渡わたすこと。一……二……」

　銃口を一紀に向けたまま、フィリップは問答無用でカウントを取り始める。

「四……残念。君、決断力がないね。いや、欠けているのは判断力かな？」

　最初から一紀に選ばせるつもりなどないようだ。フィリップは、嘲あざけるような笑えみを浮うかべたあと、躊ちゆう躇ちよせず魔導具の引き金を絞しぼった。

　銃口から、四大元素精霊の一人、ウンディーネが放たれる。

　イソラをかばう一紀の目前に、先ほどと同じように女性の顔をした精霊が迫ってくる。

「一紀、避よけて！」

　イソラが叫さけぶ。ナイフ程度で精霊に立ち向かえるわけがなかった。

「ど……どうする？　……そうだ!?」

　一紀は、ナイフを使わず、祭壇の上に置いてあった燭しよく台だいを手に取った。燭台には、火の点ついた蝋ろう燭そくが三本立てられている。

「氷属性の敵は、炎ほのおが弱点だというのはＲＰＧの基本……。だったらナイフより、こっちの方が利きくはず──」

　迫せまり来るウンディーネに向かって、蝋燭の炎を突つき立たてる。

　精霊の悲鳴が、狭せまい地下室にこだました。

「いまだ！」

　イソラの手を握って、階段を駆かけ上がる。

「いかせるか！」
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　フィリップは、とっさに次の弾たまを装填しようとした。後装式なので、空の薬やつ莢きようを一々取り出さなければいけない。普通の拳けん銃じゆうより、次弾を放つまでに時間がかかる。

　一紀は、弾を込めている最中のフィリップを突き飛ばして階段を上った。イソラを先に上らせて、一足先に地下室から脱だつ出しゆつさせる。

　フィリップは、装填が終わった銃を一紀に向ける。そして引き金を引いた。

　炎に包まれたトカゲの形をした精霊「サラマンダー」が、銃口から放たれる。

　一紀の背中にサラマンダーが取りついた。炎は、一紀の衣服をあっという間に燃え上がらせた。

「わあああああああああ──っ！」

　背中に炎を纏まとった状態で、一紀は地下室の扉とびらから館やかたの中に飛び出た。すぐさま床の上を転げ回って、背中の火を消そうとする。

「あわわ……た、大変よ！」

　イソラは、地面を転がる一紀の上から覆いかぶさって、背中についた炎を消そうとする。一紀は機転を利かせて、持っていたナイフで、自分の着ていた上着を切きり裂さいた。火のついた一紀の衣服を、イソラが手に火傷やけどを負うのもいとわず払はらいのける。

「はあ、はあ……。危なかった……」

　とっさの対処で、一紀は奇き跡せき的に一命を取り留めた。背中や肩かたの皮ひ膚ふに少し火傷を負ったが、重傷というほどではない。

　──これが魔術師。

　フィリップの手にある魔導具から放たれる〝魔ま術じゆつ〟は、なにもない場所に、炎や冷気を造り出す、至ってオーソドックスな魔術らしい魔術だった。

　しかし、敵の扱う魔術に感心している場合じゃなかった。向こうは目的を達成するためなら一紀の命を奪うばうことなど、なんとも思ってない。

「嵯峨野さんのいう通りだった……。話し合ってわかってもらおうなんて……甘い考えだった。あとで謝っておかなきゃ」

　一紀は、祭壇の上から取ってきたナイフを握りしめた。

「でも、イソラは絶対に渡わたさない。だってあんな奴やつにイソラを渡したら……きっと人間として扱あつかってもらえないだろう」

「だけど一紀……貴方あなた、あと一歩で死ぬところだったわ。対策もなしに魔術師に立ち向かおうなんて無む謀ぼうよ。わたしなんかのために、命を落としても構わないというの？」

「命に替かえても君を守る……なんて臭くさい台詞せりふ、僕には似合わないよ。力のない今の僕ができることは──こうすることだけだ」

　ナイフを投げ捨てて、イソラの身体を抱き上げる。

「に、逃にげるつもり？」

　裸はだかの一紀にお姫ひめ様のように抱だっこされて、イソラは顔を赤らめていた。

　背中に火傷を負っているはずなのに、一紀は力強くイソラを抱き上げている。意外にたくましい一紀の身体に顔を埋うずめたまま、イソラは小さい声で呟く。

「古の神々の力を使えば、あんな雑ざ魚こ魔術師なんてイチコロよ。一紀が連れて逃げるべきなのは、詠美の方よ……」

「駄だ目めだよ」

「どうしてよ!?」

「そんなことは、普通の人間の女の子のすることじゃないから……。それ以外に理由はないよ」

「でも、このままじゃ一紀も詠美も、傷つくだけだわ──ッ!?」

　その時、異変が起きた。先ほどから断続的に続いていた振しん動どうが、突とつ然ぜん止やんだのだ。

　正門と裏庭から迫り来る巨きよ大だい識神たちは、諦あきらめて逃げ出したのかと思ったが、そうではなかった。




「しまった！　これが狙ねらいだったのね」

　詠美は、屋や敷しき全体を包み込んでいた結界が消しよう滅めつしたのをみて、ようやく自分が敵に誘おびき出だされていたのだと気付いた。

　澪以外の魔術師が、恐おそらく裏門から館の中に侵しん入にゆうして、結界を作り出している地下の魔ま法ほう陣じんを破は壊かいしたのだろう。

　巨大識神【馬頭云傍】は、澪の指示を受けて、今まで結界に阻はばまれて越こえられなかった鉄てつ柵さくを楽々踏ふみ越えた。透とう明めいで巨大な識神の足が、前庭の花か壇だんを容よう赦しやなく踏みつぶす。

「降参した方がいいと思うけど？」

　いつの間にか、識神の肩に飛び乗った澪が、地上にいる詠美を見下ろしていた。

　こんな巨大な識神には、加速させたビー玉なんて通用しないだろう。そもそも、正面からまともにやりあうのが馬ば鹿からしくなるほどのサイズだ。

「降参なんて、誰がするか！」

　と、強がってみたものの、ここは一いつ旦たん館の中に引っ込むしかない。巨大識神も厄やつ介かいだが、館の中に侵入した魔術師のことも気になった。

　地下にいるはずの一紀やイソラは無事だろうか……？　二人の安否を確かめるためにも、詠美は悔くやしさを噛かみしめながら撤てつ退たいした。




　館の中は、明かりが消えて真っ暗だった。廊ろう下か越ごしにみえるラウンジの窓には、巨大な人の影かげが映っている。それは、裏門を越えて裏庭に侵入した【牛頭阿傍】の影だ。

　巨大識神に対し、今はなんの対処もできない。好きにさせておくしかなかった。

　詠美は廊下を進んで、地下室へ続く扉に向かう。すると暗い廊下の向こうから、イソラを抱いた一紀がやってくるのがみえた。

「無事だったのね？　イソラも──」

　二人が無事だったことに安あん堵どしたのも束の間、一紀の髪かみが焦こげていることに気付いた。どうやら肩や背中などにも火傷を負っているようだ。

「よかった。嵯峨野さんと合流できて。いたたっ……」

　抱きかかえていたイソラを下ろす。そして顔をしかめて、床ゆかに膝ひざをついた。背中の火傷の痛みが、今になって襲おそってきた。

「こら、実験動物の癖くせに、こんなところでへたばってるんじゃないわよ」

　詠美は、一紀に肩を貸して身体からだを支えた。

「ありがとう……嵯峨野さん」

「この館は、とても安全とはいえない状じよう況きようよ。こんなところで倒たおれられては困るわ」

「そうだね。もう少し我が慢まんするよ……」

「地下室にやってきたのは、金きん髪ぱつで癖くせ毛げの若い男の魔術師だったわ。詠美、覚えがない？」

　イソラの口から、もう一人の侵入者の特とく徴ちようが語られる。

「金髪で癖毛の若い男──もしかして……」

　思い当たる人物が一人いた。詠美がロンドンに留学していた時、その人物に魔術を教えてもらったことがある。

「やあ！　そこにいるのは、嵯峨野詠美じゃないか。久しぶりだね？」

　やたらと陽気な声が、暗い館の中に響ひびく。その人物は、廊下に敷しかれた絨じゆう毯たんの上をゆっくり歩いてきた。窓から差し込む月明かりが、男の姿を闇やみに浮かび上がらせる。

「フィリップ＝ブルツェワ……」

　詠美は、金髪で癖毛の若い男を見み据すえた。この男が、地下にある魔法陣を破壊して、結界を無効化したのだ。

　さらにフィリップの手には、地下室の祭さい壇だんに置いてあった【アンティキティラの歯車】があった。

「蒼い眼の魔術師ブルーアイ・メイガスよ。こいつの使い方を教えてくれないか？　これは始し祖そ竜りゆうを封じ込める魔導具なんだろ？」

「貴方に曾ひいおじい様の魔導具は扱えないわ。そもそも貴方に始祖竜を封ふう印いんする資格がない。だから他人の領分に首を突っ込まないで。協会での貴方の立場は、私よりも上ではないのよ？」

「いまのところは……だろ？」

　二人は、教え子と教師のような関係だが、今ではほとんど交流がない。むしろ今は、敵同士。一紀を痛めつけた明確な敵──。

「そうね。いまのところ、私とフィリップは〝同等〟ね」

　詠美の言葉に、フィリップの表情が凍こおりついた。

「嵯峨野……お前はそんなバカな魔ま術じゆつ師しじゃないだろ？　今ならまだ間に合う、協会へは俺が取り次いでやるから、大人しく降参しろ」

「誰がッ！」

　強く反発した。そんな態度に、フィリップは呆あきれたようにため息をつく。

「しょうがないな……。もっと痛い目をみないと、わからないようだ」

　フィリップに応じるように、屋敷に迫っていた馬頭云傍が、巨大な拳こぶしを館の屋根目め掛がけて振ふり下ろした。

　識神の腕うでは、館の屋根を破壊して玄げん関かんロビーの天てん井じようを貫つらぬいた。詠美たちの頭上にガレキが降ってくる。

「酷ひどいことをするわね……。人の家を壊こわすなんて」

　狼ろう藉ぜきぶりにみかねたイソラが、呆れたようにいった。

　馬頭云傍の肩に乗った澪が顔を出して、ぽっかり穴の空いた玄関ロビーの天井から、館の中を覗のぞき込む。

「蒼い眼の魔術師よ、チェックメイトだ。俺が合図を送れば、空いた天井の穴から、識神が腕を突っ込こんで、君たち三人の身体を押おし潰つぶすだろう。もうこれ以上、意地を張る理由はないんじゃないかな？」

　フィリップの宣告通り、詠美たちには、もう選せん択たくの余地がない。詠美一人ならば、この苦境を脱だつする方法は考えつくが、イソラや一紀を守りながら戦うのは無理だ。

「……そうね。私一人の意地で無関係な人を巻き込めないものね」

　色々考えた結果、ここは降参するしかないという結論に達した。降参の証あかしとして、手に持っていたタブレットＰＣを地面に置こうとする。

「嵯峨野さん……。決断する前に、僕たちの身体をみて……」

　詠美に身体を支えられている一紀が、耳元で囁ささやく。

「私たちの身体って……え？」

　一紀と詠美、二人の身体が接せつ触しよくしている部分に、光の文字が出現していた。術式反応紋strange reaction──しかも、詠美がこれまでみたことがないほど、濃こい反応を示している。

「私の魔ま力りよくが上がっている……？　城山君の身体に触ふれているから？　どういうこと？」

　一紀が特とく殊しゆな体質をしているのはわかっていたが、まさか接触しているだけで、詠美の身体に蓄ちく積せきされた【原素principles】の量まで増ぞう幅ふくするとは思わなかった。

　イソラが発作を起こした時も、一紀に触れられればたちまち治った。一紀の身体には、想像もつかない力が、秘められているのかもしれない……。

「僕がイソラを抱かかえてあの山頂から逃げた時、嵯峨野さんはもの凄すごい跳ちよう躍やく力で僕らを追ってきた……。ああいう魔ま法ほうを使って、あの巨きよ人じんの拳ぐらい弾はじき返せないかな？」

　今まさに、頭上から巨大な拳が振り下ろされようとしているのに、一紀は一いつ切さい諦めていない。

「身体強化の魔ま術じゆつぐらい当然扱えるわ。私を誰だれだと思っているのよ？　でも、身体能力を強化しただけじゃ……ん？　ちょっと待って弾き返す？」

　詠美の表情に明るさが戻もどった。この危機を脱する方法を思いついたのかもしれない。

「手はあるんだね？　僕もできるだけ協力するよ。だから……」

「前から気になっていたわ。城山君、君はどうしてそんなにイソラを……いえ、他人を守ることに執しゆう着ちやくするの？」

　詠美は一紀の目を覗き込んだ。その目の奧には、深い悲しみと重たい過去が宿っている。

「城山君、貴方は……」

　事情を察した詠美は、続く言葉を深く飲み込んだ。いまは、一紀の過去を掘ほり返している場合ではない。

　詠美は、床に置きかけたタブレットＰＣを持ち上げて、その上に手をかざす。

「このまま大人しく降参するなんて私らしくないわね。賭かけになるけど、やってみる価値はあるわ。城山君は、このまま私の身体に触れていなさい。術を成功させるためには、君の〝体質〟が必要になるわ」

「わかった。なにがあろうと絶対に離はなさないよ」

「もし、失敗したら君も一いつ緒しよにぺしゃんこになるけど、君は私の〝実験動物〟……。主人である私と一いち蓮れん托たく生しよう。生きるも死ぬも一緒よ。覚かく悟ごはできてるわね？」

　身体の周囲に浮うかんだ術式反応紋を指先で撫なでる。

「おやおや。降参するんじゃないのか……。どうやら君は、思ったより馬鹿な娘むすめだったようだ。澪、やってしまえ」

　フィリップの合図で、澪を肩かたに乗せた馬頭云傍が、透明な拳を振り上げた。空いた天井の穴から、拳を館の中に向けて振り下ろすつもりだ。

　目の前ではフィリップが、魔導具の【四精せい霊れいの魔ま銃じゆう】を構えて、詠美たちを逃にがさないように狙っている。

「生あい憎にくだけど【蒼い眼の魔術師ブルーアイ・メイガス】は、貴方あなたたち三下魔術師にやられるほど柔やわじゃないの。ヴィンセント＝フォーチューンが残した【量子錬れん金きん術じゆつ】の神しん髄ずいをみせてあげるから覚悟しなさい！　術式起動開始──偉い大だいなる賢けん者じやの知ち恵えよ、秘ひ匿とくされた禁術の秘書──【賢者の術概がい要よう書】に基づき、その一節をこの世に書き記せ」

　術式反応紋がいっそう濃く現われた。一紀の身体に触れているお陰かげで、これまで感じたことがないくらい強力な魔力が、詠美の肉体と魔導具を巡じゆん回かいしているのがわかった。

　詠美は、みずからの肉体に二種類の魔術をかけた。

【動ベ的ル反ゲ射ン】と【反ム動ー操レ作ス】──この二つの量子錬金術によって、物理法則を覆くつがえし、頭上から迫せまる危機を撥はね返すための力を与あたえられる。

「量子錬金術とやらがどれほどのものか知らないが、そんなマイナーな魔術、継けい承しようしているのは嵯峨野詠美……君だけだ。始祖竜の封印にすら失敗した君が、今いま更さら足あ掻がいても、どうにもできない！」

　フィリップの耳みみ障ざわりな高笑いが、暗い館やかたの中に響き渡わたる。しかし、魔術の発動モードに入った詠美には、そのような〝雑音〟は耳に入っていなかった。

「城山君、もっと強く私の身体に触れて。少しだけ、魔力が足りないの……」

「こ、こう？」

　一紀は、ほとんど詠美に抱だきつくような姿勢で密着する。

　どくん、どくんと、お互たがいに心音をシンクロさせあう。やがて二人の心臓の鼓こ動どうが重なった。

「いけるわ──」

　詠美は、イソラをうしろにさがらせ、両足を開いて玄関ロビーの中央に立つ。

　そして、天井の穴から覗き込む巨きよ大だい識神と目を合わせる。透とう明めいな拳は、巨大な質量の塊かたまりとなって、いままさに詠美と一紀の頭上に振り下ろされようとしていた。

　鉛えん直ちよくから振り下ろされる識神の拳に対たい抗こうするように、詠美は細い腕を伸のばして頭上に突つき上げる。

　馬頭云傍の拳は、詠美の拳と比ひ較かくするのも馬ば鹿からしくなるほどのサイズだった。識神の筋肉から産み出される力と腕全体の質量、そして地球の重力が加えられ、凄すさまじい速度で落下してくる──。

　それに対する詠美の手は、みためは貧弱そのもの。下から上に突き上げているため、重力はあてにできず、むしろ筋力を減殺している。

　蟻ありが象に立ち向かうようなものだった。通常の物理法則が働く地球上では、蟻一いつ匹ぴきでは象に勝てない。

「量子錬金術は、通常の物理法則を根底から覆すわ……。【動ベ的ル反ゲ射ン】──この魔術により、物理法則の一つである【運動の第二法則】を逆転させる！」

　運動の第二法則とは、『物体が力を受けると、その力の働く方向に加速度が生じる』というもの。これは、地球上の万ばん物ぶつ全すべてに当てはまる法則。この〝加速度〟とは『力の大きさに比例し、慣性質量に反比例する』というものだ。

　真っ直すぐに飛んでくるボールをバットで打ち返せば、ボールは打ち返した力の大きさに従って飛んでいく。またボールの質量が大きければ大きいほど飛ぶ勢いは弱くなる。

　しかし、【動ベ的ル反ゲ射ン】の魔術をかけられた対象は、この法則には従わない。

　──加速度は力の大きさに反比例し、慣性質量に比例する。

　下から突き上げる詠美の手をバット、そして振り下ろされる識神の拳をボールだとするなら、詠美の手が弱ければ弱いほど、識神の拳を弾き返す力が強くなるということ。

　また、識神の拳の質量が大きければ大きいほど、詠美の手に弾かれる衝しよう撃げきが強くなるということだ。

　おまけに詠美は、【反ム動ー操レ作ス】の魔術を重ねがけしていた。

　本来ならば、【動ベ的ル反ゲ射ン】で識神の拳を弾き飛ばしたのと同じだけの力が、詠美の身体からだに跳ね返ってくる（反作用）。識神の拳を弾き飛ばした瞬しゆん間かん、詠美と一紀の肉体は、同じだけの圧力を受けて潰れてしまうだろう。

　これが自然界の法則だが、この【動ベ的ル反ゲ射ン】という魔術は、その法則すらも逆転させることができる。

　振り下ろされた識神の拳が、地上から振り上げられた詠美の手に接触した瞬間──まるでゴムボールが地面に当たって跳ねたように──識神の腕は簡単に弾き飛ばされた。

「グオオオオオオオオオオ──ッ!?」

　弾かれた勢いに識神の身体そのものが耐たえられず、腕は胴どうから千切れて、夜空の向こうに飛んでいった。

　詠美は、識神の拳を弾き飛ばしたまま平然と地面に立っている。詠美の魔術は、みずからの肉体に返ってくるはずの反作用エネルギーを反転させて、識神本体へ撥ね返していた。

　腕を失った馬頭云傍は、バランスを崩くずして倒たおれる。

「あれ……？」

　識神の肩に乗っていた澪が、空いた天井の穴から、玄関ロビーに落ちてきた。そのまま床ゆかに落ちて意識を失う。

　使役者が気絶したので、召しよう喚かんされていた識神二体は、実体を保っていられなくなり、元の御ご符ふへと戻っていった。

「凄いわ一紀！　詠美！　二人とも、そんな力を隠かくしていたなんて……さすがだわ！」

　イソラは、一紀に抱きついて祝福のキスをした。

「僕はなにもしてないよ。嵯峨野さんにしがみついてただけだ。凄いのは、嵯峨野さんの魔術だよ。ねぇ？」

　詠美は、誰もいなくなった暗い廊ろう下かを睨にらみ付けていた。

　先ほどまで傍にいたフィリップが、こつぜんと姿を消している。どうやら、澪が意識を失ったのをみて、分が悪いと感じて逃げたらしい。

「逃げ足の早い男ね。呆あきれるわ……。ところで詠美、随ずい分ぶん怖こわい顔してるけどどうしたの？」

「奪うばわれたわ、あの男に。封ふう印いんの魔導具【アンティキティラの歯車】を……」

　曾そう祖そ父ふから受うけ継ついだ大事な魔導具を、他の魔術師に盗ぬすまれるとは……。詠美にとって、これ以上の失態はない。

「僕が、もっと早くあの男の接近に気づいていれば、こんなことにならなかったのに……」

　詠美は、首を振ふって一紀の言葉を否定した。

「フィリップの接近に気づかなかったのは、私も同じよ。どうやらあの男は、気配を隠す魔導具を所持していたようね。多分、【死虫石の欠片かけら】か【摩ま利り支し天てんの御符】ね」

「そんな便利なものがあるんだ。厄やつ介かいだね」

「それよりも──」

　上じよう半はん身しん裸はだかの一紀を、横目でチラみしながら、詠美は顔を赤くする。

「し、城山君。貴方は、なかなか優ゆう秀しゆうな〝実験動物〟だわ。君のお陰で、今日はいい魔術の研究ができたわ。狙ねらい通り魔術も成功したし……これからも実験動物らしく、私の傍で、が……頑がん張ばって欲しいわ」

　そういって、詠美はすぐに顔を逸そらした。

　一紀はしばらくポカンとしていたが、遅おくれて褒ほめられたのだと気づいた。

「もちろんだよ！　嵯峨野さんとイソラのために、これからも頑張るよ！」

「イ……イソラのためってのは、余計でしょうが！」

「ふう。それにしても、散々な夜になったわね……」

　上をみながら、イソラは深くため息をついた。

　玄げん関かんホールの天てん井じようには、大きな穴が空き、ガレキが床の上に散乱している。外は、もっと酷ひどい有様だろう。

　詠美は、ガレキの間で、意識を失ったまま倒れている澪に視線を落とす。

「奪い返しにいく手がかりは、ちゃんと残った……。それだけが救いといえば救いかしら？　さてと、こいつはどう料理してやろうかしら？」

　詠美は、黒い袴はかまの陰おん陽みよう師じを見下ろしながら、どす黒い笑えみを浮かべていた。







　５　賢けん者じやの石







　昨夜の戦せん闘とうから一晩明けて……。

「う、うわぁ。これは酷い。せっかく掃そう除じしたのにな……」

　改めて一かず紀きは、玄関ロビーの惨さん状じようを目まの当たりにして嘆たん息そくする。

　昨夜の巨大識神の拳こぶしによって、天井にはぽっかり穴が空けられたままだ。おまけに屋根が粉ふん砕さいされたことによって生じたガレキが、ロビーの床一面に散乱していた。

「全てを元に戻もどすには、とんでもない労力とお金が必要になりそうね」

　一紀の隣となりでイソラが呟つぶやく。

　短い期間とはいえ、自分の家同然に暮らした館が破は壊かいされ、無残な姿に変わり果てた様は、みるに堪たえない。

「ほら、なにしてるのよ。さっさと歩きなさい！」

　館の奧から詠えい美みがやってきた。右手には鎖くさりを握にぎっている。

「くぅぅぅん～」

　詠美の背後には、一紀たちと同じような監かん視し用の首輪を嵌はめた澪みおが立っていた。詠美の握っている鎖は、澪の首輪に繋つながっている。まるで散歩に連れて行かれる犬のようだ。

　昨夜、戦闘中に気を失ってしまった澪は、フィリップに見捨てられ、この館に置いてかれた。そして、あえなく詠美の捕ほ虜りよになった。

「ほら、みなさいよ。あんたの識神がぶっ壊こわした私の家の無残な姿を！」

「風通しがよくなった……。これからの季節、冷れい房ぼう代が節約できそう……」

　詠美は、澪の首輪に繋がっている鎖を思いっきり引っ張る。

「うぐぅっ!?」

「野良犬の癖くせに人様の家を滅め茶ちや苦く茶ちやにしておいて開き直るつもり？　ここは、一〇〇年以上前──明治時代に曾ひいおじい様が建てた由ゆい緒しよある館なのよ。私たちが生まれるずっと前からここにあったの。それをあんたは、滅茶苦茶にしたのよ。わかってるの？」

　怒ど鳴なりつけるでもなく、わめき立てるでもなく、詠美は冷静に澪の行ないを責めた。

　澪も、さすがに悪いと思ったらしく、飼い主に怒おこられた犬のようにしゅんとする。

「悪いと思っているのなら、フィリップの居場所を私に教えなさい」

「嵯さ峨が野のさん？　まさか、今からあいつのところにいくつもりなの？」

「危険だわ。詠美の方から、むざむざ相手の懐ふところに飛び込むなんて……」

　イソラも反対のようだ。

「昨夜の戦いぶりからみて、フィリップという男は相当な策士ね。今度は向こうが罠わなを張って、詠美を待ち構えているかもしれないわ」

「危険は承知の上よ。でもあの男は、曾おじい様の残してくれた封印の魔導具を持ち去ったわ。本来は、イソラを封印するための魔導具だけど、使い方によっては、大きな事故を起こす可能性もある……。悪用されないうちに奪い返すに限るわ」

　昨夜、フィリップが立っていた廊下に視線を向ける。

「おそらく、曾おじい様の魔導具を持ち去ったあと、自分の拠きよ点てんに戻って魔導具を使用できるかどうか試したはずよ。いえ、魔術師administratorだもの……絶対にそうするわ。だから、奴やつの拠点がわかれば、魔導具を奪い返すことは不可能じゃない」

「でも、仲間を裏切るわけには……いかない」

　まだ子供だが、澪も魔術師協会から派は遣けんされた一人前の魔術師。彼女なりの矜きよう持じを持っているようだ。

「残念だわ。拷ごう問もんなんて真ま似ね。ほんとうはしたくないのだけど……」

　詠美は、ポケットからお菓か子しの小こ袋ぶくろを取り出した。スティック状のスナックに、抹まつ茶ちや味のチョコレートがコーティングされたお菓子で、詠美が普ふ段だんから好んで食べているものだ。

「他人を痛めつけたり、嫌いやがることをするのは、私だって嫌だけど……曾おじい様が建てた館やかたを壊された借りは絶対に返さなきゃいけない。それにフィリップには、別の借りもあることだし……」

　澪の目の前で、詠美はチョコレートのお菓子を食べ始める。うしろにいる一紀たちにも分け与あたえて、三人同時にコリコリコリ……と心地ここちよい音を立てて、お菓子を食べた。

「は……はぅ……」

　澪は、だらしなく口を開く。昨夜から、なにも口にしていない上に、今朝はまだ朝食を与えられていない。燃費の悪い澪の身体からだは、限界に近づいていた。

「そういえば、朝ご飯まだだったね。すぐに用意するよ」

「お願いするわ。いつも通り、三人分でね」

　その一言で、澪の中でなにかが……まさにチョコ菓が子しのようにぽきりと折れた。

「嵯さ峨が野の詠美……あなたは恐おそろしい魔術師だわ……。あたしは、もう貴方あなたの軍門に下るしかない……」

　澪は膝ひざを折って、その場にかしずいた。

（え？　もう、降参なの？）

　一紀たちの予想を上回る早さで、澪は詠美に屈くつした。

　大人しく降参した澪に対して、詠美は騎き士しに剣けんを授ける王のような大おお仰ぎような動作でチョコレートのお菓子を与える。

「いい子だわ。それじゃあ、フィリップの拠点まで私を案内してくれる？」

「ふぁかった……」

　詠美からもらったお菓子を口一いつ杯ぱいに頬ほお張ばりながら現金にうなずく。澪にとって、フィリップとの関係など、チョコ菓子程度の軽いもののようだ。

「詠美！　わたしも一いつ緒しよにいくわ！」

　なぜかイソラが、同行することを志願する。

「はあ？　なにいってるのよ。フィリップの狙いは、イソラ……貴方なのよ？」

「当然わかっているわ。でも、この館が滅茶苦茶にされたのも、一紀が火傷やけどしたのも、元はといえば全部わたしのせいよ。責任を感じているわ」

「イソラが責任を感じることはないよ。火傷したのは、僕が未熟だからだ」

「ありがとう一紀。ねぇ詠美……いまのわたしじゃ、なにもできないお荷物かもしれないけど、なにもしないでじっとしているのは嫌いやなの。荷物運びでもなんでもいい。わたしにも手伝わせて！」

　どうやらイソラの決意は固いようだ。

　詠美は顎あごに手を当てて、しばらく考える。

「……そうね。もしかして、私たちが出発したあと、フィリップが裏をかいて、もう一度この館を襲おそうかもしれないわね。そうなれば、イソラを守るのは城しろ山やま君一人……。わたしと行動を共にする方が、逆に安全かもしれないわね」

　一紀が口を挟はさむ暇ひまもなく、フィリップの拠点までイソラが同行することが決まった。イソラがいくなら、一紀も共にいく他ほかない。

　万が一、イソラが古いにしえの神々を暴走させてしまった場合、止められるのは一紀しかいない……。




　一紀たちは、すぐさま出発の準備を整え始める。

「ところで一紀、背中の火傷は大だい丈じよう夫ぶ？　痛くない？」

　イソラは、救急箱に包帯や絆ばん創そう膏こうなどを詰つめ直しながら一紀に訊たずねた。

「今朝、イソラが薬を塗ぬって包帯を巻き直してくれたから痛みはないよ」

「わたし不器用で、全然上う手まく巻けなかったわ。あれなら、一紀が一人でやった方が早かったかも……」

「でも、僕一人じゃ背中に薬を塗ることはできなかった。イソラのお陰かげだよ」

「そ、そんなに感謝しないで欲しいわ。たいしたことしてないのに……恥はずかしいわ」

　赤らめた顔を逸そらす。

　一紀の背中の火傷は、イソラを守るために負った火傷だ。イソラは、一紀に怪け我がをさせてしまったことの責任を痛感しているみたいだ。

「でもイソラはよかったの？　嵯峨野さんは、本当に封ふう印いんの魔導具を取り戻すつもりみたいだよ？」

　詠美が、これから取り戻しにいこうとしている【アンティキティラの歯車】は、詠美の曾そう祖そ父ふが残してくれた大切な家宝というだけでなく、始し祖そ竜りゆうイソラを再度封印するために必要な魔導具でもある。

「嵯峨野さんには内ない緒しよだけど、実は僕、あの魔導具が敵に奪うばわれたと聞いて、少し安心したんだ。だって、あの魔導具がなければ、もうイソラは封印されることはない。嵯峨野さんも変な使命感を背負わなくて済むから、気が楽になるんじゃないかなって思ったんだけど……」

「バカね。あの詠美が、やられっぱなしで黙だまっているはずないでしょ？」

「それもそうだけどさ……」

　イソラは手を止めて、しばらくうつむいていた。

「魔導具を奪われて安心したってことは……つまり、一紀はこれからもわたしと一緒にいたいと思っているのかしら？」

「もちろんだよ。この先も、僕はイソラといたい」

「う……嬉うれしいわ。わたしも、一紀と同じ気持ちよ。でも……」

　一紀の襟えり元もとにみえる包帯をみて、イソラは表情を暗くする。

「でも、わたしが一紀の傍そばにいる限り、昨夜のような魔術師の襲しゆう撃げきは続くでしょうね。昨日は、たまたま軽い火傷だけで済んだけど、次は命を落とすかもしれないわ」

「それは僕が未熟だからで、イソラのせいじゃない。そうならないために、毎日鍛きたえてるしね」

「そういう問題じゃないわ……一紀は、魔術師たちを甘くみすぎてるのよ」

　イソラはしばらく躊ちゆう躇ちよした。そして、意を決したように口を開く。

「もし、詠美がフィリップとの戦いに負けそうになったら……。わたしの中にある、例の力を一部解放するわ」

「な、なにいってるんだよイソラ。そんなことしたら……」

「大事な館を犠ぎ牲せいにしてまでわたしを守ってくれた詠美に、なにをしてあげられるか、昨夜からずっと考えてたの。そして、わたしにできることは、それしかないと気付いたの。古の神々を全すべて解放すると、とんでもないことが起きる……。でも一紀。貴方が一緒にいてくれれば、凶きよう暴ぼうな彼らの力をコントロールできるかもしれない……」

「無茶だよ。そんなことをしたら、イソラの身体はどうなるんだよ？」

「危険な賭かけなのはわかっているわ。万が一、暴走が止まらない時は、わたしを見捨てて逃にげて……」

「逃げないよ。僕は、最後までイソラの傍にいる」

「一紀……。でもそれだと貴方は……」

　一紀は、しっかりとイソラの手を握にぎった。触ふれ合った部分から、一紀の気持ちが流れ込んでくる。

「……ま、万が一の話よ。あの詠美が、フィリップなんかにやられるわけないわ。わたしのいったことは、本当に危なくなったらの話よ。だから、そんな心配しないで……」

　──自分をこんなに心配してくれる一紀がいて、イソラは幸せだった。


一〇〇年前、ヴィンセントに出会う前のイソラにとって、人間は敵でしかなかった。

一紀がいてくれたから、イソラは人間のことを好きになれたのだ。






　準備が整った。あとは、澪の案内でフィリップの拠点に向かうだけだ。

「私の朝ご飯はいらないわ。お腹一杯になると集中力落ちちゃうし……」

　と主張する詠美に対して、一紀は珍めずらしく反論した。

「いや、朝ご飯は、ちゃんと食べるべきだよ。朝にキチンと栄養を摂とっておかないと、いざという時、思ったような力が出せないからね。だから朝ご飯は、ちゃんと食べよう！　すぐに用意するから、ね？」

「わ……わかったわ」

　一紀の迫はく力りよくに押されて、詠美は思わずうなずいてしまった。




　ラウンジのテーブルには、一紀が厨ちゆう房ぼうで手早く作ったおにぎりやおかずが並べられている。

「はわ……。美お味いしそう、いただきます！」

　澪やイソラは、喜んで遅おそい朝食にありついた。

「……」

　詠美の箸はしが止まっていた。

「はい、嵯峨野さん。ハーブティーここにおくね」

「ええ……。ありがと」

　これから戦いに向かう緊きん張ちようからか、先ほどからずっと思いつめたような表情を浮うかべている。

「嵯峨野さんは、あのフィリップっていう魔ま術じゆつ師しと、顔見知りだったようだけど、知り合いだったの？」

「昔の話よ……。私が魔術師として未熟だったころ、あの男に魔術の基き礎そを教えてもらったことがあるの。彼の教え方が下へ手ただったせいで、なんの収しゆう穫かくもなかったけどね」

　昔のことを思い出して、詠美は露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんな顔付きになった。ロンドンでの修行時代のことは、あまりいい思い出じゃないらしい。

「もしかして、昔の恋こい人びとだったりして……」

　一紀が何気なくいったひと言で、澪とイソラが同時に噴ふき出した。

「本気でそうみえたのなら、城山君は一度、目の手術をした方がいいわね。残念だけど、そんな色っぽい関係じゃないの。フィリップという男は、下の者には厳しく、目上の者には媚こびへつらう……おまけに女性を見下している。最低な男よ。その印象は、いまも昔も変わらないわ」

　詠美の隣となりで、澪がこくこくとうなずいて同意していた。相棒の澪を見捨てて、一人でとっとと逃げたことからも、最低な奴やつだということがわかる。

「五年前は、あの男の方が魔術師として上だったけど、今は私の方が上よ。昔の借りを返すためにも、絶対に勝つわ……」

　詠美は、ようやく箸を動かして、お皿の上のミートボールを摘つまんで、パクッ、パクッ、パクッっとリズムよく口に放り入れた。そしてもぐもぐと口を動かして、一気に飲み込む。

「でも、あの男に勝つには、まだ準備が足りないわ。食事が終わったら特別な準備をするから、城山君手伝ってくれる？　もちろん、嫌いやとはいわないわよね？」




（特別な準備とはなんだろう？）

　一紀は、詠美に手を引かれて、誰だれも使っていない空き部屋に入った。

「嵯峨野さん、こんななにもない部屋に来てなにをするの？　まさか、僕を身代わりにして関節技の練習とか嫌だよ？」

「違ちがうわよ！　……他の部屋だと、イソラたちにみられちゃうかもしれないでしょ？　城山君以外の人に、恥ずかしいところ、みられたくないから……」

「は……恥ずかしいところ？」

　ラウンジでは、イソラが朝食の後片付けをしている。澪は腹はら一いつ杯ぱいになった瞬しゆん間かん、居い眠ねむりを始めた。一紀と詠美が、この部屋に入っていったことに二人とも気付いていない。

「時間がないわ。とっとと始めましょう」

　詠美は、着ていた白衣を脱ぬいで、制服の胸のリボンを解いた。いったいなにを始めるのかわからず、きょとんとしている一紀の目の前で、詠美は制服の上着を脱いだ。

「え？　あ、あの……嵯峨野さん、ここはお風ふ呂ろじゃないけど……あの」

　さらに詠美は、制服の下に着ていたブラウスのボタンまで外し始める。

　あれよあれよという間に、詠美はブラウスのボタンを外し終えた。そして、若干躊躇しながら、ブラウスを脱ぎ捨すてる。

「だ、駄だ目めだよ嵯峨野さん！」

　詠美は、ブラウスの下にはブラジャーしか着けていなかった。スカートとブラジャーだけの姿になった詠美から、一紀は両手で顔を覆おおいながら視線を逸らす。

「でも、この準備は裸はだかにならなくちゃできないのよ。しかたないじゃない……。ねぇ、これ開けてくれる？」

　詠美は、スカートのポケットから小こ瓶びんを取り出して一紀に手て渡わたす。中には黄色い液体が入っていた。

「なにこれ？　ハチミツみたいな色してるけど……」

「その中に入っている液体は、【聖油】と呼ばれる魔導具の一種よ。魔術師は、集めた原素を蓄ちく積せきする【集素塊コア】という物を身体からだに宿しているわ。その聖油は、集素塊に蓄積された原素と肉体の伝導率を上げるための物なの」

　一紀は、コルク栓せんを抜ぬいて中の液体の匂においを嗅かいだ。アロマオイルやハーブなんかとも違う、独特の甘ったるい匂いがする。

「恐おそらく、この先フィリップとの戦せん闘とうになるでしょう。楽勝……といいたいところだけど、正直五分五分だと思ってるわ。向こうの方が魔術師の経験が長い上に、今度は向こうのフィールドで戦うわけだから、なにが起きるかわからない。だから、少しでも勝つ確率を上げるために、できることはなんでもしておきたいの」

「なるほどね。よくわかったけど……どうして僕なの？」

　詠美は、白いレースの飾かざりのついたブラジャーを両手で隠かくしながら、顔を逸らした。

「前もいったけど、君の身体は触れた物の魔ま力りよくを増ぞう幅ふくさせる力があるわ。どうしてそうなるのか、私もまだよくわかっていないのだけど……とにかく、君がこの【聖油】を塗ぬってくれれば、私が自分で塗るより効果が上がると思うの」

　果たして、一紀が塗ったからといって、本当に効果が上がるのかは疑問だが、詠美に頼たよりにされるのは嬉しかった。

　けど、一紀が塗るということは……つまり詠美の肌はだに直接触さわることになる。

「せ……背中からお願い」

　詠美はフロントホックを外して、ブラジャーを完全に外す。そして栗くり色いろの髪かみを身体の前に流して、無防備な背中を一紀にさらした。

「ごくっ……」

　染み一つない真っ白な詠美の背中を目にして、一紀は思わず喉のどを鳴らしてしまった。

　詠美の背中に浮かぶ肩けん胛こう骨こつの膨ふくらみや、背骨の稜りよう線せんが、陶とう器きのように白い肌の上に陰いん影えいを作っている。

　制服を着ている時はよくわからなかったが、裸になった詠美の肌の白さは、さすがに日本人離ばなれしていた。英国人の血を若干受うけ継ついでいるだけはある。

「なにしてるの？　は、早く塗りなさいよ。こうしてるだけでも恥はずかしいんだから……」

　一紀は、聖油の瓶びんを傾かたむけて、中身を自分の掌てのひらで受け止めた。

　そして、その手を詠美の背中に当てる。

「ひゃっ！」

　詠美は、背筋を真っ直すぐに伸のばして喉を鳴らした。

「ごめん、冷たかった？」

「ううん……気にしないで、続けて……」

　一紀は、背骨の湾わん曲きよくに沿うように詠美の背中を手でなぞる。詠美は、両手で自分の胸を隠しながら、声が漏もれないように必死に我が慢まんしていた。

　聖油を塗った場所に、小さな光の文字の鎖くさりが現れては、すぐに消えていく。術式反応紋strange reactionだ。一紀の手と聖油が、なんらかの魔術的反応を起こしているらしい。

　背骨に沿って聖油を塗り終えると、今度は脇わき腹ばらから腰こしのくびれをなぞるように手を当てて、きめ細かい肌に黄色い聖油を染み込ませていった。

「ひゃあ！　……ご、ごめんなさい。なんでもないわ。続けて……」

　脇腹は少しくすぐったいらしい。

「う……んっ。うう……んっ……！」

　詠美は、身体を小刻みに震ふるわせながら、喉の奥で声を噛かみ殺ころしている。

　詠美の肌は、手が吸い込まれそうなほど滑なめらかな感かん触しよくだった。

（凄すごい、嵯峨野さんの背中……女の人の身体って、こんなに柔やわらかいんだ）

　自分の身体の感触とまったく違う、女性の肌特有の手て触ざわり。聖油の甘い匂いと合わさって、思わずいけない気持ちになりそうになる。

（へ、変なこと考えるな……。これは戦いの前の大事な準備なんだ……）

「城山君、せ……背中はもういいわ。まだ聖油は残ってるの？」

「あ、うん。三分の一ぐらい……」

「そんなに残ってるの？　じゃあ、しょうがないわね……。身体の前も塗ってよ……」

「ま、前!?　つまり、おっぱ──」

　閃せん光こうのようなビンタが、一紀の頬ほおを叩たたいた。

「変なこと考えないでよね!?　もちろん目は瞑つぶったままよ。私は別に城山君を楽しませたくて、こんなことしてるんじゃないんだから。そこは弁わきまえなさいよ？」

　詠美は、両手で胸を隠したまま正面を向く。潤うるんだ目で、一紀をみつめる。

「目を閉じて……手に聖油を垂らして。私のいうとおりにするのよ？　いいわね？」

　いわれたとおり、一紀は固く目を閉じて、残りの聖油を全て掌に垂らした。詠美は、一紀の手首をつかんだ。そして、一紀の手を自分の胸の心臓の辺りに導く。

（……嵯峨野さん!?）

　詠美の身体に触ふれた瞬間、心臓の鼓こ動どうを感じた。詠美の心臓は、一紀の心臓と同じように高鳴っている。詠美は、一紀の手を動かして自分の胸と鎖さ骨こつの辺りに聖油を塗らせる。

「う、んっ──？」

　指先が柔らかい物に触れた。一紀は、怖こわ々ごわと指を動かして、手に触れている柔らかい物をつかもうとしたが、その物体は軟なん体たい生物のように柔らかく、つかみどころがない。

「城山君……今、なにをつかもうとしたのかわかってる？」

　目を閉じたまま、一紀は首を横に振ふる。

「君は今、私のおっぱいをつかもうとしたのよ」

「や、やっぱり!?」

　またしても、詠美の平手が一紀の頬を叩いた。脳が揺ゆれて、周囲に星が飛ぶ。

「このこと、クラスのみんなに知られたら、みんなどういうかしらね？　城山君、教室にいられなくなるんじゃないかしら？」

「あわわわわ……。それは困るよ」

「ふふっ……そんなに動どう揺ようしなくてもいいじゃない。冗じよう談だんよ、そんなことしないわ。君の特別な体質を、もっともっと研究したいし、これからも君の力を借りたいから、あんまり意地悪して転校なんてされちゃ困るわ」

　詠美が話している間、一紀の手はずっと柔らかい物に触れていた。もう聖油は全部塗ったから、詠美の身体に触れている理由はないのだが……。

「ねぇ、もう少し目を瞑ってて……」

　もちろん許可が下りるまで、目を開けるつもりはない。一紀は、固くまぶたを閉じたまま、次の命令が下されるのを待っていた。
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　……ちゅっ。今度は一紀の頬に胸とは別の柔らかい物が触れた。

（こ、これって……）

「今のは手を貸してくれたお礼よ。私みたいな可愛かわいい子が、こんなことするのは意外だったでしょ？　私って案外、積極的なタイプなの。これからは、イソラのことだけじゃなく、私のことも、ちょっとは構いなさいよね？」

「は……はい！」

「いい返事ね。じゃあ、そのままうしろを向いて、真っ直ぐ部屋から出ていきなさい。私は服を着てからいくわ」

　一紀は、いわれた通りロボットのようなぎこちない動作で部屋から出ていく。

「ぶはっ！　はあ……はあ……」

　外に出た瞬間、一紀は肺の中に溜たまっていた息を思いっきり吐はき出す。

　まさか詠美が、あんなことをするなんて……。手には、詠美の背中や胸の感触が、鮮せん明めいに残っている。まだ信じられない気持ちで一いつ杯ぱいだ。

「一紀……」

　廊ろう下かにイソラが立っていた。一紀と目が合う。

「詠美と中でなにをしていたの？」

「あ……うん。た、戦いの準備を……」

「ふーん」

　イソラは、今までみせたことがないくらい冷たい瞳ひとみを一紀に向けた。

「別に一紀と詠美が、どこでなにをしていようが、わたしには関係ないわ」

　スカートの裾すそを翻ひるがえして一紀に背中を向ける。イソラは明らかに怒おこっていた。

　こういう時、なんと弁解したらいいのだろうか……。女性経験の浅い一紀には、上う手まい言葉が浮うかばない。

「さあ、準備はいいわね？　敵の拠きよ点てんに乗り込むわよ！」

　服を着て部屋から出てきた詠美が、大声で全員に檄げきを飛ばす。

　その声に、吞のん気きに居眠りしていた澪が目を覚ました。

「あら？　どうしたの？」

　イソラと一紀の間に微び妙みような空気が流れているのに気付く。まさか自分が原因だとは思わず、詠美は首をかしげた。

「なんでもないの。早くいきましょう」

　救急箱の入ったリュックを担いで、イソラは玄げん関かんに向かって歩き始めた。




　平へい和わ原はら町駅南口を出て、しばらくは長閑のどかな風景が続く。

　商店街などで賑にぎわう駅の北側とは違ちがい、南側は住宅街になっている。決して華か美びになりすぎず、かといって質素ではない外観の家々や背の高いマンションが何棟とうも並ぶ。

　都心の喧けん騒そうから完全に切きり離はなされていることと、電車で一時間程度という距きよ離り的な利便性もあって、世間では優良なベッドタウンとして平和原町は評価されている。

「ねぇ、捕ほ虜りよ。本当にこの道であってるの？　まさか、私たちを全然違う場所に誘ゆう導どうしようとしてるんじゃないでしょうね？」

　詠美は、前を歩く澪に訊たずねる。澪の首輪には、ペット散歩用の鎖がつけられたままだ。

「ここで、あってる……。間ま違ちがいない……」

「くれぐれも、変なことは考えないようにね。無事にフィリップのところまで案内してくれたら、貴方あなたが弁べん償しようするはずの館やかたの修理代を二割引きにしてあげるわ」

「きゃううん～。ご主人さま、優やさしいですぅ……」

　新しい主人となった詠美に喜んで尻尾しつぽを振る澪をみていると、改めて人間の尊厳とはなんだろうか、と考えさせられる。

「……」

　イソラは、黙だまって一紀の隣となりを歩いていた。

　初めての外出。イソラにとって見慣れない物も多いだろう。

　ひょっとして気分でも悪くなったのか、それとも先ほどのことをまだ怒っているのか心配になったが、そうではなかった。

　イソラは、ずっとなにかを考え込んでいる様子だった。

　──万が一、詠美が負けたら……古いにしえの神の力を一部解放する。

　地下室で一紀に打ち明けたイソラの決意は本物だろう。でも、一紀はイソラの中に眠ねむる力を使わせたくなかった。

（あれは、絶対にこの世に解放してはいけない力だ。一度でも解放してしまうと、イソラは、もう人とは相あい容いれない存在に変わってしまう恐おそれがある）

　古の神々の存在を感じたことがある一紀は、そう直感していた。

（今回の騒そう動どう、元はといえば僕に原因があるんだ……。けど今いま更さら、イソラを封ふう印いんが解かれる前の状態に戻もどすことはできない。ならばせめて、最後までイソラを守ってみせる）

　一紀の記き憶おくの中には、いまだに赤黒い炎ほのおが燃え盛っている。一紀は、その炎に背を向けて逃にげてしまった。

　その後こう悔かいと痛みは、あの事件から時間が経たったいまでも、一紀を苦しめ続けている。




　澪の案内で辿たどり着ついたのは、平和原町のベッドタウンを抜ぬけた先にある「物もの見み台だい山やま」の入り口だった。「戦いくさヶが台だい町」との境界にあるこの山は、紅こう葉ようの季節には見物客で賑わうが、今はシーズンじゃないので、とても閑かん散さんとしている。

「この山を登ったところにフィリップがいるのね？」

「うん……」

　一紀たちの目の前には、舗ほ装そうされたハイキングロードが伸びている。曲がりくねった道は、物見台山の頂上まで続いていた。

「なんだか、長閑な場所ね。あの金きん髪ぱつの魔ま術じゆつ師しは、どうしてここを選んだのかしら？」

　イソラが訊ねた。

「たまたま拠点になりそうな潰つぶれたホテルがあったから、ここを選んだだけ……。深い意味は、ないと思う……」

「拠点？」

「どんな魔術師でも、魔ま術じゆつを行使するには、【魔力packet】の元となる【原素principles】を己おのれの肉体や魔導具に蓄ちく積せきさせる必要がある……。原素は、宇宙のどこにでも満まん遍べんなく存在しているけど……電荷を持っているわけではなく、質量もほとんどないから、通常の科学技術では集めることは難しい……」

　澪が真ま面じ目めな顔で、難しいことをいい出したので、思わず全員目を丸くした。

「なにか……変なこといった？」

「いえ、そうね。貴方も、一いつ端ぱしの魔術師だものね。基本的なことぐらい知ってるわよね？」

　詠美は、いまの澪の説明を受うけ継ついで、なぜ魔術師に拠点が必要なのか説明する。

「原素を集めるためには、同じ物質の対極にある性質を持つ原素を活用するしかないわ。私たちが普ふ段だん魔ま術じゆつで用いている【∴Aum】という原素にも、【陰いん】と【陽】の二つの極があり、陰の∴Aumと陽の∴Aumは、お互たがいに引き合う性質を持っているの」

　空中を指先でなぞって魔ま法ほう陣じんのような記号を描えがく。

「魔術師が、こんな風に【魔法陣circle browse】を張って儀ぎ式しきを行なうのは、陽極の性質を持つ∴Aumを用いて、空間内に飛散している陰いん極きよくの∴Aumを集めるためよ。だけど、集めた∴Aumは、時間の経過と共に空間に飛散して消えてしまう。だから魔術師は、戦いの前や強力な魔術を使う前には、必ず静かな場所で儀式を行なって、原素を再さい充じゆう填てんするのよ」

「儀式の最中は、どんな魔術師も無防備になってしまう……。だから、誰だれにも邪じや魔まされず安全に儀式を行なうための拠点は、どの魔術師にも必要な物……なの」

　二人は一応、協会でも実力を認められた魔術師である。だから、その説明には説得力があった。

「じゃあ、僕たちはこれから、フィリップが誰にも邪魔されたくない、と思っている場所に乗り込もうとしているんだね？」

「相手の嫌いやがることをするのは、戦いに勝利するための鉄則よ。元はといえば、向こうが先にうちの館を襲しゆう撃げきしてきたんだから、文句をいわれる筋合いはないわ」

　詠美は、気合いを込めるように自分の拳こぶしを手で叩たたいた。

「よし、いくわよ。みんな気を抜かないでね。敵は近いわ」

　詠美は、澪の首輪に繋つながった鎖くさりを引いて、意い気き揚よう々ようとハイキングロードを登り始めた。

　大事な魔導具を奪うばい返しにいく、という意気込みが全身から満みち溢あふれている。

「もたもたしていると、日が暮れてしまうわ。遅おくれないようについていきましょう」

　イソラも、詠美に昨夜の借りを返すために張り切っている。

　一紀は、十分に周囲を警けい戒かいしながら、詠美のあとをついていった。




　黒い鴉からすが一羽、太平洋側から吹ふいてくる風に乗りながら、青い空を飛んでいる。

　鴉は、物見台山の付近まで来ると、予あらかじめその山に下りることを決めていたように、進路を変えて急降下した。

　物見山の山腹に埋うもれるように建っている、ボロボロに朽くちたコンクリートの建物に接近する。そこは、かつてホテルとして営業していた建物だが、既すでに潰れて久しい。

　窓ガラスは全すべて割られ、外も内も装そう飾しよくらしきものは全て剥はがれ落ち、鉄の柱とコンクリートが、剥むき出だしになった状態で放置されていた。

　鴉は、その廃はいホテルの窓辺に降り立った。血のように赤く充じゆう血けつした目と、刃は物もののように鋭するどい嘴くちばしを持った不気味な鴉だ。

「おや？　ＡＡアデプタス・マイナーからの使いかな？　よくここがわかりましたね」

　建物の中に潜ひそんでいたフィリップが、窓辺に止まった鴉に近づく。

「そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶです。始し祖そ竜りゆうは、必ずこの手で捕とらえてロンドンに連れて帰ります。そのための……ほら、魔導具もちゃんと手に入れました」

　フィリップは、嵯峨野家から奪って来た歯車型の魔導具を鴉にみせた。鴉は、なにもいわずに赤い目を光らせている。

「十七緇し徒との方々にもお伝え下さい。ソロモンの門ゲートを開く鍵かぎは、我々の手に揃そろいつつあります。これまで〝魔術〟を散々虐しいたげてきた人間どもに、復ふく讐しゆうする日は近いと……」

　フィリップの言葉を理解したかのように、赤い目の鴉は、一ひと際きわ大きな鳴き声をあげた。

　そして、再び空に飛び立つ。フィリップは、暗い笑えみを浮かべて鴉を見送った。

「空席になっている【黒こく衣い十じゆう七なな緇し徒と】の一員に選ばれるのは、嵯峨野詠美じゃない……俺の方だ」

　フィリップは、折りたたみ式のオペラグラスを取り出し、眼下に広がる森を覗のぞき込む。

　廃はい墟きよになったこのホテルに向かってくる四つの影かげを確認した。

「ふっ……。わざわざ向こうからやって来てくれるとはね。それも始祖竜を伴ともなって……。賢かしこいのかバカなのか、よくわからない女だな。おや？」

　覗き込んだオペラグラスに、あの男の姿が映っている。澪の識神の攻こう撃げきを弾はじき飛ばした男……。みた目は、どこにでもいる普ふ通つうの高校生だが、なぜか気になった。

「あの男が、始祖竜とどういう関係なのか気になるところだが、まあいい……」

　オペラグラスをしまう。

　部屋の床ゆか一面に、巨きよ大だいな魔法陣が描かれていた。部屋の中央にある祭さい壇だんの上には、【アンティキティラの歯車】が載のっている。

「さてと……ノーム、シルフ、サラマンダー、ウンディーネ。仕事だ。日ひ頃ごろ、バカみたいに大量の原素を食わせてやってるんだ。今日は、その借りをたっぷり返してくれよ？」




　一紀たちは、フィリップの拠きよ点てんである廃墟となったホテルがみえる位置に到とう着ちやくした。

　フィリップに気付かれないように、ホテル手前の茂しげみに姿を隠かくし、建物の中の様子をこっそりうかがう。

「人の気配はなにもしないね」

「でも、いるわ。感じるもの、魔術師の気配を……」

　昨夜とは違い、フィリップは己の気配を隠していなかった。むしろ詠美を挑ちよう発はつするように自分の存在を誇こ示じしている。

　詠美は、自分の専用魔導具である【封じられた痕跡の書架ancient scroll library】を取り出し、スリープモードを解除してから、うしろにいる一紀たちを振ふり返かえった。

「城山君たちはここにいて。絶対に、ここから動かないこと。いいわね？」

「そんな……。嵯峨野さん一人で魔導具を取り戻しにいくっていうの？」

「あのね、城山君。魔術師同士の戦いに素人しろうとが付け入る隙すきなんてないわ。イソラがどうしても一いつ緒しよに来たいというから、君たちを連れてきてあげただけよ。勘かん違ちがいしないで」

　イソラも、それは心得ているというように首を縦に振る。

　詠美は、茂みから飛び出す前に少し躊ちゆう躇ちよした。なにか、言い残したことがあるようだ。

「イソラが封印される前……曾ひいおじい様が生きていらっしゃった頃ころの魔術師は、φフアイの世界の影えい響きようを現実世界に及およぼさないようにするのが務めだったと聞いたわ。でも、この一〇〇年の間に、魔術師たちは変わってしまった。彼らは、己の力を誇示したり、組織内の権力争いのために、みずから進んでφの世界に接せつ触しよくし、形けい而じ上じよう存在の力を利用するようになったわ。イソラが、驚おどろく理由はよくわかるわ……」

「そう……ね……」

　澪も思い当たることがあるらしい。身を縮こまらせて詠美の言葉に同意する。

「曾おじい様は、そんな魔術師たちの精神の荒こう廃はいを嘆なげいたわ。そして、協会の魔術師たちと対立して……最後は協会を追われた」

「ヴィンセントに、そんなことがあったの……」

「ひ孫である私は、曾おじい様の魔術と志を一緒に受け継いでいるわ。協会の魔術師と戦うのは、私の果たすべきもう一つの使命……。だからここは、一人で戦わせて」

　詠美は、茂みから出た。白衣を翻ひるがえし、廃墟となったホテルへ向かって歩いていく。

　一紀は、黙って見送ることにした。魔術師として想像以上の責務を背負い、曾そう祖そ父ふの志を果たそうとしている詠美の邪魔をする理由など、どこにもない。

　一紀にできることは、詠美の無事を祈いのることだけだ。

　詠美の姿がホテルの中に消えて行く。

「なに？　この音……」

　澪が真っ先に周囲の異変に気付いた。イソラと一紀は、ほぼ同時に頭上を見上げた。

　森を構成する木々の枝が盛んに動いて、お互いの葉をぶつけ合っている。風で動いているにしては、動作が不自然だ。

　ぼごっ！　唐とう突とつに地表が盛り上がった。地面の中から、太い木の根が軟なん体たい生物の触しよく手しゆのように飛び出してイソラを襲おそう──。

「イソラ──伏ふせて！」

　一紀はイソラをかばった。だが、地中から飛び出してきた木の根は、一本だけではない。

　何本も、触手のようにうねりながら地中から飛び出して、一紀や澪たちの手て脚あしに巻き付いた。

「これは、敵の攻撃だ……。嵯峨野さん！」

　一紀たちは、為なす術すべなく身体からだの自由を奪われてしまった。とっさに詠美の名前を呼ぶが、廃墟の中に入っていった詠美に一紀たちの声は届かない。




　廃墟の中には、割れたガラスや粉々になった内装品が転がっていた。詠美が建物の奥へ進もうと脚を動かすたびに、ガラスの欠片かけらなどを踏ふんだ音が響ひびき渡わたる。

　すでにフィリップは、詠美の接近に気付いているはず。それなのに、なぜか攻撃を仕し掛かけてこない。

　一階フロアの一番奥に階段がある。この階にいないということは、恐おそらく上の階にいるのだろうが、素直に脚を踏み入れていいのか迷う。向こうは、恐らく罠わなを張って待ち構えているだろう。

「今いま更さら、怖おじ気けづいてどうするのよ。遅おそかれ早はやかれ、協会の魔ま術じゆつ師したちと戦うことになるはずだった……。イソラのことは切きっ掛かけに過ぎないわ」

　自分を勇気づけながら、暗いフロアを進んでいく。

　一いち陣じんの風が、詠美の肌はだを撫なでて行った。建物の中で風が通り過ぎるのは、どう考えてもおかしい。敵の攻撃──？　詠美は身構える。

　──フ、フフ……ウフフッ。

　子供の笑い声が聞こえる。詠美は、周囲に視線を走らせた。薄うす暗ぐらい闇やみに透とう明めいな子供の姿がみえる。それはフィリップの【四精せい霊れいの魔ま銃じゆう】から放たれた精霊だった。

　子供の姿をした精霊は、透明な指を持ち上げて、なにかの合図を送った。

　すると、床の上に転がっていた無数のガラスの欠片が、磁石で吸い寄せられたように空中に浮うき上がる。鋭く尖とがったガラスの先せん端たんが、一いつ斉せいに詠美の方を向いた。

「永久に万ばん世せいを統一し給たもう全知全能なる象と徳を持つ我が主。傍そばにはべりし非力なる者の願いを聞き届け給たまえ。災さい厄やくを退しりぞけ給え──」

　己の身を守るために、詠美も魔導具である【封じられた痕跡の書架】を起動して、詠えい唱しようを始める。

　子供の姿の精霊【シルフ】は、悪戯いたずらっ子このような笑みを浮かべて、宙に浮かばせた無数のガラスの欠片を一いつ斉せいに飛ばして、詠美を攻撃する。

　同時に、詠美も魔ま術じゆつを発動した。

「【制ガ動レ規ル律ト】──第二式セカンド・モード」

「運動の第一法則」を特定の範はん囲いに限り、逆転させる【量子錬れん金きん術じゆつ】。

　自然界では、一度運動を始めた物質は、別の力が加えられない限り、同じ速度を保って運動を続ける。

　今、シルフが詠美に向かって飛ばした無数のガラスの欠片は、重力や大気の抵てい抗こうに負けるか、詠美の身体に突つき刺ささるまで飛び続けるだろう。

【制動規律】の第二式は、そういった等速直線運動を続ける物体にかかる法則を逆転させて、その場で運動を停止させることができる魔術だった。

「甘いわね。そんな攻撃……私にとって虚こ仮け威おどしに過ぎないわ」

　ガラス片は、詠美の身体に突き刺さる直前に、時間が止まったように空中で静止した。そして、重力に引かれるまま真っ直すぐ床に落ちる。詠美は無傷だ。

　詠美は、足元に落ちたガラス片を一つ拾い上げて【制動規律】の第一式をかけた。加速度を獲かく得とくしたガラス片は、【シルフ】に向かって飛ひ翔しようし、透明な身体を貫つらぬく。【精霊】は、その場で消しよう滅めつした。

「こんな雑ざ魚こ精せい霊れい一いつ匹ぴきで、私をどうにかできると思ったのかしら？」

　返事はない。だがフィリップは、確実にこの建物にいる。二階へと続く階段は、詠美を誘さそい込むようにぽっかりと口を開けていた。

（私を誘っているわけ？　いいわ、あえてその誘いに乗ってあげようじゃない）

　詠美は、周囲を警けい戒かいしながら、一歩一歩確実に階段を上っていく。

　そして二階に辿たどり着ついた。人が一人通れるぐらいの狭せまい廊ろう下かの左右にドアが並んでいる。このホテルが営業していたころは、それらは全て客室だったのだろう。この中のどこかの部屋にフィリップがいる。

（どこに隠れているのかしら？　一つ一つ探っていくしかないようね……）

　詠美は、最初のドアの前に立つ。ドアノブを握にぎって、慎しん重ちようにドアを開けて中を覗いた。（なにもないわね……。この部屋はハズレか）

　次の部屋を覗く。

　剥むき出だしのコンクリートに囲まれた無機質な部屋の中に、フィリップの姿はない。その代わり、床一面に巨大な魔ま法ほう陣じんが描えがかれていた。魔法陣の中央に祭壇がある。

「──あれは!?」

　祭壇の上に歯車型の物体が載のっているのを発見して、詠美は慌あわてて駆かけ寄よる。祭壇の上にあったのは、【アンティキティラの歯車】……ではなかった。

「レプリカ……？　ふんっ、こしゃくな真ま似ねするわね」

　詠美は、祭壇の上から偽にせ物ものの魔導具を持ち上げた。

　その瞬しゆん間かん、床一面に描かれていた魔法陣がまばゆい光を放つ──。

「な、なに？　まさか、これが罠なの!?」

　魔法陣の内側に、赤い炎ほのおを纏まとった大トカゲの精霊【サラマンダー】が出現する。サラマンダーは、元々この部屋に召しよう還かんされていたのだが、魔法陣の効果により姿を隠されていた。

　詠美が、祭壇の上のレプリカを手にとった瞬間、隠れていた精霊が出現するように仕組まれていたのだ。

（まずい、逃にげなきゃ……黒こげにされちゃうわ！）

　詠美は、部屋から逃げ出そうと背後を振り返る。だが、唯ゆい一いつの出入り口である部屋のドアにも、炎の精霊がへばりついていた。

　サラマンダーは、燃える舌を伸のばして全方位から詠美に迫せまる。

　赤い炎が、詠美の視界に広がる──。




　地中から飛び出した無数の木の根は、無脊せき椎つい動物の脚のようにうねうねと動き、イソラたちの身体に巻き付いた。

　傍に生えている一番太い木の幹に、人間の顔のような形の影かげが浮かび上がっている。

　精霊【ノーム】は、身体の自由を奪うばわれた一紀たちをみて、愉ゆ快かいそうに笑っていた。

「イソラ、手を……こっちに手を伸ばして！」

　一紀は、自由の利きかない身体を懸けん命めいに伸ばしてイソラに手を差し出した。生き物のように自在に動く樹木の根は、イソラの細い手や脚に幾いく重えにも巻き付いている。

「かず……き……」

　イソラの方もなんとか手を伸ばそうとするが、一紀の手に触ふれる寸前で、ノームが操作する木の根に身体を引っ張られ、距きよ離りを引ひき離はなされた。

「くそ、こうなったら……」

　一紀は、ポケットの中に忍しのばせていたナイフを取り出す。念のために持ってきた果くだ物ものナイフ。ささやかな抵抗だが、なにもしないよりはマシだろう。

　ナイフの切っ先を、自分の脚に巻き付いていた木の根に突き刺した。

　──ウオオオオオオンッ！

　ノームが、悲鳴をあげた。どうやら、ノームが操作している樹木全すべてに痛覚神経が通っているらしい。

「よし、いけるぞ！」

　一紀は、自分の身体に巻き付いている木の根をナイフで斬きりつけた。ノームは、痛みに耐たえきれず、森全体を震ふるわせるように叫さけんで、一紀の身体を解放する。

「イソラ！　今助けるから……！」

　地面に降り立った一紀は、イソラを苦しめている木に近づく。

　そして先ほどと同じように、ナイフで斬りつけようとした。だが、刃やいばを振ふり上げた瞬間、一紀の背後で銃じゆう声せいが鳴る──。

「ウンディーネ。奴やつの右みぎ腕うでを凍こおらせろ」

　振り返ると一紀たちの背後にフィリップが立っていた。銃を構えたまま、勝かち誇ほこったような笑えみを浮かべている。

　フィリップの魔導具から放たれたウンディーネは、一紀の右手に息を吹ふきかけた。肌を切り裂さくような寒気が、一紀の腕うでにまとわりつく。

「しまった──ッ!?」

　一紀の右腕は、ナイフを握ったままの形で凍らされてしまった。

「さあ、始し祖そ竜りゆうよ。俺と来るんだ。嫌いやだというなら、力ちから尽ずくで連れていくぞ」

　イソラに歩み寄るフィリップの手には、あの歯車型の魔導具があった。詠美は魔導具を奪い返せなかったのだろうか？　もしかして、詠美は既すでに……。

　四し肢しを縛しばられて身動きできなくなっているイソラは、震える瞳ひとみで一紀とフィリップを同時に視界に収めていた。そしてイソラは、静かにうなずく。

「金きん髪ぱつの魔術師よ……貴方あなたに従うわ。その代わり、一紀たちには手を出さないで」

「なにをいってるんだ!?　そんな奴の脅おどしに屈くつしちゃ駄だ目めだ！」

　一紀は、凍らされた右腕を振り上げてフィリップに殴なぐりかかろうとする。

「今、始祖竜と会話しているんだ。魔術師じゃない者は、口を挟はさまないでくれるかな？」

【四精霊の魔銃】の銃じゆう口こうを一紀に向け、そして引き金を引く。

　一紀の周囲に、凄すさまじい勢いの旋せん風ぷうが発生する。

　風の精霊【シルフ】の力で、一紀の身体からだは、上空高く吹き飛とばされた。そして、為なす術すべなく地面に落下していく。

　落下の寸前、近くの枝をつかんで落下の衝しよう撃げきを和やわらげたが、気休めに過ぎなかった。

「ぐッ、がぁッ！」

　一紀は、背中から地面に落ちた。地面に身体を打ち付けた衝撃で、肺の活動が一いつ瞬しゆん止まる。一紀は、のたうち回って悶もだえた。

「やめて！　始祖竜の力が必要なら、わたしを好きにしていい……。だけど、一紀には……一紀には乱暴しないでっ！」

　イソラは不自由な姿勢のまま、頭こうべを垂れて懇こん願がんする。

　だが一紀は、地面に叩たたきつけられてもなお、立ち上がろうとしていた。

　一紀にとって、このぐらいの痛みはなんでもなかった。痛みなんて、こらえていれば、いつか治ってくれる。

　それよりも、大事な人を守れないことの方が、どれだけ心が痛いか……。

「イソラは連れて行かせない……。それに、その魔導具は……嵯峨野さんの大事な物なんだ……。だから、返せ……」

　フィリップに近づこうとしたが、即そく座ざに【ノーム】の操る木の根に足を搦からめ捕とられて転んだ。

　鞭むちのようにしなる木の根が、うつ伏ぶせに倒たおれた一紀の身体を容よう赦しやなく叩きつける。

「うぐっ──ッ!?」

　一紀は苦痛に抗あらがえずに悲鳴をあげた。

（わたしが、目覚めたから……。わたしが、いるから一紀は……）

　イソラは絶望の淵ふちに立たされた。その心の隙すき間まを突いて、イソラの中で蠢しゆん動どうし続けていた〝古いにしえの神々〟が目を覚ます。

「うあっ……。こ、こんな時に……。いやっ、いやっ！　あぐぅッ……」

　イソラが苦しみ始める。地面を這はわされていた一紀は、イソラの身体になにが起こったのかを瞬しゆん時じに察知した。

　出発前、万が一の時には、意図的に古の神々の力を解放する──とイソラはいっていたが、このタイミングで眠ねむっていた古の神々が目覚めそうになっているのは、恐おそらくイソラの意思によってではないだろう。

「だ、駄目だイソラ！」

　古の神々をイソラが抑おさえられなくなったら、いったいどうなるのか想像もつかない。

　一〇〇年前に起きた大火災──あれ以上の惨さん事じが起きるかもしれない。

「な……？　急にどうしたんだよ？」

　突とつ然ぜんのイソラの様子の変化に、さすがのフィリップも戸と惑まどっていた。

「うがぁ！　うぐぉぉ……があっ！　ぐがああああっ！」

　ノームの樹木に手て脚あしを拘こう束そくされたまま、イソラは目を真っ赤に充じゆう血けつさせて、額に血管を浮うかべながら獣けもののように吼ほえている。

　その声は、明らかにイソラの声ではなかった。イソラの中に眠っている別の存在が吼えているようだった。

「し……始祖竜が、真の力を発現させようとしているのか？　それは興味深い、なにが起こるのか、是ぜ非ひこの目で確かめておきたいものだ！」

「ふざけるな！　イソラが、そんなことを望んでいると思うか？　お前たち魔ま術じゆつ師しのモルモットじゃないんだぞ！」

　フィリップは、ちっと舌を鳴らして【四精せい霊れいの魔ま銃じゆう】の銃口を一紀に向けた。

「もう一回空を飛んでみるかい？　それとも、二度と口出しできないように全身を凍らせてやろうか？」

　ノームに身体を押さえつけられている一紀を、慈じ悲ひのない目で見下ろす。一紀も負けずに睨にらみ返すが、地面に押おし潰つぶされている状態では、まったく迫はく力りよくがない。

（嵯峨野さんは、どうなったのかわからない。この上イソラまで……。止められるのは、僕しかいない。だけど──っ！）

　フィリップの放った精霊に自由を奪われ、満足に立ち上がることもできない有様だ。

（僕では、イソラを助けられないのか……？　魔術師じゃない僕じゃ、イソラを守れないのか……？　悔くやしい……。僕に力があれば。魔ま術じゆつが使えたら……）

　その時、フィリップが拠きよ点てんにしていた廃はいビルで爆ばく発はつが起きた。轟ごう音おんとまばゆい光と共に、建物の二階部分が、綺き麗れいさっぱり吹き飛んでいた。

「な、なにが起こった!?」

　フィリップは、わかりやすく動どう揺ようしていた。

「今いま頃ごろ、彼女は二階の部屋で【サラマンダー】たちに身体を焼き付くされ、黒こげになっているはず。でも……こんな爆発、サラマンダーに起こせるはずがない。いったいなにが……!?」

　吹き飛んだ廃ホテルの二階部分は、塵ちりと真っ白な煙けむりで覆おおわれていてよくみえない。

　フロアの真ん中に、うっすらと人らしき影が立っているのがかすかにみえた。

「蒼い眼の魔術師ブルーアイ・メイガス……」

　フィリップは、思わず詠美の御名シエムを口走っていた。

　煙の中から詠美が姿を現わす。天てん井じようまで吹き飛んだ廃ビルの二階フロアに立ち、フィリップや一紀の姿を確認している。

　詠美は、手に持っていた偽にせ物ものの魔導具を投げ捨てて、フロアの床ゆかを蹴けって飛び出す。

　二階から飛び降りた詠美の身体は、地面に墜つい落らくする途と中ちゆうで重力に逆らうように空中で静止した。

　詠美は【重子無空グラフモード】の量子錬れん金きん術じゆつを発動し、自分の身体にかかる重力定数を操作していた。

　一紀に塗ぬってもらった【聖油】のお陰かげで、通常よりも魔ま力りよくが増ぞう幅ふくされている。

　魔導具【封じられた痕跡の書架ancient scroll library】は、詠美が特別チューンしたタブレット型ＰＣで、魔術発動用の「術式処理装置プロセツサ」を二つ内蔵していた。

　普ふ段だんは魔力不足で並列発動できないが、今の詠美は、普段はできない二種類の術式spell codeを、並列処理して発動できるようになっている。

「術式、起動開始──偉い大だいなる術者の力よ、秘ひ匿とくされた禁術の秘書──【大いなる秘密の解明】に基づき、その一節をこの世に書き記せ！」

　詠美は、量子錬金術【熱ボ力ル縮ム圧ン】を発動する。これは、自然界の法則の一つ「ボイル・シャルルの法則」を無効化することができる魔術だ。この術の影えい響きよう下では、気体の絶対温度と体積は比例せず、また圧力は体積に反比例しない。

　つまり、どのような温度下でも、気体の圧力を保ったまま、大気を制限なく小さくすることができる。

　そして極限まで圧縮された大気を一気に解放することで、縮圧された能量エネルギーが発散され、空気の分子爆ばく弾だんとして、絶大な威い力りよくを発揮する。

「くそっ！　なんだよ……大人しくやられてりゃいいものを！」

　フィリップは、宙に浮いた詠美に向けて【四精霊の魔銃】の引き金を引く。二発同時に放たれた魔ま弾だんから、風と炎ほのおの精霊が出現した。

【サラマンダー】の炎と【シルフ】の風の合成術。

　炎を纏まとった竜たつ巻まきが、業ごう火かの渦うずとなり、詠美を襲おそう。

（フィリップ……。昔の貴方は、私の憧あこがれだったわ……）

　一〇歳になったばかりの詠美は、魔術修行のために協会の本部があるロンドンに留学した。他ほかの見習いの子供たちと共に専用の宿舎に泊とまり、先せん輩ぱい魔ま術じゆつ師しの指導を受けた。

　担当教官のフィリップは、詠美と三つしか違ちがわないのに、すでに協会から実践者プラクテイカスの位階を授かり、将来を属望されていた。

【四大精霊】を自在に使役し、彼らと会話ができるフィリップの能力は、【正統派魔術師】として、大人の魔術師たちから高く評価されていたのである。

　それに対して当時の詠美は、魔術師としては未熟で、曾そう祖そ父ふから受うけ継ついだ【量子錬金術】も、正統派とはほど遠い邪じや道どうに近い魔術とみなされていた。

　結局、詠美はロンドンの留学で、めざましい進歩を遂とげることができず、失望のまま帰国する。それから今日までの詠美の努力は、一言ではいい表せない。

（今の貴方は、昔の貴方とは違う。卑ひ怯きような罠わなに頼たよる、卑小な魔術師になり果てた。私の知っている「フィリップ＝ブルツェワ」ではないわ）

　詠美は、両手に収まるサイズにまで圧縮した大気を、精霊に向けて解放する。押さえ込まれていた能量エネルギーが解き放たれ、二体の精霊を同時に吹き飛ばした。

　詠美は、地面に降り立つ。そして、フィリップと一定の距きよ離りを保って向かい合う。

「まさか……。ははっ……宿舎のベッドで寝ねションベンしてた落ちこぼれが、随ずい分ぶんやるようになったものだ」

「ロンドンから帰ってからの五年間……血の滲にじむような努力をしたわ。貴方はそうじゃないの？」

「当然、俺だって努力を積み重ねたさ。その証しよう拠こをいまみせてやる……」

　フィリップは、ワイシャツの内側に吊つるしていたロケットペンダントを引き千切る。鋼鉄のロケットの中に、一発の弾だん丸がんが隠かくされていた。

「まさかこんな任務で、切り札を使うとは思わなかったよ」

　フィリップは、暗い笑みを浮かべる。

　そして隠していた特別な魔弾を【四精霊の魔銃】に装そう填てんした。

「【イフリート】遠えん慮りよすることはない、この山だけじゃなく、町全部を焼やき払はらってしまえ。まったく……この俺が、一〇〇年前の災さい厄やくを再現することになるとはね。皮肉なもんだ」

「させないわ！」

　詠美は、慌あわてて魔術を発動して発はつ砲ぽうを妨さまたげようとしたが、遅おそかった。

　フィリップの放った魔弾から産み出されたのは、炎の魔ま神じん【イフリート】──。

　獅し子しの頭を持つ巨きよ人じんの影かげが、黒い炎を纏まといながら出現する。直後、一紀たちのいる森の木々に炎が燃え移り、あっという間に周囲は黒い炎に包まれた。

「なんてこと……。フィリップが、上位存在を呼び出すための切り札を持っていたとは」

「じょ……上位存在？」

　一紀は青ざめた顔を上げて訊たずねる。

「φフアイの世界の住人は、形けい而じ上じよう存在と呼ばれているわ。彼らを〝古の神々〟と呼ぶ人もいる……。彼らは全すべて、現実世界に存在しない者たち。そんな彼らにも序列があるらしくて、【精霊】や小型【識神】といった非力な【下位存在】と、魔ま王おう、魔神、邪じや神しん、天使といった強力な力を持つ【上位存在】に分かれてるわ」

　上位存在である【イフリート】の放つ炎は、引火点も酸化剤ざいの存在も関係ない。黒い炎は、現実世界の燃焼法則を無視して、次々に森の木々を燃やしていく。

「あっは、はっ、はっ、はっ、はっ、はっ、はっ──。この五年間、努力してきたのはお前だけじゃない。俺だって魔術師として自分を高めていたさ。φの世界へ続く扉とびらをみつけることができたお陰で、精霊以上の存在を使役することができるようになったんだよ！」

　燃え盛る森の中に立ちながら、フィリップは身体からだを仰のけ反ぞらせて笑っていた。

　イフリートの放つ炎の勢いは凄すさまじく、詠美たちをとり囲むように続々と木々に引火し、広がっていく。

　詠美は、口を塞ふさいで身を低くして、煙を避さけていた。

　このままだと炎に焼かれるまでもなく、一酸化炭素中毒で死んでしまう。

「さあ蒼い眼の魔術師よ。お得意の【量子錬金術】を使って、この危機を脱だつしてみろよ。さっさと火を消さないと丸焼きになってしまうぞ？　それとも、始し祖そ竜りゆうが秘められた力を解放しようとしているのを見物するか？　きっと凄すごいことになる。こんなの【内陣インナー】の魔術師でもみたことないはずだ！」

　イソラは、一ひと際きわ大きな唸うなり声ごえをあげて苦しんでいた。

　一紀の温もりで心の安定を保つこともできず、ただ自分の中の憎ぞう悪おを膨ふくらませるばかり。

「イソラ……大だい丈じよう夫ぶだ。すぐに傍そばにいく。だから落ち着いて。怖こわがらなくていい……！」

　一紀の声は届いていなかった。イソラは、普段とはまったく違う形相で咆ほう哮こうをあげ続けている。

　最も早はや、イソラの意思一つで、体内にいる古の神々を制せい御ぎよできる段階ではなかった。

　──竜メ！　我ラノ活動ヲ押サエ込モウトイウノカ？　抵てい抗こうスルナ！

　またしても、一紀の頭の中に直接声が届いた。だが今回は、イソラ本来の声とは似ても似つかない、地鳴りのようにひび割れた声だった。

　──器ヲ寄よ越こセ！　器ヲ寄越セ！　コノ竜ノ身体デハナイ別ノ器ヲダ！

　イソラは、古の神々を押さえつけようと抵抗している。そのため古の神々は、イソラの身体ではない、別の身体に乗り移ることを要求していた。

　彼らを別の器に移せば、イソラは苦しむことはないだろうが、古の神々を受け入れた者は、彼らの放つ憎悪に巻き込まれて、肉体を完全に乗っ取られてしまうだろう。

（でも……ひょっとして、僕ならイソラの苦しみを受け止めてあげられるんじゃ……）

　詠美がいうには、一紀は特とく殊しゆな体質を持っているらしい。もしかして、イソラを苦しめている古の神々の一部でも、受け入れてあげることができるかもしれない。

「イソラの中にいる奴やつらに告げる！　ここに手て頃ごろな器があるぞ！　僕の身体を使え！」

「城山君!?　イソラを暴走させている形而上存在を引き受けようっていうの？　バカなの君は？　そんなことしたら、君の身体がもたないわよ？」

「それでも……イソラをこのまま苦しめておきたくない。誰だれかが手を差さし伸のべてあげないとダメだ！」

　一紀は、自分の手て脚あしを縛しばり付けている精せい霊れい【ノーム】が操る樹木の縛りから、強引に抜ぬけ出した。そして地面を這はうように駆かけて、イソラが縛られている木の傍まで近づく。

「なにをしているんだ！　ノーム！　イフリート！　そいつを止めろ！」

　フィリップが叫さけぶ。しかし、一紀はすでにイソラの手脚を縛り上げて自由を奪うばっている精霊の目の前に立っていた。

「はぁぁぁぁ……」

　深く息を吐はき出して拳こぶしを固める。

（思い出すんだ、義父おとうさんの教えを……。腰こしを落として、上半身をひねり、真っ直すぐに拳を突つき出だす──！）

　一紀は、杉すぎの木に乗り移った精霊【ノーム】目め掛がけて、力ちから一いつ杯ぱい拳こぶしを叩たたき込んだ。

　──うおおおおおんっ……！

【ノーム】は、悲鳴をあげて消しよう滅めつする。

　イソラの手脚を縛り付けていた木の根が、力を失って地面の中に引っ込んでいく。

　一紀は落ちてくるイソラの身体を受け止めた。

「……ごめん、すぐに助けられなくて。でも安心して、今すぐ楽にしてあげるから……」

　一紀は、イソラの胸に手を当てる。イソラの身体は、焼けた鉄のように熱くなっていた。

（古いにしえの神々よ、新しい器はここにある！　僕の身体を新しい器にしろ！）




　──ふふっ。勇ましい青年よ。貴方あなたが、我々の受け皿になる資格があるというの？

（女性の声……？　もしかして、イソラの中にいる古の神か？）

　──そうよ。わらわは、へルメスによって始祖竜イソラに封じられたもの。太古に忘れ去られた神々の一柱よ。

（ぼ……僕の声が聞えるのか？　ならば、聞いて欲しい。イソラを苦しめるのはもうやめてくれ）

　──苦しめている？　わらわたちが？　それは逆だ。

（……逆？）

　──わらわは、始祖竜の中で静かに眠ねむりたいだけなのに、何者かがわらわたちを呼び覚まそうとしている。そのせいで、一部の品のない神々が怒いかりだしているのだ。

（じゃ、じゃあ……イソラを苦しめるつもりはないのか？）
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　──でも、もう手て遅おくれだ。一度眠りから目覚めさせられた荒あら神がみどもは、中々収まらないでしょう。そういうわらわも、一暴れしたい気分よ。

（それなら、僕の身体を使え。イソラの替かわりに僕が新しい器になる。僕の身体を使って存分に暴れろ！）

　──青年。勇ましいのは結構だけど、わらわを受け入れるということは、今度は、貴様がイソラと同じように苦しむことになるのだぞ？　その覚かく悟ごがあるか？

（覚悟は……ある。イソラを苦しませないためなら、僕はなんだってできる）

　──その言葉、あとで後こう悔かいしないようにな。

（御ご託たくはいい……。早く、僕の身体に乗り移れ。仲間と一いつ緒しよでも構わないぞ）

　──ふふ、強がってるな？　可愛かわいいものだ……。貴方のような真っ直ぐな青年、死者の宮殿ヴアルハラにはいなかった。気に入った。特別にわらわと契ちぎらせてあげよう……。




　古の神の言葉が聞えなくなると同時に、一紀の視界は、真っ白な景色に塗ぬり替えられた。

（なんだこれ？　夢……それとも幻まぼろし……？）

　視界の奥から、馬ば蹄ていが聞こえる。

　駆けてくるのは、炎ほのおに包まれた真っ赤な馬だった。

　馬に跨またがっているのは、西洋風の鎧よろいに身を包み、流れるような金きん髪ぱつを翻ひるがえした女の騎き士し。顔の半分を仮面で覆おおっており、もう片方の目で一紀を見下ろしている。

　馬は一紀の目の前で止まって嘶いななく。一紀は、馬の迫はく力りよくに背筋を震ふるわせた。

　女性の騎士は、まばゆく輝かがやく槍やりを右手に持っていた。槍の切っ先を一紀に向ける。

　──青年。先ほどの覚悟、揺ゆらいだわけではあるまいな？

　一紀は、首を横に振ふり、そして女性の騎士の目を負けじと見返した。

　──いい目をしている。精々、わらわに魂たましいを食われないよう、頑がん張ばることだな。




　次の瞬しゆん間かん、一紀の視界は元の景色に戻もどった。

「うぐっ──」

　胸の奧が焼かれたような熱を持つ。しばらくその熱さに苦く悶もんしていたが、やがて治まった。

　あれほど猛たけり狂くるっていたイソラが、ぴたっと平静を取とり戻していたことに安あん堵どする。

　一紀は、意識を失ったままのイソラを地面に寝ねかせて立ち上がる。

　すると一紀の右みぎ腕うでに、自然と光子が集まり、槍のように長い光の束を作った。一紀は、光の槍を構えたまま振り返る。

「城山君？　……まさか、本当にイソラの中に眠る形而上存在を引き受けたというの？」

「胸の奧が凄く熱くて火傷やけどしそうだけど、今はまだ平気だ。なんともないよ」

　右手の槍がなければ、本当に古の神を引き受けたのか疑いたくなるほど、普ふ段だんと様子が変わらない。

「くそっ。大事なところだったのに邪じや魔ましやがって。大体お前はなんなんだよ？　魔ま術じゆつ師しでもないのに魔術師同士の戦いに首を突っ込んで来やがって──ッ!?」

　フィリップは表情を凍こおり付かせた。顔の真横を凄まじい速さでなにかが通り過ぎていったのに気づいた。

　一紀の右手に握にぎられていた光の槍がなくなっている。

「なにを……した？」

「僕にはよくわからないけど、これが古の神々の力らしい……。彼らはただ静かに眠りたいだけなのに、お前たち〝魔術師〟が邪魔をするから、静かに眠れないと嘆なげいてたよ」

　一紀は手を伸ばす。フィリップの脇わきを通り過ぎた光の槍は、後方の地面に突き刺ささっていた。一紀の合図に従うように、光の槍は秘められていた力を解放する。

【黄昏の戦槍神オーデイン・ノルド】──【不抜の槍グングニール】。一紀という新しい器に収まったφの世界の住人は、かつて人々に畏い怖ふされ、敬服されてきた力の一部を発現──。

【不抜の槍グングニール】は、急速にその体積を収縮させて、小さな暗い穴を産み出していた。

　光子の塊かたまりだった【不抜の槍グングニール】は、その見た目に反して大量の質量を内包していた。それらが、内側からの急激な引力に吸い込まれ、収縮した空間に押し込まれたことにより、シュヴァルツシルト半径を越こえてしまい、周囲のあらゆる物質を飲み込む【特異点】に生まれ変わる。無限の重力場の誕生だった。

　炎の魔ま神じん【イフリート】が放った黒い炎や、火の点ついた森の木々など、周囲のあらゆる物質が、【特異点】の中へ吸い込まれ、消えて行く。

「な……なんだこれは!?　くそぉ……イフリート！　なんとかしろよ！」

　フィリップの願いも虚むなしく、魔神【イフリート】は、みずからが放った黒い炎と共に、特異点に飲み込まれていった。

　それは単なる無限の重力場ではなかった。古の神の力が具現化した【意思を持った特異点】である。周囲の炎を全て飲み込んだ【特異点】は、やがてみずからも飲み込んで、一紀たちの目の前から消滅した。

【不抜の槍グングニール】が消滅したあとに残ったのは、丸まる裸はだかになった森だけだ。

「う、嘘うそだ！　【イフリート】が、飲み込まれた……？　魔神と呼ばれた彼が？」

　フィリップは、力ちから尽つきたように地面に膝ひざをつく。愛用の魔導具【四精霊の魔ま銃じゆう】も【特異点】に吸い込まれて、いずこへか消えていた。【イフリート】を呼び出した際、魔ま力りよくをほとんど使い果たした。いまのフィリップは、なにもできないただの人間だった。

「凄すごい……これが、古の神々の力？　本当に城山君がやったの？」

　魔力の充じゆう填てんも詠えい唱しようもない。魔ま術じゆつの法則でもなく、通常の物理法則にも則のつとっていない、全すべてを超ちよう越えつした力の一いつ端たんが、いままさに詠美たちの目の前で行なわれた。

「はは……そんな、これはなにかの間ま違ちがいだ……ははっ！」

　フィリップは跪ひざまずいたまま狂ったように笑っていた。

「もらった！　ずざー！」

　隙すきを突いて、澪がフィリップから封ふう印いんの魔導具を奪だつ還かんする。

「ナイスよ犬！　それを私のところまで持ってきなさい」

「わんわん！」

　澪は、四つ足で封印の魔導具を主人である詠美の許もとへ持っていく。これで奪われた魔導具を奪い返すという詠美の目的は達成した。

「う、ううん……かず……き？」

　気を失っていたイソラが身体からだを起こす。細かい傷はあるが、大きな怪け我がは負っていないようだ。これで全て解決かに思えた。

「フィリップはもう魔術師としての力をなくしたみたいね。こんな男は放っておいて、とっとと帰りましょう。城山君？」

「ぐっ……。ううっ……」

　一紀が胸の辺りを押さえて苦しんでいた。身体の内部に入り込んだ古の神が、一紀の身体に収まりきらずに有り余る力を外に放出しようとしている。

「だ、駄だ目めだ……やっぱり、僕では抑おさえきれなかったんだ……」

　心臓が早はや鐘がねのように鼓こ動どうを刻み続けている。全身の血が、高速で体内を駆け巡めぐっていた。

　どうすれば、この衝しよう動どうが治まるのか……どうすれば、体内に宿した古の神の力を外に出さないようにできるのかわからない。

「嵯峨野さん……イソラと土つち御み門かどさんを連れて……逃にげて！」

「そんな──」

「ダメだ！　いまの僕に近付いちゃ……自分の身体なのに自分の身体じゃないような気がするんだ。もしかして、嵯峨野さんたちを傷つけちゃうかも……」

　やはり、古の神の力を体内に宿すという行こう為いは、無む謀ぼうだったようだ。フィリップを倒たおして、危機から脱だつすることはできたが、今度は一紀自身が危機を作り出そうとしている。

「この力が抑えきれなくなったら、どうなってしまうのか……僕にはわからない。だから、一歩でも遠くに逃げて！」

　詠美は、その場で立ち止まって逡しゆん巡じゆんしていた。こんなケースは、ヴィンセントが残した魔術書にも書かれていなかった。

「逃げてっていわれても……ダメよ。君を置いてはいけないわ……」

「嵯峨野さんの気持ちは嬉うれしいよ。でも、いまの僕は……自分がどうなってしまうのか、まったくわからないんだ」

　突とつ如じよ、一紀の右手に強い衝動が駆かけ巡った。

　光の槍が、一紀の意思に反して自然に産み出されていく。イフリートを飲み込んだほどの力を持つ【不抜の槍グングニール】。もしかして、今度はこれを詠美たちに向かって放つことになるのか……。

「一紀……。安心して、わたしが助けてあげるわ」

「イソラ!?　なにをいってるんだ？　イソラこそ、すぐに逃げっ……うぷ！」

　イソラは、一紀の唇くちびるを自分の唇で覆った。そしてしばらく唇を重ね合わせてから、ゆっくりとイソラは離はなれた。

「これで、一紀の身体に移した古いにしえの神を、わたしの身体に戻すことができたわ。どう？　もう苦しくないはずよ」

「え？　あ……あれ？　本当だ。右腕も熱くない」

　あれだけ一紀を苦しめていた燃え盛るような破は壊かい衝しよう動どうが嘘のように治まっていた。

「ひゅー」

　澪が、茶化すように口笛を鳴らした。詠美は、隣となりで唖あ然ぜんとしている。

「本当はその力、わたしが使うはずだった……でも一紀は、わたしを助けるために無理をしてくれた……。目覚めてから、一紀にはお世話になりっぱなしだったわね。いままで、本当にありがとう」

　名残なごりを惜おしむように一紀の頬ほおに手を触ふれる。

「さあ、詠美。そろそろお願いするわ」

　イソラは、一紀たちに背中を向けて地面の上に正座した。

「イソラ？　嵯峨野さんになにをお願いするっていうの？」

　イソラがなにをいってるのかわからず、一紀は目をぱちくりさせている。

「決まっているわ。わたしの封印を……お願いするのよ」

「ど……どうしてだよ？　イソラは人間になりたいんじゃなかったの!?」

「最初から無理な願いだったのよ。わたしが、この世界で生きていこうとすればするほど、周りに迷めい惑わくをかけるわ。わたし、そういうの嫌きらいなの。だから、夢は夢として、この胸に抱かかえたまま、もう一度眠ねむりに就くことにしたの」

「そんな……」

　詠美はフィリップから取り返した【アンティキティラの歯車】を持ったまま、黙だまってイソラの背中をみつめていた。

「ごめんなさい一紀……。わたしのために色々してくれたのは、感謝してるわ。貴方あなたは、わたしの大切な人よ。だからこそ……これ以上、貴方が傷つくのはみたくない……」

　イソラの決意は本物だ。一紀はどうにかして思い留まらせたかったが、なんといえばイソラが気持ちを翻すのかわからない。

「……本当にいいのね？　再度封印されたら、今度はいつ目覚めるかわからないわ。もしかして、永遠に目覚めないかもしれないわよ？」

　詠美は、無感情な声で訊たずねる。イソラは、こくっとうなずいた。

「それでいいわ。わたしが、いなくなるということは、それだけ平和になるということ。一紀や詠美が、元の生活に戻もどれるということだもの。お願い詠美……。わたしの決意が揺ゆるがないうちに早く──！」

　イソラは声を震ふるわせて叫さけんだ。

「……貴方の決意はわかったわ。でも無理よ」

「ここじゃ封印が無理なら、あの山に戻ってからでもいいわ」

「そういう意味じゃないの」

　詠美は、手にある封印の魔導具をみつめた。そして、残念そうに首を振ふる。

「フィリップが、この魔導具に無理に魔力を供給したせいで、壊こわれちゃったみたい。盗ぬすまれる前に私もこれで色々実験してたから、負担がかかっていたんでしょうね」

　予想外の言葉だった。一紀たちの目には、封印の魔導具には傷一つついていないようにみえるが、詠美は壊れていると主張する。

「生あい憎にくだけど、イソラをもう一度封印する手立てがないわ。封印の魔導具が使えないのであれば、私じゃどうにもできない……」

「じゃあわたしは……」

「この世界で、人間として生きていくしかないわね」

　一紀はイソラに駆け寄よった。そして力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめる。

「よかった！　本当によかった！」

「いいの？　わたしがいても……。一紀たちに迷惑かけるだけじゃ……」

「誰だれにも迷惑かけずに生きている人なんて、どこにもいないよ。迷惑かけてることを、イソラが反省してるってことは、それだけイソラが人間に近づいてるってことなんじゃないかな？」

　イソラは一紀の胸に顔を埋うずめた。

「とにかく僕は、これからもイソラといられることが嬉しい。イソラもそうだろ？」

　細い肩かたが小刻みに震えている。

　イソラは、一紀の胸に顔を埋めたまま、こくこくっと何度もうなずいていた。







　エピローグ







　古の神を身体に宿した代だい償しようなのか、それとも慣れない戦いによる疲つかれなのか……。

　一かず紀きは戦いから戻った日の夜から三日三晩、死んだようにベッドで眠り続けていた。眠っている最中、一紀を世話してくれたのは、詠えい美みとイソラだった。

「──よかったらお返事下さい。一紀……と」

　三日ぶりに目を覚ました一紀がまずしたことは、仕事で海外にいる義父へ手紙を書くことだった。

　義父ならば、一紀の特別な体質についてなにか知っているかもしれないと思い、日常の報告に紛まぎれて、さりげなく探りを入れてみたのだが、あの義父のことだから知っていてもとぼける可能性がある。

　すぐに答えは得られないと思うが、それでもいつか自分の身体の秘密を知りたい……。

　ドアがノックされる。

「はーい」

　部屋に入ってきたのは、詠美だった。似合わないピンクのエプロンをつけている。

「はい、ごはんよ。君のために、この私が！　……わざわざ、おかゆを作ってあげたわよ」

「え？　嵯さ峨が野のさんが作ってくれたの？　う……嬉しいなぁ」

「君には早く元気になってもらいたいの……だって洗せん濯たく物もの、誰も洗う人がいないからたまりにたまっちゃって……」

　どうせそんなことだろうと思ったが、あの詠美がみずからおかゆを作ってくれたことは、素直に嬉しかった。

　一人用の土ど鍋なべをテーブルの上に載のせる。そして詠美は、フタを外した。

「お……おかゆ？」

　鍋の中は、焦こげたご飯が、底にへばりついているだけの無残な代しろ物ものだった。煮に込こみ過ぎたのか、スープは蒸発してほとんどなくなっている。

「ネットで調べたレシピの通り作ってみたんだけど……これであってる？　私、おかゆって食べたことないから、わからないのよね」

　間ま違ちがえている……と答えるのは簡単だ。しかし、おかゆの出来より、詠美の心遣づかいが嬉しかった。一紀は、蓮れん華げで鍋の底にこびりついた焦げたご飯をすくって口に入れる。

「バリッ、バリッ……ぐふっ……。ちょ、ちょっと歯ごたえがありすぎるけど……。これはこれで美お味いしいよ。ありがとう嵯峨野さん」

　口の中をガリガリいわせながら、一紀は涙なみだぐむ。決して焦げたご飯が不ま味ずかったからではない。詠美の心遣いに涙しているのだ。

「お代わりもあるから、好きなだけ食べていいのよ」

「病み上がりだから、そんなに沢たく山さん食べられないけど……気持ちは嬉しいよ」

　詠美は窓際に立った。窓の外は、五月さつき晴ばれの気持ちのいい空が広がっている。

「手紙書いてたの？」

「義父にね……。僕の身体からだのこととか、知ってるかなと思って」

「義父ってことは、城しろ山やま君の本当のご両親は？」

「数年前に事故で……」

「そう……。私と同じなのね」

　詠美の家族も大分昔に亡くなっている。だから詠美は、自分の両親の存在をぼんやりとしか知らない。

「君は色々と謎なぞを抱えているみたいだけど、私が特に気になっているのは、なぜ見ず知らずのイソラに対して、そんなに命を懸かけられるのかってことよ。君がイソラに同情する気持ちはわかるけど、だからといって命を懸けられるかどうかは別よ」

　一紀は、うつむいていた。しばらく、沈ちん黙もくが続く。

　一紀は、心の中で複雑な思いを巡めぐらせていた。

「イソラには、悪いことをしていると……いまでも思ってる」

「イソラは、身代わりなのね？」

「そう……。僕は、死んだ妹とイソラを重ね合わせていたんだ……」

　一紀の両親と妹は、火事に巻き込まれて死んだ。記き憶おくに残っているのは、生まれ育った家が燃え盛る光景……。

　一紀が生まれ育った家は、世間では謎の不ふ審しん火びで全焼したことになっている。

　しかし、あれはただの火事じゃなかった。

　火事になる直前、妹の遥はる佳かは、まるで〝悪あく魔まが取とり憑ついた〟ように苦しみ始めた。

　妹の異変を察知した一紀の両親は、まず一紀を家から逃にがした。そして、すぐに妹の傍そばに戻り、炎ほのおに巻き込まれた──それからの記憶は、いまでもはっきりしない。

　一紀は、住み慣れた家が、赤い炎に包まれていく光景を呆ぼう然ぜんとみていた。

　両親や妹を助けようと、家の中に戻ろうとしたが、駆かけつけた人たちに止められてなにもできなかった……。

　あの日の記憶は、いまも断片的にしか思い出せない。

　確かなことは、その日一紀は、家族も……住み慣れた家も……全すべてを失った。残ったのは、両親を失った絶望と妹を守れなかったという後こう悔かいだけだ。

「……そして、僕はいまの義父おとうさんに引き取られて、なんとか今日まで生きてきたんだ」

「城山君にそんな過去があったなんてね」

「イソラを妹に重ね合わせたって、遥佳が戻って来ないのはわかっている。でも、そうでもしないと、いつまで経たっても僕はあの日の自分を許せないんだ──」

　いつの間にかベッドのシーツを破れるほど強く握にぎりしめていたのに気づく。

「城山君、あまり力をこめるとシーツが破れるわ」

　一紀の悩なやみは、他の誰にも解決してあげられない悩みだ。いつか、一紀自身が受け入れるしかない。

「そうだね。ごめん……。で、でも！　イソラを助けたいと思っているのは本心だよ。嵯峨野さんの儀ぎ式しきが失敗したのは、僕のせいみたいだし、イソラが目覚めたのも……。だからイソラの願い通り、人間として自立できるようになるまで、傍にいてあげたいんだ。つまり、なにがいいたいのかっていうと、これからも──」

「この館やかたに置いてくれってわけね？」

「ダメ……かな？」

　詠美は、ベッドの傍に歩み寄った。そして、指先で一紀のおでこを弾はじく。

「いたっ」

「さっき私がなんていったのか、もう忘れたの？　城山君が寝ね込んでるせいで、洗濯物がたまってしょうがないわ。イソラは、君の代わりに家事をやるってはりきってたけど、事態を悪化させるだけ。だから……私がいいたいこと、わかるわね？」

「嵯峨野さん……」

「早く元気になりなさい。君には、イソラの傍にいるだけじゃなく、この館の掃そう除じと洗せん濯たくと食事の用意。それに実験体としての役目。それから……わ、私の身の回りの世話をするっていう重大な仕事があるんだからね」

　最後はちょっと声のボリュームが低くなったが、詠美のいいたいことはわかった。

「嵯峨野さんに頼たよりにされるなんて……嬉うれしいな。沢山食べて、すぐに元気になるよ」

　焦げたおかゆらしきものを口に入れてガリガリと音を立てて咀そ嚼しやくする。作ってくれた詠美の気持ちを考えると、味なんて気にならなかった。

「嵯峨野さん」

　一紀は、部屋から出て行こうとする詠美を呼び止めた。

「実は、僕も嵯峨野さんに訊ききたかったことがあるんだ。イソラを封ふう印いんする魔導具だけど、壊こわれたっていうのはやっぱり……」

　詠美は、振ふり返かえって唇くちびるの前に人差し指を立てた。そして、学園では誰にもみせたことのない屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべる。

「さあ、どうかしら？　こればっかりは、魔ま術じゆつ師しじゃない城山君には、教えられないわ。君も知っているでしょ？　──魔術師には秘密が多いのよ」




　ゴールデンウィーク明け。ようやく体調が戻もどった一紀は、久しぶりに制服に袖そでを通した。

　詠美から通学の許可をもらったのだ。もちろん、あの首輪は嵌はめられたままだが、いままで通り、学生としての生活を送れる。

「一紀！　急がないと遅ち刻こくするわよ！」

　そして意外なことに、詠美はイソラの通学も許した。一紀たちが学園に通っている間、イソラを館に残しておくのは、不安だという理由で。

　もちろんイソラは正式な学生として通うのではなく、親しん戚せきから預かった一紀の従妹いとこという立場で、教室の片かた隅すみにでも置いてもらうことにした。

　一紀たちの担任の後ご藤とう田だ静しず枝えは、少々型破りなところがある先生だから、きっと許可してくれるだろう。

「初めて人の多い場所にいくわね。はあ……うまくやれるかしら？」

　イソラは期待と不安の入り混じった表情をしていた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。後藤田先生も、クラスのみんなも、いい人ばかりだからイソラのこと歓かん迎げいしてくれるよ」

「一紀がそういうなら……頑がん張ばるわ！」

　白いワンピースを弾はずませて、イソラは玄げん関かんのドアから外に出た。

「……いってらっしゃい」

　館の前庭にメイド服姿の見慣れない少女が立っていた。よくみると、その少女は土つち御み門かど澪みおだった。

　そういえば、館の修理代を払はらわせるために、嵯峨野家の使用人として、当分タダ働きさせると詠美がいっていたような気がする。

「あ……、いってきます」

　ぎこちなく澪に会え釈しやくして外に出る。まだ子供といえど、一時は敵対した間あいだ柄がらだ。打ち解けるには、しばらく時間がかかりそうだ。

　玄関と前庭は、荒あれたままだ。イソラがせっかく種を植えた花か壇だんも、ボロボロになっている。

「壊れたものは直せばいい。また新しい種を植えよう」

「うんっ」

　イソラは、元げん気き一いつ杯ぱいだった。

　一紀に向けられたイソラの笑顔が、またしても死んだ遥佳の笑顔と重なってみえた。いつか遥佳に対する思いを、整理できる日が来るのだろうか。

「なにしてるの？　とっとといかないと遅刻するわよ」

　詠美が自転車を手で押しながら、二人を追おい越こしていく。

「お先にどうぞ。わたしは、一紀とゆっくりいくから。ね？」

「うん、僕たちに遠えん慮りよしないで、先にいっていいよ。どうせ学園で顔を合わせるんだし」

　先を進んでいた詠美は、立ち止まって振り返った。

　そして、繋つながれた二人の手をみつめる。

「私もそんなに急いでないし……ゆっくりいこうかしら」

　そういって引き返してきた。イソラと一紀の間に強ごう引いんに割って入る。

「詠美は、自転車があるんだから先にいけばいいのに！」

「いいの。今日は、のんびり歩きたい気分なの」

　詠美の意地悪に敵意を剥むき出だしにするイソラ。詠美は、素そ知しらぬ顔で一紀の隣となりに並んで歩き始めた。

「まあまあ二人とも……」

　そんな二人をなだめる一紀。ふと空を見上げる。

　今日は雲が一つも出ていない。透すき通とおるような青空とは、こういう空のことをいうのだろう。病み上がりの不安など、吹ふき飛とんでしまうほどの快晴だった。

　青い空の下。

　三人は、ぎこちない会話を続けながら、学園までの道を歩いた。







　あとがき







　こんにちは、門かど倉くら敬けい介すけです。ここまでお読みくださり、ありがとうございます。

　この「竜りゆうと魔ま女じよの住む屋や敷しき」ですが、構想当初は単に主人公が二人の女の子に翻ほん弄ろうされるだけのお話だったのですが、そこに「屋敷」という要素を付け加えることによって主人公である一かず紀きが、竜と魔女という別々の肩書きを持つ特殊なヒロインたちに振り回されるお話になりました。

　現代の生活をまったく知らない「世間知らずの竜」イソラと、広い館に一人こもって「魔術の研究に没頭している魔女」詠えい美み。放っておいたら飢え死にしてしまうのでは、と思うほど生活力がないこの二人のヒロインは、家事が得意な一紀からみると、とてもお世話し甲が斐いのある二人でもあります。

　しかし、この竜と魔女～の物語は、単なるお屋敷ものではありません。

　魔術師同士が、それぞれの「魔導具」を駆使して戦う魔術バトルものでもありますので主人公である一紀が、単に世話好きのクラスメイトでいいわけがありません。

　というわけで、一紀もまた普通の人間ではなく、特殊な体質を持った特別な人間であることになりました。

　さらにイソラを狙う協会の魔術師たちも現れて、さてこれからどうなる──という風にお話は進んでいくことになります。

　もちろんバトルだけでなく、一紀、イソラ、そして詠美。この三人の関係もいったいどうなるのか、作者としても気になるところです。

　現時点でうっすらと結末は考えているのですが、まったく具体的ではなく、この先の展開次し第だいではいくらでも変わります。つまり、なにも考えていないに等しいです！

　読者の皆様の声で、この物語の結末も徐々に定まっていくでしょう。

　どうかイソラたちへの応援、よろしくお願いします。




　最後にこの本を出すために尽力してくださった方々。

　素敵なイラストを描いてくださったたいしょう田た中なかさん。

　多くの人々の𠮟しつ咤たと温かい励はげましがあって、この本を出すことができました。

　この場を借りてお礼を言わせてください。ありがとうございました。


門倉敬介












竜りゆうと魔ま女じよの住すむ屋や敷しき
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